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妙
幢
淨
慧
撰
『
戒
法
隨
身
Ｇ
三
歸
章

上
』『
懴
悔
通
用
』
翻
刻
と
解
題
（
一
）

藤
谷
厚
生
・
大
久
保
美
玲
・
関
口
靜
雄

【
解
　
　
題
】
妙
幢
淨
慧
と
戒
律
復
興
に
つ
い
て

本
書
『
戒
法
随
身
記
』
三
巻
は
、
黄
檗
僧
で
あ
る
妙
幢
浄
慧
（
〜
一
七
二
五
）
が
貞

享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
刊
行
し
た
近
世
戒
律
復
興
の
先
駆
と
し
て
極
め
て
重
要
な
書

籍
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
、
特
徴
に
つ
い
て
ふ
れ
る
前
に
、
妙
幢
律
師

の
近
世
戒
律
復
興
の
流
れ
に
於
け
る
当
時
の
周
辺
事
情
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
時
期
、
我
が
国
の
仏
教
界
に
は
四
分
律
を
中
心
と
し
た
僧
制
刷
新
の
戒
律
復
興

の
趨
勢
が
起
こ
り
、
特
に
真
言
律
を
中
心
と
し
た
西
明
寺
・
野
中
寺
・
神
鳳
寺
の
律
の

三
僧
坊
が
創
設
さ
れ
戒
律
復
興
の
機
運
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
隠
元
禅
師

来
朝
に
よ
っ
て
宇
治
に
黄
檗
山
萬
福
寺
が
開
創
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
仏
教
復

興
の
転
機
が
こ
れ
に
相
乗
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

妙
幢
律
師
は
、
こ
う
い
っ
た
時
代
的
な
背
景
の
も
と
、
恐
ら
く
慶
安
の
頃
（
一
六
五

〇
年
頃
）
に
、
彦
根
に
出
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
る
。
十
五
歳
前
後
に

京
都
に
遊
学
し
儒
者
で
あ
る
松
永
昌
易
に
学
び
、
二
十
四
歳
で
出
家
し
黄
檗
宗
の
宝
山

和
尚
に
受
業
す
る
。
後
に
鉄
眼
禅
師
に
随
従
し
て
勉
学
に
励
む
が
、
志
を
扶
律
に
転
じ

て
、
黄
檗
の
律
匠
で
あ
る
寂
門
律
師
を
依
止
師
と
し
て
戒
律
を
修
学
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
妙
幢
律
師
の
法
脈
・
戒
脈
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

妙
幢
浄
慧

寂
門
道
律

戒
山
慧
堅

慈
雲
忍
瑞

忍
綱
貞
紀

洪
善
普
摂

慈
忍
慧
猛

真
空
了
阿

明
忍
俊
正

﹇
近
世
戒
脈
系
譜（
野
中
寺
派
）﹈

妙
幢
浄
慧

宝
山
最
頂

宝
洲
道
聡

鉄
眼
道
光

木
庵
性
瑫

隠
元
隆
琦

寂
門
道
律

龍
渓
性
潜

﹇
黄
檗
法
系
譜
﹈

律
師
の
師
匠
で
あ
る
宝
山
和
尚
、
さ
ら
に
そ
の
師
で
あ
る
宝
洲
禅
師
は
、
形
式
上
は

木
庵
禅
師
よ
り
の
嗣
法
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
鉄
眼
禅
師
の
高
弟
で
あ
り
、
鉄

眼
師
の
仏
教
復
興
事
業
で
あ
っ
た
黄
檗
版
大
蔵
経
開
版
に
参
画
し
た
門
人
で
も
あ
っ
た
。

特
に
宝
山
和
尚
（
一
六
四
五
〜
一
七
二
八
）
は
、
近
江
や
駿
河
を
教
化
し
、
近
江
小
松
寺

や
延
命
寺
を
薫
し
、
慈
眼
院
を
開
き
、
更
に
は
駿
河
白
岩
寺
、
豊
運
寺
ま
で
を
も
開
創

し
た
活
動
家
で
あ
り
、
当
時
「
法
華
の
宝
山
」
と
世
に
称
さ
れ
た
法
華
経
精
通
の
学
匠

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
妙
幢
律
師
が
依
止
し
た
寂
門
律
師
（
一
六
五
一
〜
一
七
三
〇
）
は
、

近
江
正
明
寺
な
ど
に
住
し
た
黄
檗
宗
の
律
僧
で
、
龍
渓
禅
師
の
高
弟
で
あ
る
。
こ
の
龍

渓
師
は
、
も
と
臨
済
宗
妙
心
寺
の
住
僧
で
あ
り
、
隠
元
禅
師
を
妙
心
寺
へ
招
聘
し
よ
う

と
図
っ
た
禅
律
推
進
派
の
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
寂
門
律
師
が
依
止
し
、

菩
薩
戒
を
授
け
た
野
中
寺
戒
山
慧
堅
（
一
六
四
九
〜
一
七
〇
四
）
は
、
も
と
黄
檗
僧
で
あ

り
鉄
眼
禅
師
の
直
弟
子
で
あ
っ
た
。
戒
山
師
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
筑
後
久
留

米
に
生
ま
れ
る
が
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
十
七
歳
の
時
、
千
光
寺
で
鉄
眼
禅
師
の

起
信
論
の
講
義
を
聞
き
、
直
ち
に
発
心
し
そ
の
場
で
鉄
眼
師
に
よ
り
受
業
の
弟
子
と
な

り
随
従
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
律
学
の
志
を
立
て
京
都
に
出
て
、
桃
水
雲
渓
の
勧

め
に
よ
り
、
巌
松
院
の
慈
忍
慧
猛
に
師
事
し
菩
薩
戒
を
受
け
る
。
後
に
慈
忍
律
師
に
従

っ
て
野
中
寺
に
転
住
し
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
十
二
月
に
は
慈
忍
律
師
に
よ
り
受
具

し
て
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
湖
東
安
養
寺
の
中
興
開
山
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

実
は
戒
山
律
師
と
妙
幢
律
師
は
、
当
時
仏
教
復
興
に
尽
力
し
て
い
た
鉄
眼
禅
師
に
随

従
し
た
同
門
の
先
輩
後
輩
関
係
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
戒
山
師
と
寂
門
師
は
年

齢
差
も
わ
ず
か
二
歳
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
妙
幢
律
師
も
ほ
ぼ
同
年
代
の
後
輩
的
な
関
係

で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。
寂
門
律
師
に
は
著
作
と
し
て
『
念
仏
修
法
略
記
・
並

八
斎
戒
略
記
』
一
巻
が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
は
木
庵
、
独
湛
、
高
泉
、
月
潭
と
言
っ
た

学
苑　

第
九
五
八
号　

二
五
〜
五
三　
（
二
〇
二
〇
・
八
）



─ 26 ─

黄
檗
僧
の
「
贈
答
の
詩
偈
」
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
賀
住
法
輪
山　

妙
幢

和
尚
」
の
七
言
絶
句
の
詩
が
あ
り
、
寂
門
律
師
が
近
江
日
野
の
正
明
寺
に
晋
山
し
た
時

に
贈
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
両
者
の
交
友
の
深
さ
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
戒
山
律
師

は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
『
律
苑
僧
宝
伝
』
を
刊
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

書
籍
は
中
国
・
日
本
の
律
僧
三
六
一
名
の
伝
記
を
蒐
集
し
、
十
五
巻
に
編
し
た
大
著
で

あ
り
、
こ
の
書
に
は
隠
元
門
下
の
南
源
、
高
泉
の
両
禅
師
の
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
『
律
苑
僧
宝
伝
』
が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
戒
山
慧
堅
は
当
代
き
っ
て
の
律

匠
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
翌
三
年
に
は
梵
網
菩
薩
戒
を
分
か
り
や
す
く

唱
導
す
る
た
め
、
和
語
（
仮
名
交
じ
り
草
書
体
版
）
で
編
集
せ
ら
れ
た
『
梵
網
戒
迪
蒙
』

を
発
刊
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
戒
律
書
は
、
す
べ
て
漢
文
で
書
か
れ
、
和
語
で
書
か

れ
る
の
は
こ
の
頃
と
し
て
は
極
め
て
珍
し
い
の
で
あ
り
、『
梵
網
戒
迪
蒙
』
の
後
文
に

こ
の
書
は
「
童
蒙
の
輩
を
し
て
、
仏
種
を
継
が
し
、
聖
位
に
登
ら
し
め
ん
と
す
る
な

り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
子
供
で
も
戒
律
が
理
解
で
き
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
こ
れ

が
撰
述
さ
れ
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
和
語
と
し
て
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
戒
律
書
の
最
初
の
典

籍
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
実
は
こ
の
『
戒
法
随
身
記
』
な
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
こ
の
書
の
序
に
は
、「
其
れ
、
之
を
和
語
に
綴
る
こ
と
は
、
本
と
童
蒙
の
為
に

す
れ
ば
な
り
。」
と
、
や
は
り
子
供
で
も
理
解
で
き
る
意
図
を
も
っ
て
撰
述
せ
ら
れ
た

こ
と
が
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

『
戒
法
随
身
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
正
月
で
あ
り
、

『
律
苑
僧
宝
伝
』
の
二
年
前
、『
梵
網
戒
迪
蒙
』
の
三
年
前
と
な
る
。
こ
の
『
戒
法
随
身

記
』
の
草
稿
は
、
貞
享
三
年
の
晩
夏
か
ら
十
二
月
に
は
完
成
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

の
頃
、
戒
山
律
師
は
近
江
栗
東
の
安
養
寺
に
お
り
、
ま
た
同
年
西
海
か
ら
帰
っ
た
妙
幢

律
師
は
夏
安
居
に
は
、
近
江
平
坂
の
小
松
寺
あ
た
り
に
恐
ら
く
居
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

両
者
に
直
接
の
親
し
い
交
流
な
り
、
寂
門
律
師
を
介
し
て
の
繋
が
り
が
あ
る
な
ら
ば
、

当
然
戒
山
律
師
が
刊
行
さ
れ
た
『
戒
法
随
身
記
』
を
目
に
し
て
大
い
に
刺
激
を
受
け
、

そ
の
後
『
梵
網
戒
迪
蒙
』
の
撰
述
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
本
書
の
内
容
、
特
徴
に
つ
い
て
些
か
言
及
し
て
み
た
い
。『
戒
法
随
身

記
』
三
巻
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
正
月
に
刊
行
さ
れ
、
当
初
の
版
元
は
京
都
錦

小
路
新
町
に
あ
っ
た
丁
字
屋
の
永
田
長
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
経
緯
が
あ
っ

た
か
は
分
か
ら
ぬ
が
、
後
年
（
天
明
以
降
か
？
）
に
は
京
都
寺
町
三
条
下
ル
に
あ
っ
た

向
松
堂
の
蓍
屋
宗
八
に
版
権
が
移
り
増
刷
刊
行
さ
れ
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
広
く
市
中

に
出
回
っ
た
仏
教
書
（
戒
律
書
）
で
も
あ
る
。
上
巻
が
三
帰
章
、
中
巻
が
五
戒
章
、
下

巻
が
八
斎
戒
章
と
な
っ
て
お
り
、
三
帰
戒
・
五
戒
・
八
斎
戒
の
意
味
内
容
、
受
持
の
功

徳
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
帰
戒
・
五
戒
・
八
斎
戒
は
言
わ

ば
、
在
家
の
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
受
持
す
べ
き
戒
律
で
あ
り
、
ま
た
出
家
す
る
形
同
沙

弥
が
受
持
す
べ
き
も
の
で
も
あ
り
、
言
わ
ば
仏
教
徒
に
な
る
た
め
最
も
基
本
の
戒
律
と

い
え
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
代
に
は
黄
檗
宗
に
お
け
る
授
戒
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
広
く 

僧
俗
を
問
わ
ず
戒
律
の
普
及
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
黄
檗
宗
三
壇
戒 

会
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
初
の
三
壇
戒
会
は
隠
元
禅
師
が
戒
和
尚
と
な
り
、
寛
文
三

年
（
一
六
六
三
）
十
二
月
一
日
か
ら
八
日
間
、
仏
成
道
会
に
因
ん
で
行
わ
れ
、
萬
福
寺

で
は
こ
の
時
、
僧
俗
合
わ
せ
て
の
受
者
が
数
百
人
に
及
び
、
盛
大
に
授
戒
会
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
黄
檗
で
は
、
木
庵
禅
師
が
戒
師
と
な
り
寛
文
五
年
、
寛
文

十
年
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
、
ま
た
慧
林
禅
師
が
戒
師
と
な
り
延
宝
八
年
（
一

六
八
〇
）
九
月
に
行
わ
れ
た
三
壇
戒
会
に
は
、
受
者
が
五
百
人
を
超
え
た
と
さ
れ
、
さ

ら
に
独
湛
禅
師
が
戒
師
と
な
り
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に

も
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
『
戒
法
随
身
記
』
が
上
梓
さ
れ
た
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
前

後
に
は
黄
檗
宗
に
お
け
る
三
壇
戒
会
の
戒
律
普
及
の
動
き
が
明
確
に
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
三
壇
戒
会
の
初
壇
は
沙
彌
戒
（
三
帰
戒
、
五
戒
、
八
戒
、
沙
彌
十
戒
法
）、

次
壇
は
比
丘
戒
（
二
百
五
十
戒
法
）、
三
壇
は
菩
薩
大
戒
（
菩
薩
十
重
四
十
八
軽
戒
法
）
を

授
け
る
も
の
で
あ
り
、
平
僧
（
黒
衣
の
僧
）
は
出
家
剃
髪
の
時
、
初
壇
の
沙
彌
戒
を
師

匠
か
ら
授
か
り
、
二
壇
お
よ
び
三
壇
は
黄
檗
山
で
授
け
る
の
が
決
ま
り
と
な
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、『
戒
法
随
身
記
』
の
内
容
と
な
る
三
帰
章
、
五
戒
章
、
八
斎
戒
章
は
初
壇
の

沙
彌
十
戒
法
を
除
い
た
内
容
で
あ
り
、
通
常
、
授
戒
の
砌
に
は
戒
師
が
説
戒
（
授
け
る

べ
き
戒
律
に
つ
い
て
の
戒
相
の
説
明
）
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
訳
で
、
こ
の
書
の
内
容
が
授
戒

を
す
る
べ
き
時
の
説
戒
書
（
戒
律
解
説
本
）
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
と
い
え
る
。
特
に
、
こ
の
三
帰
章
の
序
の
末
尾
に
、「
貞
享
三
歲
次
柔
兆

攝
提
格
僧
自
恣
日　

求
化
幻
人
淨
慧
稽
首
百
拜
述
」
と
あ
り
、「
柔
兆
攝
提
」
と
は
太

歳
紀
年
に
よ
る
干
支
「
丙
寅
」
を
意
味
し
、「
僧
自
恣
日
」
と
は
雨
安
居
が
明
け
る
七

月
十
五
日
の
結
制
開
け
の
自
恣
（
布
薩
）
を
指
し
て
お
り
、
安
居
の
期
間
は
通
常
律
院
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（
律
僧
坊
）
で
は
、
戒
律
に
関
す
る
聖
教
類
を
読
み
学
ぶ
習
わ
し
が
あ
る
の
で
、
こ
の

書
の
内
容
は
妙
幢
律
師
自
身
が
、
安
居
で
弟
子
等
に
戒
律
の
講
説
を
し
た
講
義
録
で
あ

っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
得
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
書
は
妙
幢
律
師
が
戒
律
普
及

を
目
指
し
、
よ
り
分
か
り
易
い
和
語
で
戒
律
を
解
説
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
と
し
て
こ
れ

を
著
述
し
た
と
い
う
意
図
が
、
こ
こ
に
伺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、『
戒
法
随
身
記
』
上
巻
・
三
帰
章
序
で
は
、
論
語
に
説
か
れ
る
「
三
畏
」
を

仏
教
の
「
三
帰
戒
」
に
対
応
さ
せ
て
、
三
帰
依
の
重
要
性
を
説
き
律
師
自
ら
の
論
が
展

開
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
法
に
は
「
世
法
」
と
「
出
世
の
法
」
と
が
あ
り
、「
三

綱
五
常
」
を
説
く
儒
教
は
「
世
法
」（
世
間
の
法
）
で
あ
り
、
仏
教
は
「
世
出
世
の
法
」

（
世
間
法
と
出
世
間
法
）
を
得
る
道
と
判
じ
、「
孔
子
を
指
し
て
小
人
と
」
す
る
こ
と
は
、

「
出
世
大
聖
の
妙
法
を
侮
る
」
こ
と
に
も
な
る
と
、
仏
教
と
儒
教
の
教
え
を
敢
え
て
対

立
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
儒
仏
一
致
（
融
合
）
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と

は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は
、
そ
の
著
『
儒
釈
雑
記
』
十
八
巻
に
あ
る
如
く
、
妙
幢

律
師
が
嘗
て
十
五
歳
頃
に
、
京
都
に
遊
学
し
儒
者
松
永
昌
易
に
学
ん
だ
事
に
因
る
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
松
永
昌
易
（
一
六
一
九
〜
一
六
八
〇
）
は
、
藤
原
惺
窩
の
門
人
で
林
羅
山

と
肩
を
並
べ
た
松
永
昌
三
（
尺
五
）
の
継
嗣
で
あ
る
。
当
時
京
都
堀
川
に
あ
っ
た
講
習

堂
は
門
弟
そ
の
数
五
千
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
京
都
で
最
も
栄
え
た
儒
塾
で
あ
っ
た
。
律

師
は
こ
の
松
永
門
下
に
学
び
薫
陶
を
受
け
た
事
か
ら
、
儒
仏
一
致
の
立
場
を
そ
の
著
に

宣
明
し
て
い
る
の
は
大
い
に
頷
け
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
は
後
に
正
法
律
を
提
唱
し

た
慈
雲
尊
者
が
、
堀
川
の
古
義
堂
で
学
ん
だ
こ
と
で
、
そ
の
思
想
に
儒
仏
一
致
の
立
場

を
採
る
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

上
巻
「
三
歸
章
序
」
以
下
は
、
そ
の
目
録
に
あ
る
如
く
、「
一　

三
歸
の
名
義
の
事
」 

か
ら
始
ま
り
、「
廿
一　

三
寳
に
背
け
ば
罪
を
う
る
㕝
」
ま
で
二
十
一
の
小
節
に
分
け

て
三
帰
、
三
宝
に
纏
わ
る
種
々
の
意
義
を
詳
説
し
、
最
後
に
付
録
と
し
て
「
五
辛
の
名

義
の
事
」
を
述
べ
て
上
巻
を
終
え
て
い
る
。
特
に
上
巻
「
一　

三
歸
の
名
義
の
事
」
で

は
、「
夫
三
歸
戒
と
い
つ
ぱ
。
佛
道
に
入
の
初
門
に
し
て
。
苦
海
ヲ
わ
た
る
の
舟
航
な

り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
帰
戒
は
仏
道
の
入
門
で
あ
り
、
す
べ
て
の
善
法
・
悟
り
の

根
本
で
あ
る
と
判
じ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
三
宝
に
つ
い
て
、
同
体
三
宝
、
別
相

（
別
体
）
三
宝
な
ど
五
つ
の
種
が
あ
る
と
し
て
、
か
な
り
の
紙
幅
を
以
て
詳
細
に
三
宝

に
帰
依
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
管
見
で
は
あ
る
が
、
鈴
木

正
三
の
『
万
民
徳
用
』
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
近
世
仏
教
思
想

の
中
で
三
宝
の
重
要
性
を
初
め
て
和
語
と
し
て
力
説
し
た
の
は
鈴
木
正
三
で
あ
っ
た
。

正
三
の
著
籍
『
万
民
徳
用
』
が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
刊
行
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ

た
経
緯
が
あ
る
が
、
こ
の
著
に
は
「
三
宝
徳
用
」「
修
行
之
念
願
」
な
ど
正
三
独
自
の

主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
三
宝
徳
用
」
で
は
、
三
宝
の
功
徳
、
帰
依
す
る
こ

と
の
有
用
性
が
説
か
れ
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
正
三
の
思
想
的
影
響
を
ふ
ま
え

て
本
書
と
の
関
係
性
を
捉
え
る
必
要
性
を
こ
こ
に
問
題
提
起
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
「
九　

三
歸
を
受
に
種
々
㓛
德
あ
る
事
」
で
は
、
三
帰
の
功
徳
（
不
思
議
瑞
祥
・

神
通
力
・
昇
天
・
三
悪
道
を
免
れ
る
な
ど
）
が
述
べ
ら
れ
、
更
に
十
善
戒
・
八
斎
戒
を
受

け
れ
ば
、
功
徳
が
相
乗
す
る
こ
と
も
説
か
れ
て
い
る
。「
十
四　

畜
生
等
に
も
三
皈
十

戒
等
を
授
べ
き
事
」
で
は
、「
汝
等
衆
生
こ
と
〴
〵
く
、
三
帰
十
戒
を
う
く
べ
し
。
牛

馬
猪
羊
の
類
を
見
て
も
。
と
な
へ
て
云
べ
し
。」
と
あ
る
如
く
、
大
乗
の
衆
生
救
済
と

い
う
観
点
に
立
っ
て
、
畜
生
（
動
物
）
に
も
授
戒
を
勧
め
て
い
る
点
は
、
従
来
に
見
ら

れ
な
い
妙
幢
律
師
特
有
の
戒
律
観
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
が
刊
行
さ
れ
た
貞
享
の
頃

は
、
所
謂
「
生
類
憐
れ
み
の
令
」
が
幕
府
政
策
と
し
て
敷
衍
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
こ

う
い
っ
た
社
会
状
況
の
背
景
も
ふ
ま
え
て
、
こ
の
よ
う
な
戒
律
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
「
十
九　

一
皈
を
う
く
る
と
い
ふ
の

亊
」「
二
十　

三
皈
の
守
護
神
の
亊
」「
廿
一　

三
寳
に
背
け
ば
罪
を
う
る
㕝
」
な
ど
で

は
、
三
帰
は
三
つ
合
し
て
受
戒
す
る
の
も
で
り
、
分
受
は
不
可
と
さ
れ
る
。
ま
た
三
帰

を
受
持
す
る
も
の
は
、
法
護
神
の
守
護
が
得
ら
れ
、
三
帰
（
三
宝
）
に
違
背
す
れ
ば
、

三
悪
道
に
墜
ち
る
な
ど
の
特
色
も
述
べ
ら
れ
、
聖
道
門
の
み
な
ら
ず
浄
土
門
で
も
三
宝

を
念
ず
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
力
説
し
て
い
る
。
最
後
に
付
録
の
「
五
辛
の
名
義
の

事
」
で
は
、
仏
道
を
修
行
す
る
も
の
は
必
ず
五
辛
（
避
け
る
こ
と
）
を
た
も
つ
べ
き
事

と
し
て
、
か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
五
辛
酒
肉
を
食
さ
な
い
こ
と
を
説
き
、
出
家
の
み

な
ら
ず
在
家
に
対
し
て
も
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
、
妙
幢
律
師
が
極
め
て
持
戒
堅
固
な
律

僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。 

（
藤
谷
）

［
参
考
文
献
］

・ 「
黄
檗
僧 
妙
幢
浄
慧
と
そ
の
戒
律
論
書
に
つ
い
て
」
拙
稿
［
四
天
王
寺
大
学
紀
要
・
人
文

社
会
学
部
第
五
十
号
所
載
・
二
〇
一
〇
年
九
月
］

・ 「
近
世
戒
律
復
興
と
野
中
寺
律
僧
坊
」
拙
稿
［『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
九
巻
一
号
所

収
・
二
〇
一
〇
年
十
二
月
］
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〔
解
　
　
題
〕『
戒
法
随
身
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て
（
上
）

近
江
出
身
の
黄
檗
僧
で
あ
る
妙
幢
淨
慧
（
〜
一
七
二
五
）
が
撰
述
し
た
『
戒
法
随
身

記
』
は
、
上
巻
「
三
帰
章
」、
中
巻
「
五
戒
章
」、
下
巻
「
八
斎
戒
章
」
の
全
三
巻
よ
り

成
り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
正
月
に
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
上
巻
の
序
に
「
其
レ

綴
ル二
ヿ
ハ
之
ヲ
和
語
ニ一
者
。
本
ト
爲
ニＲ
ス
レ
バ
ナ
リ
童
蒙
ノ一
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
巻
を
通
し

て
、
戒
を
受
け
、
保
つ
こ
と
の
重
要
性
を
、「
童
蒙
」
に
も
分
か
り
や
す
く
「
和
語
」

で
説
い
た
戒
法
の
入
門
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本
書
に
関
し
て
は
、
西
田
耕
三
氏
『
近

世
の
僧
と
文
学
―
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す1
』
に
よ
っ
て
淨
慧
の
生
涯
に
お
け
る
本
書
の
位

置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
藤
谷
厚
生
氏
「
黄
檗
僧
妙
幢
淨
慧
と
そ
の
戒
律
論
書
に

つ
い
て2
」
に
よ
っ
て
近
世
戒
律
復
興
運
動
に
お
け
る
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
研
究
が
な

さ
れ
て
い
て
貴
重
だ
が
、
広
く
研
究
が
行
わ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
本

文
を
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
藤
谷
氏
が
一
部
を
翻
刻
紹

介
さ
れ
て
い
る3
が
、
全
文
の
翻
刻
紹
介
は
な
い
の
で
、
本
書
の
利
用
は
版
本
を
見
る
機

の
あ
る
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
三

巻
全
文
の
翻
刻
を
行
っ
た
所
以
で
あ
る
。

翻
刻
作
業
を
進
め
る
う
ち
に
特
に
目
を
惹
か
れ
た
の
は
引
用
が
極
め
て
多
い
こ
と
だ
。

淨
慧
に
は
多
数
の
著
作
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
は
数
多
く
の
聖
教
・
典
籍
か
ら
縦
横
無

尽
の
引
用
が
あ
り
、
時
に
そ
れ
に
つ
い
て
淨
慧
が
注
釈
を
加
え
て
い
た
り
す
る
。
本
書

に
お
い
て
は
特
に
そ
れ
が
顕
著
で
、
本
文
の
ほ
と
ん
ど
が
聖
教
・
典
籍
の
引
用
で
成
り

立
っ
て
い
る
印
象
さ
え
受
け
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
戒
法
随
身
記
』
上

巻
に
お
い
て
淨
慧
が
依
拠
し
た
聖
教
・
典
籍
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　

※

『
戒
法
随
身
記
』
上
巻
「
三
帰
章
」
で
引
用
さ
れ
て
い
る
聖
教
・
典
籍
の
書
目
を
一

覧
し
て
み
た
［
表
1
］。
そ
の
数
、
実
に
六
十
一
件
に
上
る
。
引
用
書
目
の
ほ
と
ん
ど

は
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
未
収
載
の
書
目
が
八
件
あ
る
。
そ

れ
ら
を
調
べ
て
み
る
と
、
う
ち
三
件
す
な
わ
ち
「
58
五
辛
報
應
經
」
は
『
法
苑
珠
林
』

に
見
え
、「
24
優
鉢
祇
王
經
」
は
『
法
苑
珠
林
』『
釈
氏
要
覧
』
両
書
に
、「
55
五
辛
經
」 

は
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
に
見
え
た
。
し
か
し
残
る
五
件
「
8
華
嚴
の
鈔
（
華
厳
經

疏
鈔
）」「
26
沙
弥
戒
律
儀
」「
27
智
旭
の
見
聞
録
」「
51
聖
徳
太
子
十
七
憲
法
」「
57
浄

土
宗
要
」
は
、
淨
慧
の
引
用
し
た
テ
キ
ス
ト
が
明
ら
か
で
は
な
い4
。

「
妙
幢
和
尚
略
伝5
」
に
よ
る
と
淨
慧
は
「
鉄
眼
光
和
尚
に
随
う
て
、
楞
厳
、
維
摩
、

法
華
の
三
経
を
研
究
し
、
年
を
経
て
省
悟
あ
り
。」
と
あ
る
。
鉄
眼
は
黄
檗
版
大
蔵
経

を
刊
行
し
た
黄
檗
僧
で
あ
る
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
全
国
各
地
を
行
脚
し
勧
進
に
あ
た

っ
た
。
西
田
耕
三
氏
は
「
妙
幢
の
師
は
、
鉄
眼
の
弟
子
で
、
生
国
で
あ
る
薩
州
を
教
化

し
て
お
り
、（
淨
慧
は
）
そ
の
縁
も
あ
っ
て
鉄
眼
版
一
切
経
の
勧
請
に
あ
た
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る6
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鉄
眼
の
縁
で
淨
慧
も
大
蔵
経
に
深
く
親

し
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
大
蔵
経
か
ら
膨
大
な
知
識
を
得
、
著
作
に
反
映
さ

せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
法
苑
珠
林
』
や
『
釈
氏
要
覧
』

の
和
刻
本7
が
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。『
法
苑
珠
林
』
は
、

唐
の
道
世
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
現
代
で
い
う
仏
教
百
科
事
典
の
よ
う
な
も
の
で
、
数
多

の
聖
教
・
典
籍
の
引
用
な
ど
に
よ
り
仏
教
の
思
想
や
事
柄
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
大
蔵
経
に
所
収
さ
れ
て
い
る
聖
教
・
典
籍
は
も
ち
ろ
ん
、
疑
似
経
と
さ
れ
る

も
の
や
道
経
の
諸
書
、
中
国
に
お
け
る
雑
書
等
も
少
な
く
な
く
、
現
存
し
な
い
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る8
。
一
方
、『
釈
氏
要
覧
』
は
宋
の
道
誠
の
著
で
、
初
学
者
の
た
め
に
仏

教
文
献
中
に
現
れ
る
用
語
や
歴
史
上
の
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
注
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
し
、
淨
慧
が
『
法
苑
珠
林
』
や
『
釈
氏
要
覧
』
を
参
照
し
て
い
た
場
合
、
大
蔵
経
所

収
の
聖
教
・
典
籍
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
、『
法
苑
珠
林
』
や
『
釈
氏
要

覧
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
上
巻
に
登
場
す
る
引
用
文
が
、
示
さ
れ
て
い
る
聖
教
・
典
籍
の
中
に
存
在

す
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
示
さ
れ
て
い
る
通
り
の
聖
教
・
典
籍
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
を
調
査
し
た9
。
そ
の
結
果
、『
梵
網
経
』『
優
婆
塞
戒
経
』『
十
輪
経
』『
阿

弥
陀
経
』『
華
厳
経
』
な
ど
に
は
『
戒
法
随
身
記
』
の
引
用
文
と
内
容
が
一
致
す
る
部

分
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
大
部
分
は
淨
慧
が
明
記
し
て
い
る
聖
教
・
典

籍
よ
り
も
、『
法
苑
珠
林
』
や
『
釈
氏
要
覧
』、『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
な
ど
に
お
い

て
一
致
す
る
内
容
が
み
ら
れ
た
。
実
際
に
『
戒
法
随
身
記
』
の
本
文
に
は
「
今い
ま

こ
ゝ
に

述の
ぶ

る
処と
こ
ろハ
。
釋
し
や
く

氏し

要よ
う

覧ら
ん

に
列
つ
ら
ぬ
る

心こ
ゝ
ろを
と
る
耳の
ミ

。」（
上
05
ウ
）
や
、「
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
毗び

尼に

毋も

論ろ
ん

を
引ひ
ゝ

て
云い
は
く。」（

上
22
ウ
）
と
い
う
よ
う
に
、『
法
苑
珠
林
』
や
『
釈
氏
要
覧
』
か

ら
の
引
用
を
明
記
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
も
『
法
苑
珠
林
』
や

『
釈
氏
要
覧
』
か
ら
多
く
引
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
上
巻
「
一　

三
歸
の

名
義
の
事
附
三
寳
に
五
種
等
の
Ｔ
别
あ
る
事
」「
二　

佛
の
字
註
釋
の
事
」「
三　

法
の
字

意
義
の
事
」「
四　

僧
の
字
訓
釋
の
事
」「
八　

佛
法
前
後
の
了
簡
の
事
」
は
『
釈
氏
要
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覧
』、「
五　

佛
を
禮
拜
す
る
に
七
種
の
次
第
あ
る
事
附
禮
拜
に
十
種
の
㓛
德
あ
る
事
」「
六　

法
を
バ
敬
べ
き
事
附
純
善
雑
善
の
事
」「
七　

僧
を
ハ
Ｒ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
事
并
に
出
家

の
㓛
德
の
事
」「
九　

三
歸
を
受
に
種
々
㓛
德
あ
る
事
附
毱
多
尊
者
馬
鳴
大
士
并
に
魔
を
降
伏

す
る
事
」「
十　

三
歸
を
受
法
の
事
」「
十
一　

三
歸
に
五
種
の
義
あ
る
事
」「
十
二　

三
歸
に
一
Ｑ
の
法
お
さ
め
つ
く
す
事
」「
十
三　

懐
妊
の
女
人
必
三
皈
を
う
く
べ
き
事
」 

「
十
六　

人
の
為
に
代
て
三
帰
を
受
に
成
不
成
の
㕝
」「
十
七　

三
皈
を
唱
ふ
る
に
正
し

か
る
べ
き
㕝
」「
二
十　

皈
の
守
護
神
の
亊
」
で
は
『
法
苑
珠
林
』
を
典
拠
と
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
引
用
文
が
多
い
。
七
章
・
九
章
・
十
章
・
二
十
章
に
お
い
て
は
各
文

献
の
引
用
の
順
番
や
引
用
箇
所
ま
で
『
法
苑
珠
林
』
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
一
致
し

て
お
り
、『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
淨
慧
が
引
用
元
と
し
て
明
記
し
て
い
る
書
目
か
ら
一
致
す
る
内
容
が
確
認
で

き
た
『
梵
網
経
』『
優
婆
塞
戒
経
』『
十
輪
経
』『
阿
弥
陀
経
』『
華
厳
経
』
な
ど
に
関
し

て
は
、『
釈
氏
要
覧
』『
法
苑
珠
林
』
な
ど
に
一
致
す
る
部
分
は
な
く
、
直
接
引
用
と
考

え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
根
本
経
典
と
し
て
、
僧
が
身
近
に
接
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
経
典
で
あ
り
、
淨
慧
も
比
較
的
容
易
に
参
照
で
き
た
こ
と
が
推
察

で
き
る
。

　
　
　
　

※

淨
慧
は
『
法
苑
珠
林
』
や
『
釈
氏
要
覧
』
か
ら
多
く
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
が
、
次
に
気
に
な
る
の
が
、
淨
慧
が
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
か
と
い
う
こ

と
だ
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
淨
慧
は
鉄
眼
の
縁
で
大
蔵
経
に
深
く
親
し
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
、「
黄
檗
版
大
蔵
経
」
を
参
照
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
と
も
思
わ
れ
る

が
、
一
方
当
時
は
『
法
苑
珠
林
』
や
『
釈
氏
要
覧
』
の
和
刻
本
も
世
間
に
流
布
し
て
い

た
。
黄
檗
版
大
蔵
経
と
和
刻
本
、
そ
し
て
『
戒
法
随
身
記
』
の
比
較
を
行
い
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
現
在
「
黄
檗
版
大
蔵
経
」
は
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

『
釈
氏
要
覧
』
と
『
法
苑
珠
林
』
の
和
刻
本
と
『
戒
法
随
身
記
』
の
比
較
を
行
っ
て
み

た
い
。

例
え
ば
、「
二　

佛
の
字
註
釋
の
事
」
に
お
け
る
引
用
文
と
和
刻
本
『
釈
氏
要
覧
』

の
該
当
す
る
部
分
を
比
較
し
て
み
る
（
傍
線
筆
者
）。

『
戒
法
随
身
記
』（
上
06
オ
・
ウ
）

二　

佛ぶ
つ

と
ハ
。
釋
し
や
く

氏し

要よ
う

覧ら
ん

に
云い
は
く。
梵ぼ
ん

語ご

に
ハ
佛ぶ
つ

陀だ

。
或あ
る
ひハ
浮ふ

圖と

或
ハ
部ぶ

多と

。
Ｚま
た

ハ
毋も

駄だ

。

又ま
た

ハ
沒も

陀だ

と
云い
へ
り。
皆み
な

是こ
れ

五こ

Ｕて
ん

竺ち
く

の
都ミ
や
こと
鄙い
な
かと
の
Ｊ
こ
と
ばの
Ｃ
ち
が
ひ

也な
り

。
飜ほ
ん

譯や
く

し
て
覺か
く

と
す
。
覺か
く

と
ハ
。

覚さ
と
ると
よ
め
り
所い
は

謂ゆ
る

自
ミ
づ
か
ら

覚さ
と
り。
他た

を
覚さ
と
らし
め
。
覚さ
と
りと
行ぎ
や
うと
。
共と
も

に
圓え
ん

ａま
ん

し
て
。
か
く
る
処
と
こ
ろ

な
き
を
。
佛ほ
と
けと
ハ
云い
へ
り。
般は
ん

Ｍに
や

燈と
う

論ろ
ん

に
云い
は
く。
い
か
ん
ぞ
佛ほ
と
けと
名な

づ
く
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
法ほ
う

に
を
い
て
。

顛て
ん

倒だ
う

せ
ず
。
真し
ん

實じ
つ

に
覚
さ
と
り

了さ
と
る。
こ
の
ゆ
へ
に
。
佛ほ
と
けと
名な

づ
く
と
云い
へ
り。
Ｚま
た

菩ぼ

薩さ
つ

本ほ
ん

行ぎ
や
う

Ｉ
き
や
うに
云
い
は
く

。

佛ほ
と
けと
ハ
。
諸
も
ろ
〳
〵の
Ｃあ
く

。
な
が
く
盡つ

き

て
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
善ぜ
ん

。
普

あ
ま
ね
く

Ｍ
あ
つ
ま
り。
Ｚま
た

諸
も
ろ
〳
〵の
垢あ
か

を
離は
な
れ。
萬よ
ろ
づの

欲よ
く

。
都す

べ
てめ
つ
し
。
六ろ
く

度ど

の
行
ぎ
や
う

躰た
い

極
き
は
ま
りな
く
。
皆ミ
な

悉
こ
と
〴
〵く
ま
ん
じ
終を
ハ

り
。
而し
か
うし
て
。
善ぜ
ん

巧げ
う

方は
う

便べ
ん

を
も
つ
て
。
Ｑと
き

に
隨
し
た
が
つて
教
き
や
う

化け

し
。
大だ
い

神じ
ん

通づ
う

力り
き

備そ
な
ハり
。
身ミ

ハ
紫し

金こ
ん

色じ
き

に
し
て
。
三
十
二

相さ
う

。
八
十
種し
ゆ

好が
う

。
具ぐ

足そ
く

し
。
六
通つ
う

清き
よ
く

徹て
つ

し
て
。
兼か
ね

て
無む

窮ぐ
う

を
知し
り

。
却か
へ
つて
無む

極ご
く

を
見
る
。

現げ
ん

在さ
い

に
も
し
ら
ざ
る
処と
こ
ろな
く
三
逹だ
つ

遥は
る
かに
鑒か
ゝ
む。
か
く
の
ご
と
き
の
德と
く

あ
り
。
故
か
る
か
ゆ
へに
佛ほ
と
けと
い

へ
り
。

寛
永
十
年
版
『
釈
氏
要
覧10
』（
中
巻
24
オ
・
ウ
）

佛
寳　

梵
語
ニ
ハ
佛
陀
或
ハ
云
フレ
浮
屠
ト
。
或
ハ
云
フレ
部
多
ト
。
或
ハ
云
フレ
母
駄
ト
或
ハ
沒
陀
。
皆
是

レ
五
天
竺
ノ
語
ノ
楚
夏
ナ
リ
也
。
並
ニ
譯
シ
テ
爲ス
レ
覺
ト
。
所
謂
ル
自
覺
覺
他
。
覺
行
圓
滿
。
今
略
シ

テ
稱
クレ
佛
ト
也
○
般
若
燈
論
ニ
云
何
ン
ソ
名
ルレ
佛
ト
於
テ二
一
切
ノ
法
ニ一
。
不
レ
顛
倒
セ
。
眞
實
ニ
覺
了
ス
。

故
ニ
名
クレ
佛
ト
。
又
云
。
於
テ二
無
體
ノ
法
ノ
中
ニ一
。
覺
了
シ
テ
無
クレ
餘
。
諸
法
平
等
ニ
覺
ル
。
故
ニ
名
テ

爲
レ
佛
ト
○
菩
薩
本
行
經
ニ
云
。
佛
ト
者
諸
惡
永
ク
盡
キ
。
諸
善
普
ク
會
ス
。
無
ク二
復
タ
衆
垢
。一
諸

欲
都
テ
滅
ス
。
六
度
ノ
無
テレ
極
リ
。
皆
悉
ク
滿
シ
畢
ル
。
以
テ二
權
方
便
ヲ一
。
隨
テレ
時
ニ
教
化
シ
。
有
テ二
大

神
力
。一
身
紫
金
色
ニ
シ
テ
。
三
十
二
相
。
八
十
種
好
ニ
シ
テ
。
六
通
清
徹
シ
テ
。
前
ス
ゝ
ン
テ

知
ル
コ
ト
無
窮
。

却
テ
覩
ル
コ
ト
無
極
。
現
在
ニ
靡
レ
所
レ
不
ルレ
知
ラ
。
三
達
遐
ニ
鑒
ム
有
リ二
如
キレ
此
ノ
徳
。一
故
ニ
號
スレ
佛
ト
也
。

【
参
考
】
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
『
釈
氏
要
覧
』

佛
寶　

梵
語
佛
陀
或
云
浮
屠
。
或
云
部
多
。
或
云
母
駄
或
沒
陀
。
皆
是
五
天
竺
語
楚
夏
也
。

並
譯
爲
覺
。
所
謂
自
覺
覺
他
覺
行
圓
滿
。
今
略
稱
佛
也
。
般
若
燈
論
云
何
名
佛
於
一
切
法
。

不
顛
倒
。
眞
實
覺
了
。
故
名
佛
。
又
云
。
於
無
體
法
中
。
覺
了
無
餘
。
諸
法
平
等
覺
。
故

名
爲
佛
。
菩
薩
本
行
經
云
。
佛
者
諸
惡
永
盡
。
諸
善
普
會
。
無
復
衆
垢
。
諸
欲
都
滅
。
六

度
無
極
。
皆
悉
滿
畢
。
以
權
方
便
。
隨
時
教
化
。
有
大
神
力
。
身
紫
金
色
。
三
十
二
相
。

八
十
種
好
。
六
通
清
徹
。
前
知
無
窮
。
却
覩
無
極
。
現
在
靡
所
不
知
。
三
達
遐
鑒
有
如
此

徳
。
故
號
佛
也
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『
戒
法
随
身
記
』
で
は
二
の
導
入
部
分
で
は
『
釈
氏
要
覧
』
か
ら
引
い
て
い
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
続
く
『
般
若
燈
論
』『
菩
薩
本
行
經
』
か
ら
は
直
接
各
経
典

か
ら
引
用
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
引
用
の
順
番
や
内
容
か
ら
二

は
全
て
『
釈
氏
要
覧
』
の
「
佛
寳
」
の
項
か
ら
引
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

黄
檗
版
大
蔵
経
に
『
釈
氏
要
覧
』
の
所
収
は
確
認
で
き
ず11
、
淨
慧
が
比
較
的
容
易
に
参

照
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
和
刻
本
『
釈
氏
要
覧
』
を
底
本
と
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
「
七　

僧
を
ハ
Ｒ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
事
并
に
出
家
の
㓛
德
の
事
」
と
和
刻
本
『
法

苑
珠
林
』
で
内
容
が
重
な
る
部
分
を
比
較
す
る
（
傍
線
筆
者
）。

『
戒
法
随
身
記
』（
上
15
オ
・
ウ
）

襍さ
う

譬ぴ

喩ゆ

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
道だ
う

俗ぞ
く

相あ
ひ

そ
む
く
ハ
。
自じ

然ね
ん

の
数す
う

な
り
。
道だ
う

の
樂
こ
の
む

処と
こ
ろハ
。
俗ぞ
く

の
嫌
き
ら
ふ

処と
こ
ろ

俗ぞ
く

の
喜
よ
ろ
こ
ぶ

処と
こ
ろハ
．
道だ
う

の
賤
い
や
し
んず
る
処と
こ
ろな
り
と
い
へ
り
。
Ｚま
た

付ふ

法ほ
う

藏ざ
う

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
Ｍも
し

Ｚま
た

人ひ
と

あ
り

て
。
他た

の
出
し
ゆ
つ

家け

せ
ん
と
す
る
を
妨
さ
ま
た
けな
ば
。
此こ
の

人ひ
と

の
罪ざ
い

報は
う

。
常つ
ね

に
Ｃあ
く

道だ
う

に
墮を
ち

。
極き
は

め
て
苦く

痛つ
う

を
う
け
て
後の
ち

人ひ
と

と
生む
ま

る
ゝ
と
も
。
生む
ま
れな
が
ら
。
盲ま
う

目も
く

な
る
べ
し
。
Ｅこ
の

ゆ
へ
に
。
智ち

慧ゑ

あ

る
も
の
ハ
。
人ひ

と

の
出
し
ゆ
つ

家け

せ
ん
と
す
る
を
見
て
ハ
。
勤つ
と
めて
方は
う

便べ
ん

し
。
す
ゝ
め
て
成
じ
や
う

就じ
ゆ

せ
し

む
べ
し
と
い
へ
り
。
又ま

た

出し
ゆ
つ

家け

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
うに
説と
き

給
へ
る
を
。
畧り
や
くし
て
此こ
れ

を
し
る
さ
ば
。
毗び

舎し
や

離り

城じ
や
うに
。
一ひ
と
りの
王わ
う

子じ

有あ
り

。
鞞び

羅ら

羡ゑ
ん

那な

と
な
つ
く
。
佛ほ
と
けの
教お
し
へに
依よ
つ

て
。
臨り
ん

終じ
う

に
一い
ち

日に
ち

出し
ゆ
つ

家け

し
て
。
淨
じ
や
う

戒か
い

を
持た
も
つ。
此こ
の

因い
ん

縁え
ん

に
よ
り
。
命い
の
ちお
は
り
て
。
四
天
王わ
う

に
生し
や
うじ
。
北ほ
つ

方は
う

毗び

沙し
や

門も
ん

天て
ん

の
子こ

と
生む
ま

れ
。
壽じ
ゆ

命ミ
や
う

五
百ひ
や
く

歳さ
い

（
以
下
略
）

寛
文
九
年
版
『
法
苑
珠
林12
』（
巻
第
三
十
一
入
道
篇
引
證
部
3
ウ
―
6
ウ
）

又
襍
譬
喩
經
ニ
云
（
中
略
）
道
俗
相
反
ク
ハ
自
然
ノ
之
數
□
道
ノ
之
所
ハレ
樂
ハ
俗
ノ
之
所
ロレ
惡
ム
俗
ノ 

之
所
ハレ
珍
ト
ス
ル
道
ノ
之
所
ナレ
リ
賤
シ
ス
ル
（
中
略
）
又
付
法
藏
經
云
（
中
略
）
若
シ
復
有
テレ
人
障
ヘ二
ハ 

他
ノ
出
家
ヲ一
此
ノ
人
ノ
罪
報
常
ニ
在
テ二
惡
道
ニ一
受
テ二
極
苦
痛
ヲ一
無
シ
得
コレ
ト
解
脱
ヲ一
惡
道
ノ
罪
畢
テ
若
シ 

生
セ二
ハ
人
中
ニ一
生
盲
ニ
シ
テ
無
シレ
目
是
ノ
故
ニ
智
者
若
シ
見
テ三
有
テレ
人
欲
ル二
ヲ
出
家
セ一
ン
ト
者
應
ニシ
三
勤
メ
方

便
ノ
勸
テ
令
ム二
成
就
セ一
勿
シレ
作
スニ
コ
ト
留
難
ヲ一
又
出
家
功
徳
經
ニ
云
昔
シ
佛
在
世
ノ
時
佛
與
二
阿
難
一

入
リ二
毘
舍
離
城
ニ一
時
到
テ
乞
食
シ
タ
マ
フ
有
リ二
一
王
子
一
字
ク二
鞞
羅
羡
那
ト一
（
中
略
）
求
テレ
佛
ニ
出
家
シ

一
日
一
夜
修
二
持
ス
淨
戒
ヲ一
即
便
命
終
シ
テ
生
シ二
四
天
王
ニ一
爲
リ二
北
天
王
毘
沙
門
ノ
子
ト一
與
ニ
諸
ノ
婇

女
一
受
ク二
五
欲
ノ
樂
ヲ一
極
テ二
天
ノ
之
壽
ヲ一
滿
ツ二
五
百
歳
ヲ一
（
以
下
略
）

【
参
考
】
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』

又
雜
譬
喩
經
云
（
中
略
）
道
俗
相
反
自
然
之
數
。
道
之
所
樂
俗
之
所
惡
。
俗
之
所
珍
道
之

所
賤
。（
中
略
）
又
付
法
藏
經
云
（
中
略
）
若
復
有
人
障
他
出
家
。
此
人
罪
報
常
在
惡
道
。

受
極
苦
痛
無
得
解
脱
。
惡
道
罪
畢
若
生
人
中
生
盲
無
目
。
是
故
智
者
。
若
見
有
人
欲
出
家

者
。
應
勤
方
便
勸
佐
令
成
。
勿
作
留
難
又
出
家
功
徳
經
云
。
昔
佛
在
世
時
。
佛
與
阿
難
入

毘
舍
離
城
。
時
到
乞
食
。
有
一
王
子
。
字
鞞
羅
羡
那
。（
中
略
）
求
佛
出
家
。
一
日
一
夜
修

持
淨
戒
。
即
便
命
終
生
四
天
王
。
爲
北
天
王
毘
沙
門
子
。
與
諸
婇
女
受
五
欲
樂
。
極
天
之

壽
滿
五
百
歳
。（
以
下
略
）

　

右
記
の
通
り
、『
戒
法
随
身
記
』
で
は
『
襍
譬
喩
經
』『
付
法
藏
經
』『
出
家
功
徳
經
』 

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
引
用
の
順
番
や
内
容
か
ら
『
法
苑

珠
林
』
の
入
道
篇
引
證
部
か
ら
引
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
分
か
り
や
す
い
の

は
『
襍
譬
喩
經
』
の
「
襍
」
の
字
の
表
記
方
法
で
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
を
は
じ
め
一
般

的
に
は
『
雜
譬
喩
經
』
と
表
記
す
る
が
、『
戒
法
随
身
記
』・
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
と

も
に
『
襍
譬
喩
經
』
と
し
て
お
り
、
淨
慧
が
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
を
底
本
と
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
な
お
、
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
は
、
黄
檗
版

大
蔵
経
の
底
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
本
井
牧
子
氏13
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

黄
檗
版
大
蔵
経
の
底
本
は
万
暦
版
大
蔵
経
（
嘉
興
蔵
）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
同
氏
に
よ
る
と
寛
文
和
刻
本
と
黄
檗
版
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』
は
、
全
編
に

わ
た
り
返
り
点
、
仮
名
訓
が
一
致
す
る
と
い
う
。
寛
文
和
刻
版
は
万
暦
版
大
蔵
経
所
収

『
法
苑
珠
林
』
を
底
本
と
し
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
刊
行
、
黄
檗
版
大
蔵
経
は
寛
文

九
年
に
刊
行
が
始
ま
り
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
完
成
し
て
い
る
。
年
代
は
ほ
ぼ
同

時
期
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
先
か
判
断
は
難
し
い
が
、
黄
檗
版
の
底
本
が
万
暦
版
大
蔵
経

だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
様
々
な
研
究14
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
松

永
知
海
氏
に
よ
る
と
、
黄
檗
版
に
は
万
暦
版
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
浄

厳
（
一
六
三
九
〜
一
七
〇
三
）
の
要
請
に
よ
る
典
籍
が
含
ま
れ
、
改
版
・
改
刻
も
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
既
に
和
刻
本
と
し
て
世
に
流
布
さ
れ

て
い
た
も
の
を
底
本
と
し
た
も
の
が
あ
り
（
町
版
）、
さ
ら
に
版
式
も
異
な
る
「
異
版
」 

も
含
ま
れ
る
と
い
う
。
異
版
は
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
万
暦
版
大
蔵
経
の
覆
刻
本
に
改

版
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
印
造
が
完
了
し
た
「
中
央
研
究
院
傅
斯

年
図
書
館
蔵
黄
檗
版
大
蔵
経
」
所
収
の
『
法
苑
珠
林
』
が
「
異
版
」
で
な
い
こ
と
は
、
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會
谷
佳
光
氏
の
詳
細
な
報
告15
で
明
ら
か
だ
が
、
か
と
い
っ
て
黄
檗
版
『
法
苑
珠
林
』
が

和
刻
本
を
底
本
と
し
て
い
な
い
と
は
断
定
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
本
井
氏
の
指
摘
通

り
、
黄
檗
版
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』
の
底
本
が
、
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
だ
っ
た

場
合
、
先
に
指
摘
し
た
「
襍
」
の
字
の
表
記
方
法
が
黄
檗
版
で
も
同
様
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
淨
慧
が
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
が
和
刻
版
か
黄
檗
版
か
判
断
が
難
し
く
な
る
と
言

え
る
。
黄
檗
版
を
実
見
す
れ
ば
分
か
る
点
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
黄
檗
版
は
現
在
閲

覧
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。
機
に
恵
ま
れ
る
の
を
待
ち
た
い
。
ま
た
、
淨
慧
が
ど

の
『
法
苑
珠
林
』
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
彼
の
膨
大
な
手
記
で
あ

る
『
儒
釈
雑
記16
』
に
も
何
か
手
掛
か
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
引
き
続
き
調
査
を
継

続
し
た
い
。
中
巻
・
下
巻
に
お
い
て
も
引
用
文
献
に
つ
い
て
同
様
に
調
査
し
、
随
時
報

告
を
行
い
た
い
。 

（
大
久
保
）

【
謝
辞
】　

本
稿
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
黄
檗
文
化
研
究
所
（
萬
福
寺
文
華
殿
）
田
中
智
誠
様
よ

り
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

［
注
］

1　

西
田
耕
三
氏
『
近
世
の
僧
と
文
学
―
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇

2　

 

藤
谷
厚
生
氏
「
黄
檗
僧 

妙
幢
淨
慧
と
そ
の
戒
律
論
書
に
つ
い
て
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』 

五
十
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）

3　

 

藤
谷
厚
生
氏
「
黄
檗
僧 

妙
幢
淨
慧
と
そ
の
戒
律
論
書
に
つ
い
て
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』 

五
十
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
所
収

4　

 「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://21dzk.l.u-tokyo.ac 

.jp/SA
T/

）
を
使
用
し
、
引
用
文
の
内
容
と
一
致
す
る
テ
キ
ス
ト
を
調
査
し
た
。

5　

 

妙
幢
淨
慧
著
『
十
善
戒
法
論
』（
享
和
三
年
版
）
第
一
巻
巻
頭
所
収
。
藤
谷
厚
生
氏
「
黄
檗

僧
妙
幢
淨
慧
と
そ
の
戒
律
論
書
に
つ
い
て
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
五
十
号
、
二
〇
一

〇
年
九
月
）
に
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

6　

 

西
田
耕
三
氏
『
近
世
の
僧
と
文
学
―
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
、

三
十
二
頁

7　

 『
法
苑
珠
林
』
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
と
同
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
、『
釈
氏
要
覧
』 

は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

8　

水
野
弘
元
氏
（
ほ
か
）
編
著
『
仏
典
解
題
事
典
』
第
二
版　

春
秋
社
、
一
九
七
七

9　

 

調
査
に
は
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://21dzk.l.u 

-tokyo.ac.jp/SA
T/

）
を
使
用
し
た
。『
戒
法
随
身
記
』
は
和
文
で
あ
り
、
大
蔵
経
は
漢

文
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
引
用
文
と
典
拠
元
の
テ
キ
ス
ト
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
引
用
文
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
漢
字
の
固
有
名
詞
や
仏
教
用
語
を
い

く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
検
索
を
行
っ
た
。

　
　

 

ま
た
、
淨
慧
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
黄
檗
版
大
蔵
経
と
、
今
回
使
用
す
る
大
正
新
脩

大
蔵
経
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
聖
教
・
典
籍
の
文
面
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
考
え
な

い
が
、
固
有
名
詞
や
仏
教
用
語
の
表
記
方
法
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
仮
定
し
、

あ
く
ま
で
も
調
査
の
導
入
と
し
て
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 

を
使
用
し
た
。

10　

 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
公

開
さ
れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
亜
図
書
館
所
蔵
本
の
画
像
デ
ー

タ
を
参
照
し
た
。（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100151724/view

er/104

）

11　

 

松
永
知
海
氏
「
索
引
（
後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵
初
刷
『
黄
檗
版
大
蔵
經
』
目
録
）（
一

切
経
の
歴
史
的
研
究
）」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
〇
〇
四
（
別
冊
三
）、
二
〇

〇
四
年
十
二
月
）、
會
谷
佳
光
氏
「
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
蔵
黄
檗
版
大
蔵
経
目
録
」

（『
東
洋
文
庫
書
報
』、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
て
『
釈
氏
要
覧
』
が
所
収
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

12　

 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で

公
開
さ
れ
て
い
る
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
の
画
像
デ
ー
タ
を
参
照
し
た
。（https://

kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200016832/view
er/762

）

13　

 

本
井
牧
子
氏
「『
法
苑
珠
林
』
寛
文
和
刻
本
と
そ
の
周
辺
―
深
草
元
政
・
慈
忍
日
孝
を
中
心

に
」（『
文
芸
論
叢
』
七
十
二
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

14　

 

大
槻
幹
郎
氏
「
黄
檗
版
大
蔵
経
の
原
本
に
つ
い
て
」（
大
槻
幹
郎
・
松
永
知
海
編
『
影
印　

黄
檗
版
大
蔵
経
刊
記
集
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
）

　
　

 

松
永
知
海
氏
「『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
の
募
縁
刊
記
再
考
」（『
印
度
學
仏
教
學
研
究
』
第
四
十

二
巻
第
二
号
、
一
九
九
四
）

　
　

 

松
永
知
海
氏
「
解
題
（
後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵
初
刷
『
黄
檗
版
大
蔵
經
』
目
録
）（
一

切
経
の
歴
史
的
研
究
）」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
〇
〇
四
（
別
冊
三
）、
二
〇

〇
四
年
十
二
月
）

15　
 

會
谷
佳
光
氏
「
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
蔵
黄
檗
版
大
蔵
経
目
録
」（『
東
洋
文
庫
書
報
』、

二
〇
一
〇
年
三
月
）
で
は
、
各
経
典
の
版
式
に
つ
い
て
明
記
し
て
お
り
、
黄
檗
版
大
蔵
経
の

版
式
と
は
異
な
る
版
式
を
持
つ
経
典
に
は
「
異
版
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
目
録
中
で
の

『
法
苑
珠
林
』
は
「
異
版
」
の
記
述
は
な
く
、
黄
檗
版
大
蔵
経
の
版
式
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

16　

 『
儒
釈
雑
記
』全
七
十
二
巻
は
晩
年
の
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）か
ら
享
保
九
年（
一
七
二
四
） 

ま
で
に
手
記
さ
れ
、
写
本
が
国
会
図
書
館
と
筑
波
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
自

身
の
生
涯
に
つ
い
て
や
書
物
の
抜
き
書
き
、自
作
の
詩
な
ど
様
々
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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No. 書　名 正式書名（大正新脩大蔵経所載書目番号） 著　者 大正新脩大蔵経所収部 回数

 1 心地觀經 大乗本生心地観經（0159） 般若譯 本縁部 2
 2 優婆塞戒經 優婆塞戒經（1488） 曇無讖訳 律部 5
 3 寶性論 究竟一乗宝性（1611） 勒那摩提譯 瑜伽部
 4 僧護經 仏説因縁僧護經（0749） ― 諸宗部
 5 大乗義章 大乗義章（1851） 慧遠述 經疏部
 6 玄賛 妙法蓮華經玄賛（1723） 窺基撰 經疏部
 7 帰敬儀 釋門帰敬儀（1896） 道宣述 諸宗部
 8 華嚴の鈔 華嚴經疏鈔（―） ― ―

 9 釋氏要覧 釋氏要覧（2127） 道誠集 事彙部・外教部・目
録部

3

10 薩婆多論 薩婆多毘尼毘婆沙（1440） ― 律部 6
11 般若燈論 般若燈論釋（1566） 清弁著 中觀部・瑜伽部 2
12 菩薩本行經 佛説菩薩本行經（0155） ― 本縁部
13 法苑珠林 法苑珠林（2122） 道世撰 事彙部・外教部・目

録部
5

14 智度論 大智度論（1506） 鳩摩羅什譯 釋經論部 4
15 法華經 妙法蓮華經（0262） 鳩摩羅什譯 法華部・華厳部
16 業報差別經 佛爲首迦長者説業報差別經（0080） 瞿曇法智譯 阿含部
17 増一阿含經 増一阿含經（0125） 瞿曇僧伽提婆譯 阿含部
18 金剛三昧經 金剛三昧經（0273） ― 法華部・華厳部
19 觀佛三昧經 観仏三昧海經（0643） 佛陀跋陀羅譯 經集部
20 涅槃經 大般涅槃經（0374） 曇無讖譯 寶積部・涅槃部 2
21 寶積經 大宝積經（0310） 菩提流志譯 寶積部・涅槃部
22 隨願往生經 灌頂随願往生十方浄土經（1331 『佛説灌

頂七萬二千神王護比丘呪經』所収）
帛戸梨蜜多羅譯 密教部

23 本願經 地蔵菩薩本願經（0412） 實叉難陀譯 大集部
24 優鉢祇王經 ― ― ―

25 梵網經 梵網經（1484） 鳩摩羅什譯 律部 3
26 沙弥戒律儀 ― ― ―

27 智旭の見聞録 梵室偶談　附見聞録か？（―） 智旭撰　果海録 ―

28 襍譬喩經 雜譬喩經（0204） 支婁迦讖譯 本縁部
29 付法藏經 付法藏因縁伝（2058） 吉迦夜譯　曇曜譯 史傳部
30 出家功徳經 佛説出家功徳經（0707） ― 經集部
31 大縁經 大縁方便經（0001『長阿含經』所収） 佛陀耶舍譯 竺佛念譯 阿含部
32 佛藏經 佛藏經（1653） 鳩摩羅什譯 經集部
33 大集經 大方等大集經（0397） 曇無讖譯 大集部 2
34 十輪經 大乘大集地藏十輪經（0411） 玄奘譯 大集部
35 梵網經の古迹 梵網經古迹（1815） 太賢集 律疏・論疏部
36 賢愚經 賢愚經（0202） 慧覺譯 本縁部
37 報恩經 大方便仏報恩經（0156） ― 本縁部
38 希有校量功徳經 佛説希有挍量功徳經（0690） 闍那崛多譯 經集部
39 善生經 善生經（0001『長阿含經』所収） ― 阿含部
40 法句喩經 法句譬喩經（0211） 法炬譯　法立譯 本縁部
41 舊集比喩經 舊雜譬喩經（0206） 康僧會譯 本縁部

［
表
1
］『
戒
法
随
身
記
』
上
巻
　
引
用
典
籍
一
覧
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No. 書　名 正式書名（大正新脩大蔵経所載書目番号） 著　者 大正新脩大蔵経所収部 回数

42 阿育王經 阿育王經（2043） 僧伽婆羅譯 史傳部
43 處胎經 菩薩從兜術天降神母胎説廣普經（0384） 竺沸念譯 寶積部・涅槃部
44 悲蕐經 悲華經（0157） 曇無讖譯 本縁部
45 正法念處經 正法念處經（0721） 瞿曇般若流支譯 經集部
46 眦尼母論 毘尼母經か？ (1463） ― 律部
47 觀經 佛説觀無量壽佛經（0365） 畺良耶舍譯 寶積部・涅槃部
48 善見論 善見律毘婆沙（1462） 僧伽跋陀羅譯 律部
49 七佛經 佛説七佛經（0002） 法天譯 阿含部
50 灌頂經 佛説灌頂七萬二千神王護比丘呪經

（1331）
帛尸梨蜜多羅譯 密教部

51 聖徳太子十七憲法 十七条憲法（―） 聖徳太子制定 ―

52 阿弥陀經 佛説阿彌陀經（0366） 鳩摩羅什譯 寶積部・涅槃部
53 華厳經 大方廣佛華嚴經（0278） 佛馱跋陀羅譯 法華部・華厳部
54 楞伽經 入楞伽經（0671） 菩提流支譯 經集部 2
55 五辛經 ― ― ―

56 楞嚴經 大佛頂如來密因修證了義諸菩薩萬行首楞
嚴經（0945）

般剌蜜帝譯 密教部

57 浄土宗要 西宗要（―） 聖光述 ―

58 五辛報應經 ― ― ―

59 僧祇律 摩訶僧祇律（1425） 佛陀跋陀羅譯　法顯譯 律部
60 十誦律 十誦律（1435） 弗若多羅譯　羅什譯 律部
61 五分律 彌沙塞部和醯五分律（1421） 佛陀什譯　竺道生譯 律部

［
表
2
］
各
章
に
お
け
る
主
な
典
拠
文
献

一　

三
歸
の
名
義
の
事　

附
三
寶
に
五
種
等
の
差
別
あ
る
事

釈
氏
要
覧

二　

佛
の
字
註
釋
の
事

釈
氏
要
覧

三　

法
の
字
意
義
の
事

釈
氏
要
覧

四　

僧
の
字
訓
釋
の
事

釈
氏
要
覧

五　

 

佛
を
禮
拜
す
る
に
七
種
の
次
第
あ
る
事　

附
禮
拜
に
十
種
の
㓛

德
あ
る
事

法
苑
珠
林

六　

法
を
バ
敬
べ
き
事　

附
純
善
雑
善
の
事

法
苑
珠
林

七　

僧
を
ハ
Ｒ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
事　

并
に
出
家
の
㓛
德
の
事

法
苑
珠
林

八　

佛
法
前
後
の
了
簡
の
事

釈
氏
要
覧

九　

 

三
歸
を
受
に
種
々
㓛
德
あ
る
事　

附
毱
多
尊
者
馬
鳴
大
士
并
に

魔
を
降
伏
す
る
事

法
苑
珠
林

十　

三
歸
を
受
法
の
事

法
苑
珠
林

十
一　

三
歸
に
五
種
の
義
あ
る
事

法
苑
珠
林

十
二　

三
歸
に
一
Ｑ
の
法
お
さ
め
つ
く
す
事

法
苑
珠
林

十
三　

懐
妊
の
女
人
必
三
皈
を
う
く
べ
き
事

法
苑
珠
林

十
四　

畜
生
等
に
も
三
皈
十
戒
等
を
授
べ
き
事

梵
網
経

十
五　

乞
者
に
三
帰
齋
戒
等
を
授
べ
き
事

優
婆
塞
戒
経

十
六　

人
の
為
に
代
て
三
帰
を
受
に
成
不
成
の
亊

法
苑
珠
林

十
七　

三
皈
を
唱
ふ
る
に
正
し
か
る
べ
き
㕝

法
苑
珠
林

十
八　

三
皈
の
優
婆
塞
の
事

優
婆
塞
戒
経

十
九　

一
皈
を
う
く
る
と
い
ふ
の
亊

薩
婆
多
論

二
十　

三
皈
の
守
護
神
の
亊

法
苑
珠
林

廿
一　

 
三
寶
に
背
け
ば
罪
を
う
る
㕝　

并
に
極
楽
の
風
樹
等
も
行
者
に

三
寶
を
Ｗ
ぜ
し
む
る
事

優
婆
塞
戒
経

付
録　

 

五
辛
の
名
義
の
事　

并
に
佛
道
修
行
す
る
も
の
ハ
必
五
辛
を
た

つ
べ
き
事

法
苑
珠
林
、
梵

網
戒
本
疏
日
珠

鈔
、
佛
祖
統
記
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〔
解
　
　
題
〕『
懴
悔
通
用
』
に
つ
い
て
（
上
）

貞
享
初
元
歳
次
甲
子
僧
自
恣
日
（
一
六
八
四
年
七
月
十
六
日
）
附
の
序
文
を
も
つ
『
懴

悔
通
用
』（
一
巻
一
冊
。
版
元
名
不
載
）
は
黄
檗
僧
妙
幢
淨
慧
が
世
に
は
っ
き
り
と
姿
を

現
し
た
最
初
の
著
作
だ
と
西
田
耕
三
氏
『
近
世
の
僧
と
文
学
―
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
』

（
二
〇
一
〇
年
二
月
、

ぺ
り
か
ん
社　

）が
紹
介
さ
れ
て
久
し
い
。
淨
慧
は
そ
の
後
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
地
蔵

信
仰
の
鼓
吹
勧
化
僧
と
し
て
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
和
談
鈔
』（
貞
享
四
年
〈
一

六
八
七
〉
正
月
）・『
地
蔵
菩

薩
利
生
記
』（
貞
享
五

年
三
月
）・『
与
願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘
記
』（
元
禄
三
年
〈
一

六
九
〇
〉
正
月
）・『
地
蔵
菩
薩
利
益

集
』（
元
禄
四

年
七
月
）等
々
を
陸
続
公
刊
す
る
が
、
貞
享
元
年
に
は
『
地
蔵
菩
薩
夢
授
経
』
を

版
行
し
て
そ
の
普
及
に
精
励
し
て
い
た
こ
と
を
渡
浩
一
氏
「『
地
蔵
菩
薩
夢
授
経
』
に

つ
い
て
」（「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
二

五
七
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）が
究
明
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
懴
悔
通
用
』

と
『
地
蔵
菩
薩
夢
授
経
』
の
版
行
は
期
一
軌
一
の
仕
業
で
あ
っ
て
、
淨
慧
が
地
蔵
信
仰

と
懴
悔
を
即
一
の
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
淨
慧
の
地
蔵
信
仰
に
は

そ
の
根
底
基
盤
に
持
戒
持
律
を
厳
修
す
る
黄
檗
禅
僧
と
し
て
の
至
誠
恭
敬
の
深
心
が
存

し
た
こ
と
は
著
作
の
一
々
か
ら
も
容
易
に
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
重
篤
の
舎
利
信
仰

が
抱
懐
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
七
月
に
版
行
し
た
『
古
今
舎

利
験
論
』
に
緇
素
の
感
得
手
に
し
た
舎
利
が
地
蔵
菩
薩
の
霊
験
功
徳
に
よ
っ
て
齎
さ
れ

た
と
い
う
話
譚
を
少
な
か
ら
ず
輯
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
得
心
で
き
る
。

し
か
し
、
ま
ず
懴
悔
が
あ
っ
た
。
辞
書
を
尋
ね
れ
ば
、「
懴
悔
」
は
梵
語kşam

a

ク
シ
ャ
マ
の
音
訳
「
懺
摩
」
の
略
で
、「
悔
」
は
そ
の
漢
訳
「
追
悔
・
悔
過
」
の
意
と

い
う
。
す
な
わ
ち
自
分
の
犯
し
た
罪
悪
を
神
仏
や
人
に
告
白
し
悔
い
改
め
る
こ
と
を
誓

う
こ
と
。
ま
た
罪
を
告
白
し
許
し
を
請
う
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
の
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ

る
こ
と
の
意
と
い
う
。
修
験
山
伏
は
「
懴
悔
懴
悔
六
根
清
浄
」
と
唱
え
る
掛
け
念
仏
で

心
身
の
浄
化
を
凝
ら
し
、
浄
土
僧
は
弥
陀
の
名
号
を
称
え
る
念
仏
に
懴
悔
の
徳
が
あ
る

と
い
う
。
出
家
に
お
い
て
は
懴
悔
の
方
法
を
懴
法
と
称
し
、
儀
式
作
法
化
し
て
法
華
懴

法
・
観
音
懴
法
・
吉
祥
悔
過
、
あ
る
い
は
ま
た
布
薩
・
自
恣
会
等
々
を
行
ず
る
が
、
そ

こ
に
は
い
つ
し
か
国
家
安
穏
・
万
民
豊
楽
・
五
穀
豊
穣
な
ど
懴
悔
の
功
徳
へ
の
期
待
と

祈
願
が
な
い
ま
ぜ
に
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
我
が
国
仏
門
に
お
け
る
懴
悔
の
実
践
履
修

は
、
辞
書
的
な
説
明
よ
り
も
は
る
か
に
深
い
意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て

よ
か
ろ
う
。

序
文
の
日
付
が
僧
自
恣
日
で
あ
る
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
妙
幢
淨
慧
は
懴
悔
の

功
徳
を
信
じ
て
い
て
、「
懴
悔
通
用
序
」
に
云
う
「
罪
を
滅
し
功
徳
を
生
す
る
の
要
法
」 

は
、
た
と
え
ば
「
罪
障
を
滅
し
、
幽
に
し
て
ハ
三
途
の
業
因
を
ぬ
き
、
顯
に
し
て
ハ
短

命
の
相
を
轉
じ
、
福
を
得
て
禍
を
ま
ぬ
か
る
」
と
記
し
、
梁
皇
が
慈
悲
懴
を
修
し
て
夫

人
の
蛇
身
を
扶
け
、
孫
晧
が
礼
懴
に
よ
っ
て
金
像
の
罪
を
逃
れ
た
こ
と
や
、
あ
る
い
は

「
懴
悔
の
力
不
可
思
議
な
り
」
と
し
て
大
逆
の
阿
闍
世
王
が
懴
悔
の
不
可
思
議
力
に
よ

っ
て
こ
れ
を
転
じ
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
在
家
の
篤
信
者
に
「
懴
悔
の
法
」
の
実
修
を
つ

よ
く
勧
め
て
い
る
。
か
の
俊
正
明
忍
が
そ
の
師
匠
高
雄
の
晋
海
僧
正
か
ら
「
出
家
は
出

家
の
戒
あ
り
、
在
家
も
在
家
の
戒
あ
り
。」
と
教
説
せ
ら
れ
た
こ
と
を
慈
雲
が
『
律
法

中
興
縁
由
記
』
に
伝
え
て
い
る
が
、
晋
海
僧
正
の
教
訓
に
倣
え
ば
、
淨
慧
は
「
出
家
は

出
家
の
懴
悔
あ
り
、
在
家
は
在
家
の
懴
悔
あ
り
。」
と
し
て
そ
の
要
法
を
在
家
の
篤
信

者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
淨
慧
は
「
凡
例
」
に
、『
懴
悔
通

用
』
に
用
い
る
仏
名
は
も
っ
ぱ
ら
悟
達
国
師
の
「
水
懺
法
」
す
な
わ
ち
『
慈
悲
水
懺

法
』（
三
巻
）
か
ら
、
懴
悔
文
は
「
梁
皇
懴
」
す
な
わ
ち
梁
武
帝
の
『
慈
悲
道
場
懺
法
』

（
十
巻
）
及
び
『
慈
悲
水
懺
法
』
の
語
・
要
文
を
採
っ
て
私
意
を
交
え
ず
こ
れ
を
和
文

に
翻
じ
た
と
注
記
し
て
い
る
。

梁
皇
が
慈
悲
懴
を
修
し
て
夫
人
の
蛇
身
を
扶
け
た
と
い
う
の
は
、『
釈
氏
稽
古
略
』

等
々
に
見
え
る
。
梁
武
帝
蕭
衍
（
在
位
五
〇
二
―
五
四
九
）
は
寺
院
を
建
立
し
法
会
を
開

く
な
ど
仏
教
信
仰
に
篤
く
、
生
涯
を
仏
教
教
理
の
研
鑽
に
努
め
た
持
戒
堅
固
の
人
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
夫
人
郗
徽
は
嫉
妬
心
が
強
く
、
早
世
し
て
巨
蠎
と
な
り
、
武
帝
が
即
位

す
る
と
後
宮
に
出
入
し
、
武
帝
の
夢
に
現
れ
て
拯
拔
を
希
っ
た
。
帝
は
た
め
に
『
慈
悲

道
場
懺
法
』
を
製
し
、
僧
を
請
じ
て
懇
切
に
懴
礼
せ
し
め
る
と
、
効
験
あ
っ
て
夫
人
は

化
し
て
天
人
と
な
り
、
空
中
か
ら
帝
に
謝
し
て
去
っ
た
。
こ
の
懴
悔
法
は
世
に
行
わ
れ
、

俗
に
「
梁
皇
懺
」
と
い
う
。

悟
達
国
師
は
『
慈
悲
水
懺
法
』
の
「
慈
悲
道
場
水
懺
序
」
に
見
え
る
。
唐
代
懿
宗
朝

（
在
位
八
五
七
―
八
七
三
）
の
悟
達
国
師
知
玄
（
八
〇
九
―
八
八
一
）
は
一
日
病
僧
の
看
護

を
し
た
折
、
後
の
ち
身
に
災
難
が
生
じ
た
時
は
西
蜀
彭
州
茶
隴
山
の
二
本
松
に
行
く
よ

う
予
言
教
示
さ
れ
た
。
知
玄
は
懿
宗
の
帰
依
を
受
け
て
宝
座
に
昇
る
出
世
を
し
た
が
、

驕
慢
を
生
じ
、
た
め
に
膝
に
人
面
瘡
が
で
き
る
奇
病
に
憑
り
つ
か
れ
た
。
い
か
な
る
名

医
も
薬
石
も
効
な
か
っ
た
の
で
、
知
玄
は
昔
日
病
僧
か
ら
受
け
た
予
言
教
示
を
縋
頼
っ

て
二
本
松
を
目
差
し
た
。
す
る
と
そ
こ
に
は
崇
楼
高
殿
が
あ
り
、
巌
下
に
は
泉
水
が
あ

っ
た
。
泉
水
を
人
面
瘡
に
灌
ご
う
と
し
た
と
き
、
人
面
疽
が
語
り
出
し
た
。
聞
け
ば
、



─ 35 ─

知
玄
は
『
西
漢
書
』「
袁
盎
晁
錯
伝
』
に
伝
え
る
袁
盍
で
、
人
面
瘡
は
袁
盍
に
殺
さ
れ

た
晁
錯
で
あ
る
。
ず
っ
と
報
復
を
狙
っ
て
い
た
が
十
世
に
わ
た
り
高
僧
で
あ
っ
た
の
で

機
会
が
無
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
世
皇
帝
の
寵
遇
に
奢
っ
た
隙
に
、
そ
の
膝
に
人
面
瘡
と

な
っ
て
出
現
し
た
の
だ
と
い
う
。
知
玄
は
泉
水
で
瘡
を
洗
う
と
痛
み
の
あ
ま
り
に
気
絶

し
た
が
、
目
覚
め
る
と
瘡
は
消
え
て
い
た
。
病
僧
は
実
は
阿
羅
漢
迦
諾
迦
尊
者
で
あ
っ

て
、
泉
水
は
尊
者
の
慈
悲
心
の
三
昧
法
水
だ
っ
た
。
た
め
に
人
面
瘡
の
怨
恨
は
洗
わ
れ

て
心
も
晴
れ
た
の
だ
。
知
玄
は
こ
の
地
に
堂
を
建
て
、
自
ら
懺
法
を
制
作
し
て
朝
夕
礼

誦
し
、
こ
れ
を
天
下
に
弘
め
た
と
い
う
。
そ
れ
が
『
慈
悲
水
懺
法
』
で
あ
る
が
、
た
と

え
ば
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
『
紺
紙
金
字
三
昧
水
懺
法
』（
明
〜
清
）
の
上
巻
見
返
絵

に
は
悟
達
国
師
知
玄
の
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
絵
解
に
よ
っ
て
も
流
布
し
た
の
で

あ
る
。
な
お
諺
「
水
に
流
す
」
は
記
紀
神
話
に
拠
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
慈
悲
水
懺
儀

と
そ
れ
を
め
ぐ
る
話
譚
に
由
来
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
す
れ
ば
そ
の
流
布
と
浸

透
は
推
量
を
は
る
か
に
凌
ぐ
。

公
刊
さ
れ
た
最
初
の
著
書
と
い
う
『
懴
悔
通
用
』
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
っ

て
、
西
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
こ
れ
が
庶
民
教
化
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
淨
慧
は
高
僧
碩
学
の
撰
し
た
懴
悔
の
法
は
漢
字
で
書
か
れ
た
も
の
ば
か
り
で
俗

に
は
難
し
く
、
和
字
の
書
も
あ
る
が
そ
れ
に
は
不
備
が
多
く
、
ま
た
一
宗
に
限
っ
て
他

門
に
は
用
い
ら
れ
ぬ
も
の
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
と
、『
懴
悔
通
用
』
を
撰
し
た
理
由
を

明
記
し
、
本
書
は
和
語
で
は
あ
る
が
仏
祖
の
教
え
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し

て
私
意
臆
説
を
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
和
語
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
軽
ん
ず
る
こ

と
勿
れ
と
読
む
者
に
冀
っ
て
い
る
。
淨
慧
の
こ
の
著
書
撰
述
の
姿
勢
は
生
涯
を
一
貫
し

て
い
る
が
、
そ
の
出
発
点
に
『
地
蔵
菩
薩
夢
授
経
』
と
『
懴
悔
通
用
』
の
版
行
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

西
田
氏
が
『
懴
悔
通
用
』（
版
本
）
の
存
在
を
紹
介
さ
れ
て
久
し
い
。
古
刹
某
寺
の

蔵
書
目
録
に
そ
の
書
名
が
見
え
る
が
、
今
も
っ
て
こ
の
稀
覯
の
版
本
に
出
逢
う
恵
機
を

得
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、『
懴
悔
通
用
』
の
本
文
が
斯
界
に
い
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い

な
い
の
も
不
憫
に
思
わ
れ
る
の
で
、
一
昔
前
に
閲
覧
し
た
写
本
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ

と
に
し
た
。
版
本
を
書
写
し
た
も
の
と
判
断
で
き
、
写
誤
も
散
見
す
る
が
そ
れ
な
り
の

価
値
が
あ
ろ
う
。
分
量
を
測
り
三
度
に
分
け
て
翻
刻
し
、
三
歸
章
・
五
戒
章
・
八
齋
戒

章
の
巻
尾
に
付
し
て
掲
載
す
る
。

 

（
関
口
）

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、 『
戒
法
隨
身
Ｇ
』
の
底
本
に
は
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
正
月
刊
、

洛
陽
永
田
長
兵
衞
版
を
採
り
、『
懴
悔
通
用
』は
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
写
本
を
底
本
と
し
た
。

一
、
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
り
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
合
字
は
「
ヿ
」（
コ
ト
）
の
み
採
り
、
以
外
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。

一
、「
己
・
已
・
巳
」「
玉
・
王
」
等
の
混
用
字
体
は
文
意
を
と
っ
て
適
字
を
置
い
た
。

一
、
頭
注
は
そ
の
文
頭
に
※
を
付
し
、
字
体
を
変
え
て
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
挿
入
し
た
。

一
、
判
読
不
能
の
文
字
は
字
数
分
の
空
格
（
口
）
を
置
い
た
。

一
、
半
丁
ご
と
に
丁
数
を
示
し
、
各
話
間
に
空
行
を
置
い
た
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戒
法
隨
身
Ｊ
三
歸
ノ
章
序

孔
子
有
リレ
云
ル
ヿ
。
君
子
ニ
有
リ二
三
ノ
畏
レ一
。
畏
レＲ
Ｕ
命
ヲ一
。
畏
レ二
大
人
ヲ一
。
畏
ル二
聖
人
ノ
之
Ｊ
ヲ一
。

小
人
ハ
不
シレ
テ
知
二
Ｕ
命
ヲ一
而
不
レ
畏
レ
也
。
狎
レ二
大
人
ニ一
。
侮
ル二
ト
聖
人
ノ
之
Ｊ
ヲ一
。
余
熟〻
Ｋ
ル二

ニ
斯
ノ
文
意
ヲ一
。
則
有
リレ
類
セ二
ル
ヿ
于
我
門
ノ
所
謂
三
ノ
歸
依
ニ一
也
矣
。
何
ン
ト
ナ
レ
バ
者
。
彼
レ
ニ

云
ハレ
畏
ル二
ト
天
命
ヲ一
者
。
卽
是
レ
歸
依
佛
ナ
リ
。
彼
レ
ニ
云
ハレ
畏
ル二
ト
大
人
ヲ一
者
。
卽
是
歸
依
僧
ナ
リ
。

彼
レ
ニ
云
ハレ
畏
ル二
ヽ
ト
聖
人
ノ
之
Ｊ
ヲ一
者
。
寧
ロ
非
ズ二
ヤ
歸
依
法
ニ一
耶
。
夫
レ
佛
ハ
者
三
界
ノ
獨
尊
ニ
シ

テ
而
諸
Ｕ
從
フ
焉
。
孔
子
已
ニ
以
レ
不
ルレ
ヲ
」
上
序
01
オ
恐
レ二
Ｕ
命
ヲ一
而
爲セ
リ

二
小
人
ト一
。
況
ヤ
於
ヲ下
ヤ
不

ルレ
恐
レ二
無
上
世
尊
天
中
Ｕ
ヲ一
者
ノ上
ニ
乎
。
且
ツ
夫
レ
僧
ニ
有
リ二
菩
ｂ
僧
一
也
。
有
リ二
聲
Ｙ
僧
一
也
。

Ｏ
ｂ
ニ
有
リ二
擵
訶
ｂ
及
ビ
大
士
ノ
之
稱
。一
云
ハ二
擵
訶
ｂ
ト一
者
。
ｋ
ニ
ハ
曰
フ二
大
道
心
成
衆
生
ト一
。

以
ノレ
具
ス二
ル
ヲ
四
種
ノ
大
ヲ一
故
ニ
。
Ｚ
有
ス二
法
ｋ
ノ
六
大
。
佛
地
ノ
三
大
ヲ一
。
可
シレ
謂
ツ
大
人
中
ノ

之
大
人
ナ
リ
ト
矣
。
Ｚ
聲
Ｙ
ニ
有
二
大
比
丘
大
阿
羅
漢
ノ
之
號
一
所
謂
ル
內
典
外
典
慱
ク
通
シ
。

頓
ニ
破
シ二
三
界
見
思
ノ
之
惑
ヲ一
。
高
ク
超
フ二
九
十
五
種
ノ
之
上
ニ一
。
Ｕ
主
諸
王
ノ
所
ロ二
ニ
シ
テ
共
ニ

Ｘ
仰
ス一
ル
。
而
」
上
序
01
ウ
龍
神
八
部
ノ
之
所
二
以
ナ
リ
供
養
ス一
ル
也
。
此
レ
斯
ノ
無
漏
ノ
大
德
。

非
ス二
世
間
瑣
タ〻
ル
大
人
ノ
之
類
ニ一
ハ
也
。
夫
レ
世
間
ノ
大
人
ス
ラ
尚
ヲ
以
レ
狎
ルレ
ヽ
ヲ
之
ニ
孔
子
説
テ

爲ス
二
小
人
ト一
。
況
ヤ
於
ヲ下
ヤ
侮
二
慢
ス
ル
于
無
漏
ノ
大
人
ヲ一
者
ノ上
ニ
乎
。
Ｚ
夫
レ
法
ニ
有
リ二
世
法
一
有
リ二

出
世
ノ
法
。一
且
ツ
如
キ二
ハ
孔
子
等
ノ一
者
。
能
ク
敎
フ二
世
間
ノ
之
法
ヲ一
。
所
謂
ル
三
綱
五
常
ノ
之
道
。

載
テ
散
ズ二
ル
于
四
書
六
經
等
ニ一
是
レ
ナ
リ
也
。
如
キ二
ハ
佛
世
尊
ノ一
者
。
廣
ク
説
ク二
世
出
世
ノ
之
法
ヲ一
。

所
謂
ル
五
乘
及
ビ
六
道
ノ
性
相
十
界
ノ
依
正
。
詳
ニ
見
タ二
ル
于
三
敎
十
二
部
等
ニ一
是
レ
ナ
リ
也
。 

」
上
序
02
オ
大
ナ
ル
カ
ナ
哉
佛
法
カ
乎
。
無
クレ
不
トレ
云
ヿ
盡
サ
焉
。
無
シレ
不
トレ
云
ヿ
僃
ハ
ラ
焉
。
是
ヲ
以
Ｌ

經
ノ
偈
ニ
有
リレ
云
ル
ヿ
。
無
上
甚
㴱
微
玅
法
。
百
千
Ｘ
劫
難
遭
遇
ト
。
Ｚ
心
地
Ｋ
經
ニ
云
ク
。

法
寶
ハ
猶
ヲ
如
シ二
一
切
ノ
朙
燈
ノ一
。
能
ク
照
ス二
カ
三
途
ノ
黑
闇
處
ヲ一
故
ニ
ト
。
Ｙ
說
ク
樂
法
Ｏ
ｂ
ハ
。

爲
レメ
ニ
法
ノ
剝ハ
ギ

レ
皮
ヲ
。
雪
山
童
子
ハ
。
求
レメ
テ
偈
ヲ
投
レス
ト
軀ミ
ヲ
。
誰
レ
カ
不
レラ
ン
ヤ
尊
二
重
セ
之
ヲ一
耶
。

孔
子
曾
テ
不
レシ
テ
與
サ二
三
皇
五
帝
ノ
爲
ル"
ヿ
ヲ
聖
。
而
惟
リ
推
レシ
テ
佛
ヲ
爲
ル二
西
方
ノ
聖
人
ト一
者
ノ
ハ
。

Ｍ
シ
以
三テ
ナ
リ
佛
得
ルＲ
ヲ
斯
ノ
法
ヲ一
也
。
故
ニ
優
婆
塞
戒
經
ニ
云
ク
。
能
ク
解
二ス
ル
カ
是
ノ
法
ヲ一
故
ニ
。

名
テ
爲
トレ
佛
ト
是
レ
ナ
リ
也
。
如
今
侮
二ル
ス
ラ
」
上
序
02
ウ
世
間
聖
人
ノ
之
法
ヲ一
。
孔
子
指
シ
テ
爲
二
小

人
ト一
。
況
ヤ
侮
ル二
出
世
大
聖
ノ
之
玅
法
ヲ一
者
ノ
ヲ
ヤ
乎
。
其
ノ
罪
實
ニ
甚
重
ナ
リ
。
不
レ
可
ラレ
不
レン
ハ
ア

ル
謹
マ
焉
。
吁ア
ヽ

世
ノ
之
昩
者
。
或
ハ
好
ン
テ
罵
二
詈
シ
誹
三
謗
シ
之
ヲ一
。
甚
フ
シ
テ
至
ル二
打
擲
シ
破
壞
一ス

ル
ニ
焉
。
悲
ヒ
哉
陷
二
入
セ
ン
ヿ
ヤ
于
阿
鼻
地
獄
ニ一
也
必
セ
リ
矣
。
於
テレ
是
ニ
僕
不
レ
顧
ミ二
僭
踰
ノ
之

責
ヲ一
。
略ホ
ヾ

述
テ二
三
寚
ノ
之
名
義
因
緣
ヲ一
。
令シテ
ｄム
ル
人
ヲ
知
ラ二
其
ノ
必
ス
可
レ
歸
ス
可
レキ
ノ
崇
フ
之
理

有
ル"
コ
ト
ヲ
在
ル
耳ノ
ミ

。
其
レ
綴ツ
ラ
ヌ二ル
ヿ
ハ
之
ヲ
和
語
ニ一
者
。
本
ト
爲
ニＲ
ス
レ
バ
ナ
リ
童
蒙
ノ一
也
。
冀
ク
ハ
博
洽
ノ

君
子
質
レサ
ン
ヿ
ヲ
焉
ヲ
」
上
序
03
オ

貞
享
三
歲
次
柔
兆
攝
提
格
僧
自
恣
日

 

求
化
幻
人
淨
慧
稽
首
百
拜
述　
」
上
序
03
ウ

戒か
い

法ほ
う

隨ず
い

身し
ん

Ｊき

三さ
ん

歸き
の

章し
や
う

目も
く

録ろ
く

　

一　

三
歸き

の
名
ミ
や
う

義ぎ

の
事こ
と　

附
つ
け
た
り

三
寳ば
う

に
五
種し
ゆ

等と
う

の
Ｔし
や

别べ
つ

あ
る
事

　

二　

佛ぶ
つ

の
字じ

註ち
う

釋し
や
くの
事

　

三　

法ほ
う

の
字じ

意い

義ぎ

の
事

　

四　

僧そ
う

の
字じ

訓く
ん

釋し
や
くの
事

　

五　

佛ほ
と
けを
禮ら
い

拜は
い

す
る
に
七し
ち

種し
ゆ

の
次し

第だ
い

あ
る
事　

附
つ
け
た
り

禮ら
い

拜は
い

に
十じ
つ

種し
ゆ

の
㓛く

德ど
く

あ
る
事

　

六　

法ほ
う

を
バ
敬
う
や
ま
ふべ
き
事　

附
つ
け
た
り

純じ
ゆ
ん

善ぜ
ん

雑ざ
う

善ぜ
ん

の
事

テ
イ
セ
ツ

戒
法
隨
身
Ｊ
　
三
歸
章
　
上

」
上
表
表
紙

（
白
丁
）」
上
表
表
紙
見
返
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七　

僧そ
う

を
ハ
Ｒか
ろ

し
む
べ
か
ら
ざ
る
事　
并な
ら
びに
出
し
ゆ
つ

家け

の
㓛く

德ど
く

の
事
」
上
01
オ

　

八　

佛ぶ
つ

法ほ
う

前ぜ
ん

後ご

の
了れ
う

簡け
ん

の
事

　

九　

三
歸き

を
受う
く
るに
種し
ゆ

々〴
〵

㓛く

德ど
く

あ
る
事　

附
つ
け
た
り

毱き
く

多た

尊そ
ん

者じ
や

馬め

鳴ミ
や
う

大だ
い

士し

并
な
ら
び
にに
魔ま

を
降が
う

伏ぶ
く

す
る
事

　

十　

三
歸き

を
受
う
く
る

法ほ
う

の
事

十
一　

三
歸き

に
五
種し
ゆ

の
義ぎ

あ
る
事

十
二　

三
歸
に
一い
つ

Ｑさ
い

の
法ほ
う

を
お
さ
め
つ
く
す
事

十
三　

懐
く
わ
い

妊に
ん

の
女に
よ

人に
ん

必
か
な
ら
ず

三
皈
を
う
く
べ
き
事

十
四　

畜ち
く

生し
や
う

等と
う

に
も
三
皈
十じ
つ

戒か
い

等と
う

を
授さ
づ
くべ
き
事

十
五　

乞こ
つ

者し
や

に
三
帰
齋さ
い

戒か
い

等と
う

を
授さ
づ
くべ
き
事
」
上
01
ウ

十
六　

人ひ
と

の
為た
め

に
代か
は
つて
三
帰
を
受う
く
るに
成
じ
や
う

不ふ

成じ
や
うの
亊

十
七　

三
皈
を
唱と
な

ふ
る
に
正た
ゞ

し
か
る
べ
き
㕝

十
八　

三
皈き

の
優う

婆ば

塞そ
く

の
事

十
九　

一い
つ

皈き

を
う
く
る
と
い
ふ
の
亊

二
十　

三
皈き

の
守し
ゆ

護ご

神じ
ん

の
亊

廿
一　

三
寳ば
う

に
背そ
む

け
ば
罪つ
ミ

を
う
る
㕝　
并な
ら
びに
極ご
く

楽ら
く

の
風ふ
う

樹じ
ゆ

等と
う

も
行
ぎ
や
う

者じ
や

に
三
寳ば
う

を
Ｗね
ん

ぜ
し
む
る
事

　
　
　
　

附ふ

録ろ
く

　

○　

五ご

辛し
ん

の
名
ミ
や
う

義ぎ

の
事　
并な
ら
びに
佛ぶ
つ

道だ
う

修し
ゆ

行ぎ
や
うす
る
も
の
ハ
必
か
な
ら
ず

五
辛し
ん

を
た
つ
べ
き
事
」
上
02
オ

 

（
白
丁
）」
上
02
ウ

戒か
い

法ほ
う

隨ず
い

身し
ん

Ｊき

上
三
歸き
の

章し
や
う

一　

夫そ
れ

三
歸き

戒か
い

と
い
つ
ぱ
。
佛ぶ
つ

道だ
う

に
入い
る

の
初し
よ

門も
ん

に
し
て
。
苦く

海か
い
ヲ
わ
た
る
の
舟し
う

航か
う

な

り
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
。
優う

媻ば

塞そ
く

戒か
い

經き
や
うに
い
は
く
。
此こ
の

三
歸き

依ゑ

ハ
。
乃い
ま
しこ
れ
一い
つ

Ｑさ
い

無む

量り
や
う

の
善ぜ
ん

法ほ
う

。
乃な
い

至し

阿あ

縟の
く

多た

羅ら

三
藐ミ
や
く

三
菩ぼ

提だ
い

の
根こ
ん

本ぼ
ん

な
り
と
い
へ
り
。
故
か
る
が
ゆ
へに
諸し
よ

宗し
う

大だ
い

小せ
う

。

こ
れ
に
よ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
何な
に

を
か
三
帰き

と
い
ふ
や
。
云
い
は
く

三
と
い
へ
る
ハ
三

寳ば
う

。
帰き

と
ハ
帰き

依ゑ

な
り
。
三
寳ば
う

と
ハ
。
佛ぶ
つ

法ほ
う

僧そ
う

な
り
。
な
に
を
も
つ
て
か
。
三
ミ
つ
の

寳た
か
らと

い
ふ
や
。
云い
は
く。
寳は
う

性し
や
う

論ろ
ん

に
。
六
む
つ
の

Ｓ
た
と
へを
な
せ
り
。
一ひ
と
つに
ハ
善ぜ
ん

根ご
ん

な
き
。
諸
も
ろ
〳
〵の
衆し
ゆ

生じ
や
うハ
。

百
千
万ま
ん

刧ご
う

に
も
。
三
寳ば
う

に
あ
へ
る
事
か
た
し
。
是こ
れ

誠ま
こ
とに
希け

有う

の
宝た
か
らに
非あ
ら
ずや
。
二ふ
た

つ
に

ハ
。
一い
つ

Ｑさ
い

有う

漏ろ

の
法ほ
う

を
。
離
は
な
る
ゝが
ゆ
へ
に
。
こ
れ
を
名な

づ
け
て
」
上
03
オ
寳た
か
らと
す
。
三ミ
つ

に

ハ
。
六
通つ
う

を
具ぐ

足そ
く

し
。
不ふ

可か

思し

議ぎ

の
神じ
ん

力り
き

を
得え

て
。
威い

德と
く

自じ

在ざ
い

な
る
を
以も
つ
て。
こ
れ
を
名な

付つ
け

て
．
寳た
か
らと
す
。
四よ
つ

に
ハ
無む

為ゐ

の
法ほ
う

を
莊
し
や
う

嚴ご
ん

す
る
を
も
つ
て
。
此こ
れ

を
名な

付づ
け

て
寳た
か
らと
す
。

六む
つ

に
ハ
無む

漏ろ

の
法ほ
う

ハ
。
世よ

の
八
法ほ
う

の
八
法
と
は
利り

衰す
い

毀き

誉よ

稱せ
う

議ぎ

苦く

樂ら
く

是
な
り 

※
八
法
の
こ
と
行
ぎ
や
う

宗し
う

記き

等と
う

に
出
Ｏ
ハ
八
風ふ
う

と
も
い
へ
り
動ど
う

ず
る
事こ
と

あ
た

は
ざ
る
處と
こ
ろな
る
を
も
つ
て
。
こ
れ
を
名な

付づ
け

て
寳た
か
らと
す
寔ま
こ
とに
一い
つ

切さ
い

寳た
か
らの
最さ
い

上じ
や
うに
し
て
。

古こ

今こ
ん

絶ぜ
つ

倫り
ん

の
真し
ん

寳は
う

也な
り

。
心こ
ゝ
ろあ
る
者も
の

。
誰た
れ

か
是こ
れ

に
帰き

依ゑ

せ
ざ
ら
ん
や
。
偏ひ
と
へに
信し
ん

じ
て
尊
た
つ
と
ぶ

べ
し
．
皈き

と
ハ
歸き

命ミ
や
うの
義ぎ

．
Ｚま
た

ハ
帰き

伏ぶ
く

の
義ぎ

也な
り

。
真し
ん

實じ
つ

に
身し
ん

命ミ
や
う

戝ざ
い

を
抛
な
げ
う
つて
。
三
寳ば
う

を
供く

羪や
う

し
。
建こ
ん

立り
う

し
。
を
し
へ
の
如ご
と
くに
信し
ん

じ
て
隨し
た
がひ
。
如に
よ

法ほ
う

に
修し
ゆ

行き
や
うし
て
。
一い
つ

心し
ん

に

こ
れ
を
敬
う
や
ま
ひ。
歸き

伏ふ
く

し
。
餘よ

の
外げ

道た
う

に
隨
し
た
が
ハざ
る
也な
り

。
依ゑ

と
ハ
依ゑ

憑へ
う

の
義ぎ

也な
り

。
二ふ
た

心ご
ゝ
ろな

く
。
一ひ
と

す
じ
に
三
寳ば
う

力り
き

に
依よ
り

憑た
の
ミて
。」
上
03
ウ
生
し
や
う

死じ

流る

轉て
ん

の
苦
く
る
し
ミを
遁
の
が
れ
んと
願
ね
が
ふ

是こ
れ

也な
り

。
又ま
た

ハ

依ゑ

托た
く

の
義ぎ

。
よ
り
は
な
れ
ざ
る
の
謂い
ひ

な
り
。
夫そ
れ

依ゑ

の
字じ

ハ
。
人に
ん

偏べ
ん

に
衣こ
ろ
もと
い
ふ
字じ

を
書か
け

り
。
人ひ
と

の
常つ
ね

に
衣い

裳し
や
うを
身ミ

に
は
な
さ
ゞ
る
が
如ご
と
くに
。
三
寳ば
う

を
Ｗね
ん

々〳
〵

に
。
わ
す
る
べ
か

ら
ず
。
故
か
る
が
ゆ
へに
僧そ
う

護ご

經き
や
うに
云い
は
く。
佛ほ
と
けに
帰き

依ゑ

す
る
も
の
ハ
。
大だ
い

𠮷き
つ

利り

を
う
べ
し
。
晝ち
う

夜や

心
こ
ゝ
ろ
の

中う
ち

に
。
佛ほ
と
けを
Ｗね
ん

ず
る
事こ
と

を
。
は
な
さ
ゞ
れ
。
法ほ
う

に
帰き

依ゑ

す
る
も
の
ハ
。
大だ
い

𠮷き
つ

利り

を

う
べ
し
。
晝ち
う

夜や

心し
ん

中ぢ
う

に
．
法ほ
う

を
Ｗね
ん

ず
る
事こ
と

を
。
は
な
さ
ゞ
れ
。
僧そ
う

に
帰き

依ゑ

す
る
者も
の

ハ
。

大だ
い

𠮷き
つ

利り

を
う
べ
し
。
晝ち
う

夜や

心し
ん

中ぢ
う

に
。
僧そ
う

を
Ｗね
ん

ず
る
事こ
と

を
。
は
な
さ
ゞ
れ
と
。
説と
き

給
へ
り
。

Ｚま
た

大だ
い

乗ぜ
う

義ぎ

章し
や
うに
。
帰き

依ゑ

の
義ぎ

を
釋し
や
くし
て
云い
は
く。
皈き

と
ハ
。
子こ

の
ｋち
ゝ

に
。
帰き

す
る
が
ご
と

く
。
依ゑ

と
ハ
。
ｅた
ミ

の
王わ
う

に
。
依よ
る

が
如ご
と

し
と
い
へ
り
。
抑
そ
も
〳
〵

又ま
た

三
寳ば
う

に
。
五い
つ
ゝ
の
差し
な

有あ
り

。 

」
上
04
オ
一ひ
と
つに
ハ
。
同ど
う

體た
い

三
寳ば
う

。
二ふ
た
つに
ハ
。
别べ
つ

相さ
う

三
寳ば
う

。
三ミ
つ

に
ハ
。
住ぢ
う

持ぢ

三
寳ば
う

。
四よ
つ

に
ハ
。

大だ
い

乗せ
う

三
寳ば
う

。
五い
つ
ゝに
ハ
。
小せ
う

乗ぜ
う

三
寳ば
う

是こ
れ

也な
り

。
先ま
づ

一ひ
と
つに
。
同ど
う

體た
い

三
寳は
う

と
云い
へ
るハ
。
人に
ん

々〳
〵

自じ

己こ

の
心し
ん

上し
や
うに
。
三
寳ば
う

の
理り

を
具ぐ

足そ
く

せ
り
。
曰
い
は
く

本ほ
ん

心し
ん

圓ゑ
ん

覺が
く

妙め
う

朙ミ
や
うな
る
を
。
佛ぶ
つ

寳は
う

と
し
。
心し
ん

わ
た
し
ぶ
ね

よ
り
た
の
む

よ
き
さ
い
は
い
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相さ
う

寂じ
や
く

滅め
つ

せ
る
を
。
法ほ
う

寳ば
う

と
し
。
心し
ん

源げ
ん

善ぜ
ん

順じ
ゆ
ん

和わ

合が
う

の
義ぎ

を
そ
な
へ
た
る
を
。
僧そ
う

寳ば
う

と
す
。

是こ
れ

自じ

心し
ん

同ど
う

躰た
い

の
三
寳ば
う

也な
り

。
所い
は

謂ゆ
る

一い
つ

Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
う。
悉
こ
と
〴
〵
く

佛ぶ
つ

性し
や
うを
具ぐ

す
れ
共ど
も

。
無む

朙ミ
や
うの
霧き
り

に

昏く
ら
まさ
れ
。
煩ぼ
ん

惱な
う

の
雲く
も

に
覆
お
ほ
は
れて
。
真し
ん

如に
よ

の
⺼つ
き

朙
あ
き
ら
かな
ら
ず
。
此こ
ゝ

を
以も
つ

て
種し
ゆ

々〴
〵

の
業ご
う

を
作
つ
く
つ

て
。
三
界が
い

に
輪り
ん

廽ゑ

す
。
か
く
の
ご
と
く
に
思し

惟ゆ
い

し
て
。
ｚぼ

提だ
い

心し
ん

を
發を
こ

し
本ほ
ん

有う

の
佛ぶ
つ

ノ

性し
や
うを
開か
い

悟ご

せ
ん
と
願ぐ
わ
んす
。
此こ
れ

自じ

心し
ん

の
歸き

依ゑ

佛ぶ
つ

也な
り

。
Ｚま
た

心こ
ゝ
ろハ
萬ま
ん

德ど
く

の
本も
と

。
諸し
よ

法ほ
う

の
源げ
ん

な

れ
ば
。
心し
ん

外げ

に
别べ
つ

法ほ
う

な
し
。
即そ
く

今こ
ん

ｅぢ
き

下げ

に
此こ
の

妙め
う

法ほ
う

を
證せ
う

」
上
04
ウ
ぜ
ん
と
願ぐ
わ
んす
。
是こ
れ

自じ

心し
ん

の
帰き

依ゑ

法ほ
う

也
。
心し
ん

本も
と

空く
う

寂し
や
くな
れ
ば
。
人に
ん

我が

の
相さ
う

な
く
。
一い
つ

Ｑ
さ
い
の

戯け

論ろ
ん

を
は
な
れ
。
諍
あ
ら
そ
ひ

の
Ｗね
ん

な
く
此こ
の

知ち

に
属ぞ
く

し
て
。
染ぜ
ん

着ぢ
や
くせ
ず
。
湛た
ん

と
し
て
。
動ど
う

ず
る
こ
と
な
く
。
常つ
ね

に
清
し
や
う

淨じ
や
うに
し
て
。
善ぜ
ん

順じ
ゆ
ん

和わ

合が
う

の
義ぎ

に
逹た
つ

す
。
是こ
れ

自じ

心し
ん

の
歸き

依ゑ

僧そ
う

な
り
。
二ふ
た
つに
别べ
つ

體た
い

三
寳ば
う

と

ハ
法ほ
つ

報は
う

應お
う

の
三
身じ
ん

の
如に
よ

來ら
い

に
。
帰き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つる
。
是こ
れ

帰き

依ゑ

佛ぶ
つ

也な
り

。
一い
つ

Ｑさ
い

諸し
よ

尊そ
ん

法ほ
う

に
帰き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つる
。
是こ
れ

帰き

依ゑ

法ほ
う

な
り
．
十
住お
う

十
行ぎ
や
う

十
Ｙゑ

向か
う

の
Ｏぼ

薩さ
つ

僧さ
う

に
帰き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つる
。
こ
れ

帰き

依ゑ

僧そ
う

也な
り

。
Ｚ
大だ
い

乗ぜ
う

三
寳ば
う

を
い
は
ゞ
。
佛ほ
と
けの
三
身じ
ん

十
身し
ん

に
。
歸き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つる
。
是
帰き

依ゑ

佛ぶ
つ

也な
り

。
人に
ん

空ぐ
う

法ほ
つ

空く
う

の
理り

に
逹た
つ

す
る
。
是こ
れ

帰き

依ゑ

法ほ
う

也な
り

三
賢け
ん

十
聖し
や
うに
親
し
た
し
ミ

近
ち
か
つ
く。
こ
れ
帰き

依ゑ

僧そ
う

也な
り

。
三
賢げ
ん

ハ
十
住ぢ
う

。
十
行き
や
う

。
十
Ｙゑ

向か
う

の
位く
ら
ゐ

也
。
十
聖し
や
う

ハ
。
初し
よ

地ぢ

よ
り
十
地ぢ

ま
で
の
位く
ら
ゐ

Ｚま
た

小せ
う

乗ぜ
う

の
三
寳
ハ
。
丈
ぢ
や
う

六ろ
く

金こ
ん

身じ
ん
の

佛ほ
と
けに
帰き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つ

る
。
是こ
れ

帰き

依ゑ

佛ぶ
つ

也な
り

。
四
諦た
い
聲し
や
う

Ｙも
ん

の

法ほ
う

也な
り　

十
二
」
上
05
オ
因い
ん

縁え
ん
縁
覺が
く

の

法ほ
う

な
り
に
帰き

向か
う

す
る
。
是こ
れ

歸
依ゑ

法ほ
う

也な
り

。

四
果く
わ

四
向か
う

に
帰き

向か
う

す
る
須し
ゆ

陀だ

洹お
ん

向か
う

。
須し
ゆ

陀だ

洹お
ん

果く
わ

。
斯し

陀だ

含ご
ん

向か
う

。
斯し

陀だ

含ご
ん

果く
わ

。

阿あ

那な

含ご
ん

向か
う

。
阿あ

那な

含ご
ん

果く
わ

。
阿あ

羅ら

漢か
ん

向か
う

。
阿あ

羅ら

漢か
ん

果ぐ
わ

。是こ
れ

帰き

依ゑ

僧そ
う

也な
り

。
住ぢ
う

持ぢ

三
寳ば
う

と

ハ
。
土ど

木も
く

畫ぐ
わ

石し
や
くの
佛ぶ
つ

像ざ
う

を
信し
ん

仰が
う

し
奉
た
て
ま
つる
。
是こ
れ

帰き

依ゑ

佛ぶ
つ

也
。
黄こ
う

巻ぐ
わ
ん

赤し
や
く

軸ぢ
く

を
一い
つ

Ｑさ
い

の

Ｉ
き
や
う

論ろ
ん

也
尊そ
ん

仰か
う

し
奉
た
て
ま
つる
。
是こ
れ

帰
依ゑ

法ほ
う

也
。
剃て
い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ゑ

の
諸し
よ

宗し
う

の
僧そ
う

に
帰き

向か
う

す
る
。
是こ
れ

帰き

依ゑ

僧そ
う

也な
り

。

さ
れ
バ
。
法ほ
つ

相さ
う

の
慈じ

恩お
ん

大た
い

師し

ハ
。
六
種し
ゆ

の
三
寳は
う

を
立た
て

ら
れ
き
。
其そ
の

説せ
つ

玄げ
ん

賛ざ
ん

等と
う

に
見
え
た

り
。
南な
ん

山ざ
ん

の
宣せ
ん

律り
つ

師し

ハ
。
四
種し
ゆ

の
三
寳ば
う

を
釋し
や
くし
給
ふ
。
委
く
わ
し
くハ
歸き

敬き
や
う

儀ぎ

に
こ
れ
あ
り
ぬ
。

Ｚま
た

ｋけ

嚴ご
ん

の
鈔せ
う

に
ハ
。
三
種し
ゆ

に
Ｘわ
か

て
り
。
其そ
の

Ｋせ
つ

大お
ほ
いに
お
な
じ
う
し
て
。
少
す
こ
し

異こ
と

な
り
。
今い
ま

こ
ゝ
に
述の
ぶ

る
処と
こ
ろハ
。
釋
し
や
く

氏し

要よ
う

覧ら
ん

に
列
つ
ら
ぬ
る

心こ
ゝ
ろを
と
る
耳の
ミ

。
此か
く

の
如ご
と
くに
區
ま
ち
〳
〵な
り
と
い
へ
共
。

去さ
り

な
か
ら
。
歸き

依ゑ

佛ぶ
つ

歸き

依ゑ

法ほ
う

歸き

依ゑ

僧そ
う

と
唱と
な
ふる
Ｑと
き

ハ
。
同ど
う

别べ
つ

大だ
い

小せ
う

の
差し
や

别べ
つ

の
想さ
う

を
な
さ
ず

只た
ゝ

一い
つ

心し
ん

に
。
心こ
ゝ
ろに
Ｗね
ん

」
上
05
ウ
じ
。
口く
ち

に
唱と
な
へて
云い
ふ

な
れ
バ
。
悉
こ
と
〴
〵
く

其そ
の

内う
ち

に
籠こ
も
るな
る
べ
し
。

つ
ち　
き　
　

ゑ　
　

い
し

故
か
る
が
ゆ
へに
薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
云い
は
く。
諸し
よ

佛ぶ
つ

ハ
同ど
う

一い
つ

法ほ
つ

身し
ん

な
る
故ゆ
へ

に
。
通つ
う

じ
て
帰き

依ゑ

す
べ
し
。
獨
ひ
と
り

釋し
や

迦か

佛ぶ
つ

耳の
ミ

に
非あ
ら
ず。
一い
ち

佛ぶ
つ

を
縁え
ん

じ
て
。
境き
や
うと
作な
す

と
い
へ
共ど
も

。
Ｊ
こ
と
バを
發
を
こ
す

Ｑと
き

ハ
。
通つ
う

じ
て
帰き

依ゑ

す
る
也な
り

。
法ほ
う

僧そ
う

に
帰き

依ゑ

す
る
も
Ｚま
た

〳
〵
か
く
の
如ご
と
しと
。
こ
れ
を
以
も
つ
て

例れ
い

し
て
見
る
Ｑと
き

ハ
。
别べ
つ

相さ
う

同ど
う

體た
い

大だ
い

小せ
う

等と
う

の
品し
な

。
異こ
と

な
り
と
て
漫ミ
た
りに
分ふ
ん

别べ
つ

を
生し
や
うじ
て
。
取し
ゆ

捨し
や

す
べ
か
ら
ず
。

只た
ゞ

摠そ
う

じ
て
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
三
寳ば
う

に
帰き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つる
を
。
冝よ
ろ
しと
云い
ふ

べ
し

二　

佛ぶ
つ

と
ハ
。
釋
し
や
く

氏し

要よ
う

覧ら
ん

に
云い
は
く。
梵ぼ
ん

語ご

に
ハ
佛ぶ
つ

陀だ

。
或あ
る
ひハ
浮ふ

圖と

或
ハ
部ぶ

多と

。
Ｚま
た

ハ

毋も

駄だ

。
又ま
た

ハ
沒も

陀だ

と
云い
へ
り。
皆み
な

是こ
れ

五こ

Ｕて
ん

竺ち
く

の
都ミ
や
こと
鄙い
な
かと
の
Ｊ
こ
と
ばの
Ｃ
ち
が
ひ

也な
り

。
飜ほ
ん

譯や
く

し
て
覺か
く

と

す
。
覺か
く

と
ハ
。
覚さ
と
ると
よ
め
り
所い
は

謂ゆ
る

自
ミ
づ
か
ら

覚さ
と
り。
他た

を
覚さ
と
らし
め
。
覚さ
と
りと
行ぎ
や
うと
。
共と
も

に
圓え
ん

ａま
ん

し
て
。」
上
06
オ
か
く
る
処と
こ
ろな
き
を
。
佛ほ
と
けと
ハ
云い
へ
り。
般は
ん

Ｍに
や

燈と
う

論ろ
ん

に
云い
は
く。
い
か
ん
ぞ
佛ほ
と
けと
名な

づ
く
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
法ほ
う

に
を
い
て
。
顛て
ん

倒だ
う

せ
ず
。
真し
ん

實じ
つ

に
覚
さ
と
り

了さ
と
る。
こ
の
ゆ
へ
に
。
佛ほ
と
けと
名な

づ
く
と
云い
へ
り。
Ｚま
た

菩ぼ

薩さ
つ

本ほ
ん

行ぎ
や
う

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
佛ほ
と
けと
ハ
。
諸
も
ろ
〳
〵の
Ｃあ
く

。
な
が
く
盡つ
き

て
。
一い
つ

Ｑさ
い

の

善ぜ
ん

。
普
あ
ま
ね
く

Ｍ
あ
つ
ま
り。
Ｚま
た

諸
も
ろ
〳
〵の
垢あ
か

を
離は
な
れ。
萬よ
ろ
づの
欲よ
く

。
都す
べ
てめ
つ
し
。
六ろ
く

度ど

の
行
ぎ
や
う

躰た
い

極
き
は
ま
りな
く
。

皆ミ
な

悉
こ
と
〴
〵く
ま
ん
じ
終を
ハ

り
。
而し
か
うし
て
。
善ぜ
ん

巧げ
う

方は
う

便べ
ん

を
も
つ
て
。
Ｑと
き

に
隨
し
た
が
つて
教
き
や
う

化け

し
。
大だ
い

神じ
ん

通づ
う

力り
き

備そ
な
ハり
。
身ミ

ハ
紫し

金こ
ん

色じ
き

に
し
て
。
三
十
二
相さ
う

。
八
十
種し
ゆ

好が
う

。
具ぐ

足そ
く

し
。
六
通つ
う

清き
よ
く

徹て
つ

し
て
。
兼か
ね

て
無む

窮ぐ
う

を
知し
り

。
却か
へ
つて
無む

極ご
く

を
見
る
。
現げ
ん

在さ
い

に
も
し
ら
ざ
る
処と
こ
ろな
く
三
逹だ
つ

遥は
る
かに
鑒か
ゝ
む。
か
く
の
ご
と
き
の
德と
く

あ
り
。
故
か
る
か
ゆ
へに
佛ほ
と
けと
い
へ
り
。

三　

法ほ
う

と
ハ
な
ん
ぞ
。
釋
し
や
く

氏し

要よ
う

覧ら
ん

に
云い
は
く。
法ほ
う

ハ
梵ぼ
ん

語ご

に
ハ
逹だ
つ

磨ま

。
ｋけ

に
ハ
法ほ
う

と
云い
へ
り。

般は
ん

Ｍに
や

燈と
う

論ろ
ん

に
云い
は
く。
い
か
ん
か
法ほ
う

と
名な

付づ
く

る
。
Ｍ
も
し
く
ハ
人に
ん

Ｕ
で
ん
の

善ぜ
ん

」
上
06
ウ
趣し
ゆ

。
及
を
よ
び

解げ

脱だ
つ

の

樂
た
の
シ
ミを
え
ん
と
欲
ほ
つ
す
るに
ハ
。
佛
ほ
と
け

衆し
ゆ

生じ
や
うの
根こ
ん

性じ
や
うを
知
し
ろ
し

召め
し

て
。
顛て
ん

倒だ
う

せ
ず
し
て
。
人に
ん

Ｕで
ん

の

道ミ
ち

。
涅ね

槃は
ん

の
道だ
う

を
説と
き

給
へ
る
を
。
法ほ
う

と
名な

付づ
く

と
云い
へ

り
。

四　

僧そ
う

と
ハ
。
具つ
ぶ
さに
ハ
僧そ
う

伽ぎ
や

と
云い
へ
り。
和わ

合が
う

を
以も
つ
て

。
義ぎ

と
す
。
般は
ん

Ｍに
や

燈と
う

論ろ
ん

に
云い
は
く。
四
果く
わ

 

バ　

だ

か
ら
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の
人ひ
と

。
戒か
い

定ぢ
や
う

慧ゑ

。
解げ

脱だ
つ

。
解げ

脫だ
つ

知ち

見け
ん

と
和わ

合が
う

す
。
故
か
る
が
ゆ
へに
僧そ
う

と
名な

づ
く
と
云い
へ
り。
Ｚ
ハ

四よ

人に
ん

以い

上じ
や
う。
六ろ
く

和わ

敬き
や
うを
も
つ
て
修し
ゆ

行ぎ
や
うす
．
故
か
る
が
ゆ
へに
僧そ
う

と
名な

付づ
く

と
云い
ふ

。
摠そ
う

じ
て
。
佛ぶ
つ

法ほ
う

僧そ
う

の
名
ミ
や
う

義ぎ

。
Ｉ
き
や
う

論ろ
ん

に
載の
す

る
処
と
こ
ろ

多お
ほ

し
と
い
へ
ど
も
。
此こ
ゝ

に
ハ
僅わ
づ
かに
其そ
の

一い
ち

二に

を
Ｇき

す
る
耳の
ミ

五　

凢
を
よ
そ

佛ほ
と
けを
禮ら
い

拜は
い

す
る
に
ハ
。
先ま
づ

真し
ん

實じ
つ

の
心こ
ゝ
ろ

。
敬
う
や
ま
ひの
心こ
ゝ
ろを
專
も
つ
は
らと
す
べ
し
。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
云い
は
く。
Ｕて
ん

竺ぢ
く

の
三
藏ざ
う

。
勒ろ
く

那な

と
い
へ
る
人ひ
と

。
七し
ち

種
の
禮ら
い

拜は
い

を
譯や
く

し
出い
だ

せ
り
。
一
ひ
と
つ
に

ハ
我が

慢ま
ん

禮ら
い

。
此こ
れ

ハ
佛ほ
と
け
を
禮ら
い

拜は
い

す
る
と
」
上
07
オ
い
へ
ど
も
。
曾
か
つ
て

敬
う
や
ま
ひ
の
心こ
ゝ
ろ
な
く
。
作さ

法ほ
う

行ぎ
や
う

儀ぎ

も
。
し
ど
け
な
く
。
五
躰た
い

を
も
。
地ぢ

に
つ
け
ず
。
外ほ
か

の
色い
ろ

に
目め

を
く
ば
り
。
物も
の

の
音お
と

に
轉て
ん

ぜ
ら
れ
。
う
か
〳
〵
と
し
て
仕し

形か
た

．
計ば
か
りな
る
事こ
と

。
碓
か
ら
う
すの
上
じ
や
う

下げ

す
る
に
同お
な

じ

く
。
身ミ

に
ハ
禮ら
い

拜は
い

を
な
す
と
い
へ
ど
も
。
心こ
ゝ
ろに
ハ
。
餘よ

の
事こ
と

の
ミ
を
思お
も

ひ
緣え
ん

じ
て
。

佛ほ
と
けを
Ｗね
ん

ず
る
こ
と
な
し
。
二ふ
た
つに
ハ
唱
し
や
う

和わ

禮ら
い

。
是こ
れ

ハ
人ひ
と

な
ミ
〳
〵
に
。
少
す
こ
し

威い

儀ぎ

を
正た
ゞ

し
。

佛ぶ
つ

名ミ
や
うを
唱と
な

へ
て
。
禮ら
い

拜は
い

す
る
と
い
へ
共ど
も

。
心
こ
ゝ
ろ

静し
づ
かな
ら
ず
。
人ひ
と

の
見
る
Ｑと
き

ハ
。
精せ
い

出い
だ

す

と
い
へ
ど
も
。
人
の
見
ざ
る
Ｑと
き

ハ
。
身ミ

も
疲つ
か
れ

。
心こ
ゝ
ろた
ゆ
ミ
て
。
曾
か
つ
て

真し
ん

實じ
つ

な
ら
ざ
る
相
す
が
た

也な
り

。
此こ
の

二に

種し
ゆ

の
禮ら
い

拜は
い

ハ
。
冝よ
ろ

し
か
ら
ず
。
三ミ
つ

に
ハ
身し
ん

心〴
〵

恭く

敬ぎ
や
う

禮ら
い

。
此こ
れ

ハ
口く
ち

に
佛ほ
と
けの
御ミ

名な

を
と
な
へ
。
心こ
ゝ
ろに
佛ほ
と
けの
相さ
う

好が
う

を
觀く
わ
んじ
。
惣そ
う

じ
て
。
身ミ

に
も
心こ
ゝ
ろに
も
。
敬
う
や
ま
ひふ
か
く
。

更さ
ら

に
退た
い

屈く
つ

の
Ｗね
ん

を
お
こ
さ
ゞ
る
こ
れ
也な
り

。
先ま
づ

此こ
の

禮ら
い

拜は
い

を
用も
ち

ゆ
」
上
07
ウ
べ
し
。
殘
の
こ
り

四し

種し
ゆ

の

礼ら
い

拜は
い

ハ
。
理り

觀く
わ
んの
義ぎ

な
れ
ば
。
今い
ま

略り
や
くし
て
こ
れ
を
Ｇし
る

さ
ず
。
Ｚま
た

智ち

度ど

論ろ
ん

に
。
三
種じ
ゆ

の
禮ら
い

法ほ
う

を
建た
て

ら
る
。
一ひ
と
つに
ハ
口く

禮ら
い

。
こ
れ
ハ
口く
ち

に
て
南な

無む

と
唱と
な
ふる
ば
か
り
也
。
Ｅこ
れ

を
下げ

禮ら
い

と

す
。
二ふ
た
つに
ハ
。
膝ひ
ざ

を
屈か
ゞ

め
て
。
頭
か
う
べ

地ち

に
い
た
ら
ず
。
此こ
れ

を
中ち
う

禮ら
い

と
す
。
三ミ
つ

に
ハ
。
頭
か
う
べ

地ち

に
至い
た
る。
Ｅこ
れ

を
上
じ
や
う

禮ら
い

と
す
と
云
い
へ
り

夫そ
れ

法ほ

ｋけ

經き
や
うに
云い
は
く。
一
た
び
南な

無む

仏ぶ
つ

と
称せ
う

ず
る
も
。
皆ミ
な

已す
で

に
佛ぶ
つ

道だ
う

を
成じ
や
うず
と
云い
へ
り。
い
か
に
い
は
ん
や
。
至し

心し
ん

に
唱
し
や
う

名ミ
や
う

禮ら
い

拜は
い

す
る
も
の
に
を
い

て
を
や
。
故
か
る
が
ゆ
へに
業ご
つ

報ぱ
う

差し
や

别べ
つ

經き
や
うに
。
佛
ほ
と
け

Ｚ
ハ
塔た
う

を
禮ら
い

拜は
い

す
る
に
ハ
。
十じ
つ

種し
ゆ

の
㓛く

德ど
く

を

う
る
と
説と
き

給
へ
り
。
な
ん
ら
を
か
。
十と
を

と
す
。
一ひ
と
つに
ハ
。
妙た
へ

な
る
色い
ろ

と
。
好よ
き

聲こ
ゑ

を
得え

。

二ふ
た
つに
ハ
。
い
ふ
と
こ
ろ
の
Ｊ
こ
と
ばを
。
人ひ
と

信し
ん

仰が
う

し
。
帰き

伏ぶ
く

す
。
三ミ
つ

に
ハ
。
威い

儀ぎ

人ひ
と

に
勝す
ぐ

れ

て
。
物も
の

に
お
そ
る
ゝ
事
な
し
。
四よ
つ

に
ハ
。
Ｕ
人
世せ

間け
ん

の
愛あ
い

を
得え

て
。
守し
ゆ

護ご

せ
ら
る
。

五い
つ
ゝに
ハ
。
威い

勢せ
い

」
上
08
オ
を
具ぐ

足そ
く

し
。
六む
つ

に
ハ
。
威い

勢せ
い

あ
る
衆し
ゆ

生じ
や
う

來き
た
つて
親
し
た
し
ミ

付つ
く

。
七な
ゝ
つに

ハ
。
常つ
ね

に
諸し
よ

佛ふ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

に
親
し
た
し
ミ

近
ち
か
づ
く。
八
に
ハ
。
大だ
い

福ふ
く

の
果く
わ

報は
う

を
具ぐ

足そ
く

し
。
九
こ
ゝ
の
つに
ハ
命い
の
ちお

は
つ
て
。
天て
ん

に
生し
や
うず
．
十
に
ハ
速
す
ミ
や
かに
𣵀ね

槃は
ん

を
證せ

う

得と
く

す
と
い
へ
り
。
Ｚま

た

増ぞ
う

一い
ち

阿あ

含ご
ん

Ｉ
き
や
うに

ハ
。
佛ほ

と
けを
禮ら

い

拜は
い

す
る
に
。
五
種し

ゆ

の
㓛く

德ど
く

有あ
る

事
を
朙あ

か

す
。
大お

ほ

率む
ね

Ｔし
や

别べ
つ

Ｉ
き
や
うと
同お

な

じ
け
れ
ば
。

Ｅこ
れ

を
畧り

や
くす
。
Ｚま

た

金こ
ん

剛が
う

三さ
ん

昧ま
い

經ぎ
や
うに
云い

は
くし
ば
ら
く
も
。
佛ぶ

つ

智ち

の
勝す

ぐ
れた
る
を
Ｙき

ひ

て
。
深じ

ん

心〳
〵

に

隨ず
い

喜き

し
。
誹ひ

謗は
う

を
お
こ
さ
ゞ
る
も
の
ハ
。
百
千
刧ご

う

の
間あ

ひ
だ。
Ｃあ

く

道だ
う

に
を
ち
す
。
生

む
ま
る
ゝ

處と
こ
ろに

佛ほ
と
けに
あ
ひ
奉

た
て
ま
つる
と
云い

へ
り。
故

か
る
が
ゆ
へに
觀

く
わ
ん

佛ぶ
つ

三
昧ま

い

經ぎ
や
うに
云い

は
く。
昔

む
か
し

過く
わ

去こ

久く

遠を
ん

に
。
佛ほ

と
けあ
つ
て
。

出し
ゆ
つ

世せ

し
給
へ
り
。
釋し

や

迦か

牟む

尼に

と
号が

う

し
奉

た
て
ま
つる
。
𣵀ね

槃は
ん

し
給
ひ
け
る
後の
ち

に
。
一ひ
と
りの
王わ
う

子じ

有あ
り

。

名な

付づ
け

て
金こ
ん

幢ど
う

と
い
へ
り
。
憍け
う

慢ま
ん

邪じ
や

見け
ん

に
し
て
。
佛ぶ
つ

法ほ
う

を
信し
ん

ぜ
ず
。
時と
き

」
上
08
ウ
に
一ひ
と
りの
比び

丘く

有あ
り

。
定
ぢ
や
う

自じ

在ざ
い

と
名な

付づ
く

。
王わ
う

子じ

に
語か
た
つて
云い
は
く。
世よ

に
佛ぶ
つ

像ざ
う

ゐ
ま
す
。
諸
も
ろ
〳
〵の
寳た
か
らを
も
つ
て

莊し
や
う

嚴ご
ん

せ
り
と
。
こ
ゝ
に
を
い
て
。
王わ
う

子じ

比び

丘く

相あ
ひ

共と
も

に
。
塔た
う

の
中な
か

に
入い
つ

て
。
佛ぶ
つ

像ざ
う

の
相さ
う

好が
う

を
見
て
。
比び

丘く

に
ま
う
さ
く
。
佛ぶ
つ

像ざ
う

す
ら
。
端た
ん

嚴ご
ん

殊し
ゆ

勝せ
う

な
る
こ
と
。
な
を
か
く
の
ご

と
し
。
况い
は
んや
佛ほ
と
けの
真ま
こ
との
す
が
た
を
や
と
。
比び

丘く

の
云い
は
く。
汝
な
ん
だ
ち

今い
ま

佛ぶ
つ

像ざ
う

を
見
て
禮ら
い

拜は
い

す
る

こ
と
。
あ
た
は
ず
ん
ハ
。
正ま
さ

に
合が
つ

掌し
や
うし
て
。
南な

無む

佛ぶ
つ

と
と
な
ふ
べ
し
と
。
此こ
の

時と
き

に
王わ
う

子じ

即
す
な
は
ち

手て

を
合あ
わ
せて
。
南な

無む

佛ぶ
つ

と
唱と
な
へら
る
。
夫そ
れ

よ
り
内だ
い

裏り

に
帰か
へ

り
て
。
塔た
う

中ち
う

の
佛ぶ
つ

像ざ
う

を
繋け

Ｗね
ん

す
る
故ゆ
へ

に
。
そ
の
夜よ

。
彼か
の

佛ぶ
つ

像ざ
う

を
ゆ
め
み
給
へ
り
。
さ
め
て
後の
ち

。
歡
く
わ
ん

喜ぎ

し
。
あ
り

難が
た
くお
も
ひ
て
。
夫そ
れ

よ
り
邪じ
や

見け
ん

を
や
め
。
三
寳ば
う

に
帰き

依ゑ

せ
り
。
こ
れ
一ひ
と

た
び
塔た
う

に
入い
つ

て
。

佛ほ
と
けの
御ミ

名な

を
唱と
な

へ
し
。
善ぜ
ん

根ご
ん

に
」
上
09
オ
依よ
つ

て
。
命
い
の
ち

終お
は
りて
。
九く

百ひ
や
く

萬ま
ん

億お
く

那な

由ゆ

他た

の
佛ほ
と
けに

あ
ふ
事こ
と

を
え
て
。
諸し
よ

仏ぶ
つ

の
本も
と

に
。
甚じ
ん

深じ
ん

の
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

三ざ
ん

昧ま
い

を
得え

た
り
。
三
昧ま
い

を
う
る
が
ゆ
へ

に
。
諸し
よ

佛ぶ
つ

現げ
ん

前ぜ
ん

し
て
。
其そ
れ

に
授じ
ゆ

Ｇき

を
あ
た
へ
給
ひ
ぬ
。
こ
れ
よ
り
以こ
の

來か
た

。
百
ひ
や
く

萬ま
ん

阿あ

僧そ
う

祇ぎ

刧こ
う

を
Ｉへ

て
。
Ｃあ

く

道だ
う

に
を
ち
ず
。
乃な
い

至し

今こ
ん

日に
ち

甚じ
ん

深〴
〵

の
首し
ゆ

楞れ
う

嚴ご
ん

定ぢ
や
うを
得え

た
り
。
昔む
か
しの
王わ
う

子じ

ハ
。
今い
ま

の
戝ざ
い

首し
ゆ

ｚぼ

薩さ
つ

是こ
れ

也な
り

。
此こ
の

因い
ん

縁え
ん

を
も
つ
て
。
智ち

者し
や

正ま
さ

に
か
く
の
ご
と
く
に
。
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

を
学が
く

す
べ
し
と
云い
へ
り。
一い
つ

称せ
う

一い
ち

Ｗね
ん

の
㓛く

德ど
く

。
な
を
か
く
の
ご
と
し
。
い
か
に
况い
は
んや
Ｗね
ん

〻〳
〵

た
ゞ
し
く
お
ご
そ
か
に
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相さ
う

續ぞ
く

し
。
真し
ん

實じ
つ

に
恭く

敬ぎ
や
うし
。
禮ら
い

拜は
い

せ
ん
を
や
。
夫そ
れ

佛ほ
と
けハ
尊
た
つ
と
きが
中な
か

に
も
尊た
つ
とか
り
け
り
。

所い
は

謂ゆ
る

三
十
三
Ｕ
の
主あ
る
じ。
Ｕて
ん

帝だ
い

釋し
や
く。
乃な
い

至し

娑し
や

婆ば

世せ

界か
い

の
宰つ
か
さ。
梵ぼ
ん

天で
ん

王わ
う

も
。
玉た
ま

の
冠
か
う
ふ
りを
か

た
ぶ
け
さ
せ
給
へ
り
。
然し
か
るに
今い
ま

我わ
が

輩
と
も
が
ら。
何な
ん

人び
と

な
れ
ば
。
佛ほ
と
けを
Ｒか
ろ

し
め
奉
た
て
ま
つ
るや
。
Ｅこ
れ

」
上
09
ウ

愚ぐ

癡ち

に
し
て
。
そ
の
分わ
け

を
し
ら
ざ
る
と
。
我が

慢ま
ん

に
し
て
。
上か
ミ

を
蔑
な
い
が
し
ろに
す
る
ゆ
へ
ん
也な
り

。

誠ま
こ
とに
は
づ
べ
し
。
お
そ
る
べ
し
。
亦ま
た

復〳
〵

如に
よ

來ら
い

の
深じ
ん

恩お
ん

を
い
は
ゞ
。
已す
で

に
三さ
ん

大だ
い

阿あ

僧そ
う

祗ぎ

刧こ
う

の
間あ
ひ
だ。
一い
つ

Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
うの
為た
め

の
故ゆ
へ

に
。
諸
も
ろ
〳
〵
の

苦く

難な
ん

を
。
さ
け
ず
し
て
。
六
度ど

萬ま
ん

行ぎ
や
うし
給

へ
り
。
故
か
る
が
ゆ
へに
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
一い
つ

切さ
い

衆し
ゆ

生じ
や
う。
異こ
と

な
る
苦
く
る
し
ミを
受う
く
るハ
。
即
す
な
は
ち

是こ
れ

如に
よ

來ら
い

一い
ち

人に
ん

の
苦く

な
り
。
譬た
と
へバ
ｙち
ゝ

毋は
ゝ

の
病
や
め
る

子こ

を
思お
も

へ
る
が
ご
と
し
と
の
給
へ
り
。
か
ゝ
る
廣
く
わ
う

大だ
い

深じ
ん

恩お
ん

を
か
う
ふ
り
な
が
ら
。
う
や
ま
ひ
事つ
か
へざ
る
べ
け
ん
や
。
き
か
ず
や
髙か
う

野や

大だ
い

師し

の
い
ひ

給
ひ
し
。
願
ね
が
は
くハ
我わ
れ

身ミ

を
粉こ

に
し
て
。
仏ぶ
つ

像ざ
う

を
図づ

し
。
Ｋほ
ね

を
折く
ぢ
ひて

。
Ｉ
き
や
う

文も
ん

を
書し
よ

冩し
や

し
て
。

自じ

他た

を
利り

益や
く

し
。
以
も
つ
て

佛ぶ
つ

恩お
ん

を
報ほ
う

ぜ
ん
と
。
此こ
の

Ｊこ
と

誠ま
こ
とに
佛ぶ
つ

子し

の
鑑か
ゞ
ミと
し
つ
べ
し
。
然し
か

る

に
我わ
れ

等ら

。
偶
た
ま
〳
〵

受う
け

難が
た

き
人に
ん

身じ
ん

を
受う
け

。
殊こ
と

に
逢あ
ひ

が
た
き
。
三
寳ば
う

に
結け
ち

縁え
ん

」
上
10
オ
し
な
が
ら
。

此こ
れ

を
敬
う
や
ま
ふ

事こ
と

を
し
ら
ず
。
其そ
の

恩お
ん

を
報ほ
う

ぜ
ん
事こ
と

を
思お
も

ハ
ず
。
却か
へ
つて
こ
れ
を
Ｒか
ろ

し
む
る
事こ
と

。

誠ま
こ
とに
悲
か
な
し
むべ
き
哉か
な

。
夫そ
れ

佛ぶ
つ

像ざ
う

に
亊
つ
か
へ

奉
た
て
ま
つる
に
。
真ま
こ
との
佛ほ
と
けの
お
も
ひ
を
な
せ
ば
。
即
す
な
は
ち

肉に
く

身し
ん

の
如に
よ

來ら
い

を
供く

羪や
う

す
る
㓛く

德ど
く

に
同お
な

じ
き
と
。
寳は
う

積し
や
く

Ｉ
き
や
う

等と
う

に
も
説と
き

給
へ
り
。
然し
か

る
に
今い
ま

。

多お
ほ
くハ
佛ぶ
つ

前ぜ
ん

に
て
。
威い

儀ぎ

作さ

法ほ
う

ミ
だ
り
が
は
し
く
。
香か
う

花は
な

。
灯と
う

朙ミ
や
う。
飮お
ん

⻝じ
き

。
供く

羪や
う

に
至
い
た
る

ま
で
。
真し
ん

實じ
つ

恭く

敬ぎ
や
うの
心こ
ゝ
ろな
く
。
放は
う

逸い
つ

懈け

怠だ
い

の
Ｗね
ん

に
任ま
か

す
。
或あ
る
ひハ
霊れ
い

前ぜ
ん

の
そ
な
へ
を
善よ
く

す
れ
ど
も
。
佛ぶ
つ

前ぜ
ん

の
供く

羪や
う

ハ
疎
を
ろ
そ
かに
す
。
Ｅこ
れ

皆ミ
な

凢ぼ
ん

夫ぶ

顛て
ん

倒だ
う

の
見け
ん

也な
り

。
冝
よ
ろ
し
くこ
れ
を
改
あ
ら
た
むべ

し
。
真し
ん

實じ
つ

亡ま
う

者じ
や

の
為た
め

な
ら
バ
。
先ま
づ

三
寳ば
う

の
供く

羪や
う

を
。
第た
い

一い
ち

に
し
て
亡も
う

者じ
や

の
供そ
な
へハ
次つ
ぎ

な
る

べ
し
。
故
か
る
が
ゆ
へに
隨ず
い

願ぐ
わ
ん

徃わ
う

生じ
や
う

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
亡ま
う

者じ
や

の
身ミ

を
嚴か
ざ
りし
道だ
う

具ぐ

。
家い
へ

屋や

敷し
き

等と
う

に
至い
た
るま

で
。
も
つ
て
三
寳ば
う

に
施ほ
ど
こし

」
上
10
ウ
奉
た
て
ま
つれ
バ
。
此こ
の

福ふ
く

最
も
つ
と
も

多お
ほ
く。
㓛く

德ど
く

の
力
ち
か
ら

強つ
よ
うし
て
。
彼か
の

地ぢ

獄ご
く

の
殃と
が

を
ぬ
き
。
長
な
が
く

解げ

脱だ
つ

を
得え

て
。
淨
じ
や
う

土ど

に
徃わ
う

生じ
や
うす
る
事こ
と

を
う
べ
し
と
い
へ
り
。

又
本ほ
ん

願ぐ
わ
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
地ぢ

藏ざ
う

Ｏぼ

薩さ
つ

の
因ゐ
ん

位い

。
聖
し
や
う

女に
よ

た
り
し
Ｑと
き

。
亡ま
う

毋ぼ

の
追つ
い

善ぜ
ん

に
。
其そ
の

家い
へ

を
賣う
つ

て
。

香か
う

ｋは
な

及を
よ
び

諸
も
ろ
〳
〵の
供く

羪や
う

の
具ぐ

を
調
と
ゝ
の
へて
。
覺か
く

ｋけ

定ぢ
や
う

自じ

在ざ
い

王わ
う

如に
よ

來ら
い

の
形
ぎ
や
う

像ざ
う

を
供く

羪や
う

し
給
ひ
。

乃な
い

至し

供く

羪や
う

の
力ち
か
らに
依よ
つ

て
。
亡ま
う

毋ぼ

ひ
と
り
地ぢ

獄ご
く

の
苦
く
る
し
ミを
免
ま
ぬ
か
れ。
Ｕて
ん

に
生し
や
うじ
給
へ
る
耳の
ミ

に
あ

ら
ず
。
其そ
の

日ひ

無む

間け
ん

獄ご
く

の
罪ざ
い

人に
ん

。
此こ
の

餘よ

澤た
く

を
ｉ
か
う
ぶ
つて
。
悉
こ
と
〴
〵
く

Ｕて
ん

に
生し
や
うず
と
い
へ
り
。
廣ひ
ろ
く
本ほ
ん

願ぐ
わ
ん

Ｉ
ぎ
や
う

に
Ｋと
く

か
ご
と
し
。
こ
ゝ
に

ハ
略り
や
く

し
て
Ｇき

す
る
耳の
ミ

此こ
れ

即
す
な
は
ち

誠ま
こ
とを
も
つ
て
。
佛ほ
と
けを
供く

羪や
う

じ
給
へ
る
故ゆ
へ

な
り
。
但
た
ゞ
し

真し
ん

實じ
つ

を
も
つ

て
供く

羪や
う

せ
ば
。
戝ざ
い

の
多た

少せ
う

に
よ
る
べ
か
ら
ず
。
故
か
る
が
ゆ
へに
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
百
ひ
や
く

千せ
ん

の
車く
る
まに

金こ
が
ねを
積つ
む
で。
布ふ

施せ

を
行ぎ
や
うぜ
ん
よ
り
ハ
。
一ひ
と
つの
善ぜ
ん

心し
ん

に
て
。
香か
う

ｋは
な

を
塔た
う

に
供く

羪や
う

せ
ん
に
ハ

如し
か

じ
と
」
上
11
オ
云い
へ
り。
さ
れ
ば
能よ
く

々〳
〵

敬
う
や
ま
ひ

真ま
こ
とを
尽つ
く
すべ
き
事こ
と

な
る
に
。
或あ
る
ひハ
佛ぶ
つ

前ぜ
ん

に
て
不ふ

淨じ
や
うの
雜ざ
ふ

話わ

を
説と
き

。
放
ほ
し
い
ま
ゝに
大た
い

Ｊげ
ん

髙か
う

聲じ
や
うし
て
。
或あ
る
ひハ
叱し
か
り。
或あ
る
ひハ
Ｎ
わ
ら
ひ。
立た
ち

居ゐ

ら
う
が
は
し

く
。
供く

物も
つ

等と
う

を
献け
ん

ず
る
に
も
。
Ｒ
き
や
う

率そ
つ

に
し
て
つ
ゝ
し
ま
ず
。
佛ぶ
つ

噐き

の
け
が
れ
た
る
を

も
あ
ら
た
め
ず
。
漫ミ
だ
りに
佛ぶ
つ

像ざ
う

の
非ひ

難な
ん

を
い
ひ
。
Ｚ
ハ
不ふ

淨じ
や
うの
手て

に
て
。
佛ぶ
つ

像ざ
う

を
持も
ち

。

あ
る
ひ
ハ
手て

に
持も
ち

な
が
ら
。
Ｊこ
と

を
つ
ゝ
し
ま
ず
。
唾つ
は
きを
飛と
ば
し。
息い
き

を
懸か
く

。
か
く
の
如ご
と
きの
類た
ぐ
ひ。

あ
に
佛ほ
と
けを
敬
う
や
ま
ふと
い
は
ん
や
。
な
ん
ぞ
真ま
こ
との
佛ほ
と
けの
思お
も
ひを
な
す
と
い
ふ
べ
け
ん
。
か
く
し

て
身
に
切せ
つ

な
る
事こ
と

出い
で

來き

ぬ
れ
ば
。
東ひ
が
しに
わ
し
り
。
西に
し

に
さ
ま
よ
ひ
。
暫
あ
か
ら
さ
まに
願ぐ
わ
んを
か
け
。

叶か
な
はざ
る
に
及お
よ
んで
ハ
。
身ミ

の
あ
や
ま
り
を
か
へ
り
見
ず
。
佛ほ
と
けを
譏そ
し
り。
法ほ
う

を
Ｒか
ろ

し
む
。
嗚あ
ゝ

呼
い
か
な
る
迷ま
よ
ひぞ
や
※
優う

鉢は
つ

祇ぎ

王わ
う

經
き
や
う

に
云
伽が

藍ら
ん

法ほ
う

界か
い

の
地ち

に
み
だ
り
に
大だ
い

小せ
う

ｖべ
ん

す
る
も
の
ハ
。
五ご

百
ひ
や
く

生
し
や
う

の
あ
い

だ
。
拔ば
つ

波は

ぢ
ご
く
に
を
つ
と
云う
ん

云〳
〵

こ
れ
。
う
や
ま
ひ
の
心
こ
ゝ
ろ

な
き
ゆ
へ
な
り
つ
ゝ
し
む
べ
し

六　

Ｚま
た

法ほ
う

を
尊
た
つ
と
ふ

事こ
と

を
い
は
ゞ
。
智ち

度ど

論ろ
ん

に
云い
は
く。
諸し
よ

佛ぶ
つ

ハ
法ほ
う

を
敬
う
や
ま
ひ

給た
ま

」
上
11
ウ
ふ
が

故ゆ
へ

に
。
法ほ
う

を
供く

羪や
う

し
。
法ほ
う

を
も
つ
て
師し

と
し
給
へ
り
。
何な
に

を
も
つ
て
の
ゆ
へ
に
。
三
世ぜ

の
諸し
よ

佛ぶ
つ

。
皆ミ
な

諸し
よ

法ほ
う

實じ
つ

相さ
う

を
も
つ
て
。
師し

と
し
給
ふ
と
云い
へ
り。
况
い
は
ん
や

我わ
が

輩
と
も
が
らに
を
い
て
を
や
。

う
や
ま
は
ず
ん
バ
。
あ
る
べ
か
ら
ず
。
曽
か
つ
て

Ｙき
く

帝た
い

釋し
や
く

Ｕて
ん

ハ
。
法ほ
う

を
重お
も
んじ
給
へ
る
ゆ
へ
に
。

野や

干か
ん

を
請し
や
うじ
て
。
床
し
や
う

𫝶ざ

に
上の
ぼ

せ
。
薩さ
つ

陀だ

婆ば

崙り
ん

ハ
。
法ほ
う

の
為た
め

に
身ミ

を
亡
う
し
な
ひ

給
ひ
に
き
と
。

梵ぼ
ん

網ま
う

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
七し
つ

寳は
う

無む

價げ

の
香か
う

ｋけ

。
一い
つ

Ｑさ
い

の
雜
ま
じ
は
れ
る

寳た
か
らを
も
つ
て
。
箱は
こ

や
嚢ふ
く
ろな
ん
作つ
く
りて
。

Ｉ
き
や
う

律り
つ

の
巻ま
き

を
入い
る

べ
し
と
い
へ
り
。
然し
か

る
に
今い
ま

聖し
や
う

教ぎ
や
うを
Ｒ
か
ろ
し
め。
或あ
る
ひハ
ｅぢ
き

に
け
が
れ
た
る

処と
こ
ろに
を
き
。
Ｚま
た

ハ
卧ふ
し

な
が
ら
讀よ
ミ

。
或あ
る
ひハ
説せ
つ

法ほ
う

を
Ｙき
く

に
。
如に
よ

法ほ
う

な
ら
ず
。
唯た
ゞ

自じ

身し
ん

の
不ふ

行ぎ
や
う

儀ぎ

な
る
耳の
ミ

に
非あ
ら

ず
。
他た

の
聽
ち
や
う

衆じ
ゆ

を
妨
さ
ま
た
げ。
說せ
つ

法ほ
う

者じ
や

の
耳ミ
ヽ

を
な
や
ま
し
。
目め

を
ミ
だ
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る
。
此こ
れ

ら
の
た
ぐ
ひ
。
こ
れ
法ほ
う

を
Ｒか
ろ

し
む
る
が
ゆ
へ
に
。
か
く
の
こ
と
き
の
罪つ
ミ

を
な
せ

り
。
地ぢ

獄ご
く

の
」
上
12
オ
責せ
め

な
ん
ぞ
の
が
れ
ん
。
つ
ゝ
し
ま
ず
ん
ハ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
Ｚ

或あ
る
ひハ
不ふ

淨じ
や
うの
手て

を
淸き
よ
めず
し
て
。
も
つ
て
Ｉ
き
や
う

巻ぐ
わ
んを
取と
り

。
五
辛し
ん

酒し
ゆ

肉に
く

の
口く
ち

を
そ
ゝ
が
ず
し

て
。
浪ミ
だ
りに
Ｉ
き
や
うを
讀ど
く

誦じ
ゆ

す
。
沙し
や

弥ミ

戒か
い

律り
つ

儀ぎ

に
云い
は
く。
Ｉ
き
や
うの
上う
へ

の
塵ち
り

を
。
い
き
を
も
つ
て
ふ
く

べ
か
ら
ず
。
Ｉ
き
や
う

巻ぐ
わ
んを
と
り
ミ
だ
す
べ
か
ら
ず
。
Ｉ
き
や
う

机づ
く
への
上う
へ

に
一い
つ

Ｑさ
い

不ふ

用ゆ
う

の
雜ざ
ふ

物も
つ

を

雜ま
じ
へ

置お
く

べ
か
ら
ず
。
Ｉ
き
や
う

典で
ん

に
對た
い

す
る
事こ
と

ハ
。
佛ほ
と
けに
對た
い

す
る
が
如ご
と
くせ
よ
。
戯
た
は
ぶ
れ

Ｎ
わ
ら
ふ

事こ
と

な
か

れ
と
い
へ
り
。
Ｍも
し

Ｚま
た

急き
う

用よ
う

あ
り
て
起た
つ

Ｑと
き

ハ
。
Ｉ
き
や
うを
ひ
ろ
げ
お
く
べ
か
ら
ず
。
た
と
ひ

廣ひ
ろ
げ

置お
く

と
も
。
Ｉ
き
や
う

蓋か
い

を
す
へ
し
。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
載
の
す
ら
く。
昔
む
か
し

二
人に
ん

の
僧そ
う

あ
り
。
一い
ち

人に
ん

ハ
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
う

四
十
巻く
わ
んを
。
一い
ち

日に
ち

に
讀ど
く

誦じ
ゆ

し
。
一い
ち

人に
ん

ハ
觀
く
わ
ん

音お
ん

Ｉ
き
や
う

一
巻く
わ
んを
。
漸
や
う
や
く

日に
つ

課く
わ

と
せ
り
。

二
人
忽
た
ち
ま
ち

絶た
え

入い
り

て
共と
も

に
閻え
ん

魔ま

の
廰ち
や
うに
到い
た

り
ぬ
。
王わ
う

乃
す
な
は
ち

金き
ん

の
𫝶ざ

を
敷し
き

て
。
觀
く
わ
ん

音お
ん

Ｉ
ぎ
や
う

讀ど
く

誦じ
ゆ

の
僧そ
う

を
請し
や
うじ
。
銀ぎ
ん

の
𫝶ざ

を
設ま
う
けて
。」
上
12
ウ
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
う

讀ど
く

誦じ
ゆ

の
僧そ
う

を
居お
く

。
此こ
の

僧そ
う

謂
お
も
へ
ら
く。
か

れ
ハ
僅わ
づ
かに
一い
ち

巻く
わ
んの
普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

耳の
ミ

。
我わ
れ

ハ
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
う

四
十
巻く
わ
んを
。
一い
ち

日に
ち

の
Ｈし
よ

作さ

と
す
。
其そ
の

㓛く
わ
う

Ｚ
大お
ほ
いな
ら
ず
や
。
然し
か
るに
彼か
れ

ハ
金き
ん

の
𫝶ざ

に
し
て
。
我わ
れ

ハ
銀ぎ
ん

の
𫝶ざ

也な
り

。
こ
れ
い
か
な
る

ゆ
へ
ぞ
や
と
。
王わ
う

の
云い
は
く。
彼か
れ

ハ
普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

一い
ち

巻く
わ
ん
な
れ
共ど
も

。
手て

を
洗
あ
ら
ひ

口く
ち

を
漱す
ゝ
ぎ。
威い

儀ぎ

を

攺
あ
ら
た
めて

。
道だ
う

塲ぢ
や
うに
入い
り

。
香か
う

を
燒た
き

心こ
ゝ
ろを
摂せ
つ

し
て
讀ど
く

誦じ
ゆ

す
。
Ｅこ
の

故ゆ
へ

に
我わ
れ

。
彼か
れ

を
尊
た
つ
と
ぶ

師し

ハ
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
う

四
十
巻く
わ
んを
。
一
日に
ち

に
讀ど
く

誦じ
ゆ

す
る
事こ
と

ハ
誠ま
こ
とに
有あ
り

難が
た
き

業わ
ざ

な
れ
共ど
も

。
只た
ゞ

多お
ほ
きを
貪
む
さ
ぶ
りて
。

心こ
ゝ
ろ

專せ
ん

一い
ち

な
ら
ず
。
威い

儀ぎ

調
と
ゝ
の
ほら
ず
し
て
。
雜ざ
ふ

縁え
ん

多お
ほ

し
。
此こ
の

ゆ
へ
に
銀ぎ
ん

の
𫝶ざ

を
ま
う
く

る
也な
り

と
云い
へ
り。
按
あ
ん
ず
る
に

夫そ
れ

普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

ハ
。
法ほ

ｋけ

經き
や
うの
第だ
い

八は
ち

の
巻ま
き

に
し
て
。
正
し
や
う

當た
う

二
十
五
品ほ
ん

也な
り

即
す
な
は
ち

𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
うと
。
同お
な

じ
醍だ
い

醐ご

味ミ

の
Ｉ
き
や
うな
れ
ば
。
強
あ
な
が
ちい
づ
れ
の
勝せ
う

劣れ
つ

を
か
論ろ
ん

ぜ
ん
や
。

只た
ゞ

普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

讀よ
ミ

し
人ひ
と

ハ
。
信し
ん

敬き
や
うの
心
こ
ゝ
ろ

深ふ
か
くし
て
。
雜ざ
ふ

縁え
ん

に
」
上
13
オ
わ
た
ら
ず
。
一い
つ

心し
ん

に
讀ど
く

誦じ
ゆ

す
。
Ｅこ
れ

を
純
じ
ゆ
ん

善ぜ
ん

と
名な

付つ
く

。
た
と
へ
ば
す
ミ
た
る
水ミ
づ

の
ご
と
し
。
㓛く

德ど
く

も
勝す
ぐ

れ
。
利り

益や
く

も
深ふ
か

し
。
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
う

讀ど
く

誦じ
ゆ

の
人ひ
と

ハ
。
浪ミ
だ
りに
多お
ほ
きを
頼た
の
ミて
。
雜ざ
う

縁え
ん

乱ら
ん

動ど
う

す
。
こ
れ
を
雜ざ
う

善ぜ
ん

と
名な

づ
く
。
泥ど
ろ
のま
じ
れ
る
水ミ
づ

の
ご
と
し
。
Ｅこ
の

ゆ
へ
に
㓛く

德ど
く

も
を
と
り
。
Ｂか
ん

應お
う

も
あ
さ
き

に
や
。
Ｈし
よ

詮せ
ん

只た
ゞ

行ぎ
や
う

者じ
や

の
心こ
ゝ
ろに
依
よ
ら
ん

耳の
ミ

。
謹
つ
ゝ
し
むべ
き
事こ
と

に
こ
そ

七　

Ｚ
僧そ
う

を
い
は
ゞ
。
時と
き

已す
で

に
末ま
つ

法ほ
う

に
入い
り

ぬ
。
全
ま
つ
た
く

佛ほ
と
けの
教
き
や
う

法ぼ
う

に
叶か
な

ひ
。
行
ぎ
や
う

解げ

相さ
う

應わ
う

す
る
ハ
。
稀ま
れ

な
る
べ
し
。
寔ま
こ
とに
我わ
れ

等ら

ご
と
き
ハ
。
無む

慚ざ
ん

放は
う

逸い
つ

に
し
て
。
邪じ
や

執し
う

我か

慢ま
ん

の

心こ
ゝ
ろふ
か
く
。
如に
よ

來ら
い

の
教
き
や
う

文も
ん

を
Ｍ
も
し
くハ
見
も
し
。
或あ
る
ひハ
Ｙき
ゝ

も
し
な
が
ら
。
三
業ご
う

の
非ひ

を
も

改
あ
ら
た
めず
。
真し
ん

實じ
つ

の
ｚぼ

提だ
い

心し
ん

を
お
こ
す
事こ
と

な
く
。
む
な
し
く
信し
ん

施せ

を
費つ
い
やし
。
徒た
ゞ

に
僧そ
う

の
名な

を
け
が
し
。
漫ミ
た
りに
人ひ
と

の
敬
う
や
ま
ひを
受う
け

。
は
た
し
て
袈け

裟さ

下か

に
人に
ん

身じ
ん

を
失
う
し
な
ひ。
三
Ｃあ
く

道だ
う

」
上
13
ウ

に
墮だ

落ら
く

せ
ん
事こ
と

。
あ
に
は
ぢ
Ｄ
お
そ
れざ
る
べ
け
ん
や
。
然し
か

れ
共ど
も

人に
ん

間げ
ん

に
生む
ま

れ
て
。
而し
か

も
出
し
ゆ
つ

家け

の
身ミ

と
な
る
こ
と
や
。
極き
は
めて
難
か
た
ひ

哉か
な

。
宿
し
ゆ
く

緣え
ん

深じ
ん

厚か
う

の
も
の
に
あ
ら
ず
ん
バ
あ
た
ハ
じ
。

い
か
ん
と
な
れ
ば
。
智ち

旭ぎ
よ
くの
見け
ん

聞も
ん

録ろ
く

に
い
は
く
。
或あ
る

在ざ
い

家け

の
善ぜ
ん

人に
ん

あ
り
て
。
平へ
い

生ぜ
い

僧そ
う

を
供く

羪や
う

し
。
施
ほ
ど
こ
しを
好
こ
の
ミ

隨ず
い

分ぶ
ん

善ぜ
ん

根ご
ん

を
亊
と
す
。
然し
か

る
に
或あ
る

時と
き

頓と
ん

死し

し
て
。
魂
た
ま
し
ひ

閻え
ん

摩ま

王わ
う

宮ぐ
う

に
到い
た
りぬ
。
王わ
う

の
云い
は
く。
汝な
ん
ぢハ
こ
れ
善ぜ
ん

人に
ん

也な
り

。
し
か
も
Ｅこ
の

度た
ひ

ハ
定
ぢ
や
う

業ご
う

に
非あ
ら
ず。
再
ふ
た
ゝ
び

人に
ん

間げ
ん

に

帰か
へ
すべ
し
。
但
た
ゞ
し

娑し
や

婆ば

へ
帰か
へ
りて
ハ
。
い
か
な
る
望の
ぞ
ミあ
る
や
。
此こ
の

人
對
こ
た
へ
て

云い
は
く。
我わ
れ

别べ
つ

の
望の
ぞ
ミな

し
。
只た
ゞ

出し
ゆ
つ

家け

せ
ん
事こ
と

を
願ね
が
ふと
云い
へ
り。
王わ
う

の
云い
は
く。
汝な
ん
ぢが
願
ぐ
わ
ん

大お
ほ
いな
り
．
然し
か
れど
も
。
日ひ

比ご
ろ

の
善ぜ
ん

根ご
ん

少す
く
なけ
れ
ば
。
此こ
の

度た
び

の
生し
や
うに
ハ
。
出
し
ゆ
つ

家け

ハ
か
な
ひ
が
た
か
る
べ
し
。
已す
で

に
百
ひ
や
つ

ｏこ

の
頭
か
し
ら

と
な
る
べ
き
福ふ
く

德と
く

ハ
あ
る
な
り
と
の
給
へ
り
。
Ｚま
た

云い
は
く。
誠ま
こ
と
に
我わ
れ

に
智ち

德と
く

な
け
れ
ば 

」
上
14
オ
た
と
ひ
好よ
き

僧そ
う

に
こ
そ
な
ら
ず
と
も
。
せ
め
て
燒せ
う

火く
わ

僧ぞ
う

に
ハ
な
る
へ
き
か
と
い
へ

ば
。
王わ
う

の
云い
は
く。
其そ
れ

も
成な
り

が
た
し
。
な
を
千
ｏこ

候か
う

と
ハ
成な
る

と
も
。
此こ
の

た
び
の
出
し
ゆ
つ

家け

お
も

ひ
も
よ
ら
ず
。
娑し
や

婆ば

へ
帰か
へ
りて
。
弥
い
よ
〳
〵

善ぜ
ん

根ご
ん

㓛く

德ど
く

を
な
さ
ば
。
重か
さ
ねて
の
生し
や
うに
。
出
し
ゆ
つ

家け

の

望の
ぞ
ミを
遂と
げ

な
ん
。
は
や
〳
〵
か
へ
れ
と
の
給
ふ
と
。
夣ゆ
め

の
醒さ
む
るが
如ご
と
くに
。
蘓
よ
ミ
が
へれ
り
。
是こ
ゝ

に

知し
ん
ぬ。
有う

為ゐ

の
福ふ
く

ハ
得え

や
す
く
。
無む

漏ろ

の
因い
ん

に
ハ
本
も
と
づ
きが
た
き
亊こ
と

を
。
今い
ま

親
ま
の
あ
た
り

出し
ゆ
つ

家け

せ

ん
と
す
る
も
の
も
。
或あ
る
ひハ
親し
ん

類る
い

眷け
ん

属ぞ
く

に
お
さ
へ
ら
れ
。
Ｚ
ハ
煩ぼ
ん

悩な
う

業ご
つ

障し
や
うに
繋け

縛ば
く

せ
ら

れ
。
さ
す
が
宿
し
ゆ
く

善ぜ
ん

も
つ
た
な
く
。
願
ぐ
わ
ん

力り
き

も
か
ひ
な
か
り
け
ん
。
け
ふ
よ
朙あ

日す

よ
と
。

お
も
ひ
く
ら
し
て
。
世よ

に
つ
な
が
る
ゝ
も
。
無む

下げ

に
淺あ
さ

ま
し
か
ら
ず
や
。
有う

待だ
い

の
身ミ

の
。

無む

常し
や
うの
風か
ぜ

に
さ
そ
は
れ
て
。
己お
の

が
様さ
ま

〴
〵
ち
り
行ゆ
く

風ふ

情ぜ
い

。
見
驚お
ど
ろか
ぬ
か
は
。
た
と
ひ
人

き
や
う
お
ほ
い

ひ
た
き



─ 42 ─

」
上
14
ウ
に
ハ
。
木き

の
端は
し

の
や
う
に
。
思お
も

は
る
ゝ
も
。
本も
と

よ
り
す
て
し
浮う
き

世よ

な
れ
ば
。
そ

れ
こ
そ
出
し
ゆ
つ

家け

の
本ほ

意い

な
ら
め
。
何な
に

を
か
患う
れ
へ。
何な
に

を
か
ま
た
ん
や
。
唯た
ゞ

捨す
つ

べ
き
ハ
。
名
ミ
や
う

利り

愛あ
い

執し
う

。
求も
と
むべ
き
ハ
菩ぼ

提だ
い

の
道ミ
ち

な
り
。
然し
か
るに
今い
ま

偶
た
ま
〳
〵

剃て
い

髪ほ
つ

染ぜ
ん

衣ゑ

の
貌す
が
たと
な
る
人
あ
れ
ば
。

世よ

に
狂
き
や
う

氣き

に
や
と
い
へ
る
ハ
。
Ｅこ
れ

な
ん
ぞ
や
。
あ
る
ハ
愚ぐ

癡ち

の
雲く
も

。
心こ
ゝ
ろを
迷ま
よ
はし
て
。

夣ゆ
め

の
世よ

を
實じ
つ

有う

と
と
め
。
あ
る
ハ
恩お
ん

愛あ
い

の
淚な
ん
だ。
眼ま
な
こを
遮
さ
へ
ぎ
り
て。
か
り
の
宿や
ど
りを
。
常
じ
や
う

住ぢ
う

と

お
も
へ
る
よ
り
。
世よ

を
は
な
れ
も
て
行ゆ
く

を
。
そ
し
り
訇
の
ゝ
じ
るな
る
べ
し
。
襍さ
う

譬ぴ

Ｓゆ

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。

道だ
う

俗ぞ
く

相あ
ひ

そ
む
く
ハ
。
自じ

然ね
ん

の
数す
う

な
り
。
道だ
う

の
樂
こ
の
む

処と
こ
ろハ
。
俗ぞ
く

の
嫌
き
ら
ふ

処と
こ
ろ

俗ぞ
く

の
喜
よ
ろ
こ
ぶ

処と
こ
ろハ
．

道だ
う

の
賤
い
や
し
んず
る
処と
こ
ろな
り
と
い
へ
り
。
Ｚま
た

付ふ

法ほ
う

藏ざ
う

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
Ｍも
し

Ｚま
た

人ひ
と

あ
り
て
。
他た

の
出
し
ゆ
つ

家け

せ
ん
と
す
る
を
妨
さ
ま
た
げな
ば
。
此こ
の

人ひ
と

の
罪ざ
い

報は
う

。
常つ
ね

に
Ｃあ
く

道だ
う

に
墮を
ち

。
極き
は

め
て
苦く

痛つ
う

を
う
け
て

後の
ち

人ひ
と

と
生む
ま

」
上
15
オ
る
ゝ
と
も
。
生む
ま
れな
が
ら
。
盲ま
う

目も
く

な
る
べ
し
。
Ｅこ
の

ゆ
へ
に
。
智ち

慧ゑ

あ
る

も
の
ハ
。
人ひ
と

の
出
し
ゆ
つ

家け

せ
ん
と
す
る
を
見
て
ハ
。
勤つ
と
めて
方は
う

便べ
ん

し
。
す
ゝ
め
て
成
じ
や
う

就じ
ゆ

せ
し

む
べ
し
と
い
へ
り
。
又ま
た

出し
ゆ
つ

家け

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
うに
説と
き

給
へ
る
を
。
畧り
や
くし
て
此こ
れ

を
し
る
さ
ば
。
毗び

舎し
や

離り

城じ
や
うに
。
一ひ
と
りの
王わ
う

子じ

有あ
り

。
鞞び

羅ら

羡ゑ
ん

那な

と
な
つ
く
。
佛ほ
と
けの
教お
し
へに
依よ
つ

て
。
臨り
ん

終じ
う

に
一い
ち

日に
ち

出し
ゆ
つ

家け

し
て
。
淨
じ
や
う

戒か
い

を
持た
も
つ。
此こ
の

因い
ん

縁え
ん

に
よ
り
。
命い
の
ちお
は
り
て
。
四
Ｕ
王わ
う

に
生し
や
うじ
。
北ほ
つ

方は
う

毗び

沙し
や

門も
ん

Ｕで
ん

の
子こ

と
生む
ま

れ
。
壽じ
ゆ

命ミ
や
う

五
百ひ
や
く

歳さ
い

。
又ま
た

忉た
う

利り

Ｕて
ん

に
生む
ま

れ
て
。
帝た
い

釋し
や
く

Ｕて
ん

の
子こ

と

な
り
。
ｎじ
ゆ

命ミ
や
う

千
歳ざ
い

。
次つ
ぎ

に
炎ゑ
ん

摩ま

天て
ん

に
生し
や
うじ
て
。
復ま
た

王わ
う

子じ

と
な
り
ｎじ
ゆ

命ミ
や
う

二
千
歳ざ
い

。
Ｚま
た

兜と

率そ
つ

Ｕ
に
生し
や
うじ
て
王わ
う

子じ

と
な
り
。
ｎじ
ゆ

命ミ
や
う

四し

千せ
ん

歳ざ
い

。
次つ
ぎ

に
化け

樂ら
く

Ｕ
に
生む
ま

れ
て
。
ｎじ
ゆ

命ミ
や
う

八
千

歳ざ
い

。
Ｚま
た

他た

化け

自じ

在ざ
い

Ｕて
ん

に
生む
ま

れ
て
。
ｎじ
ゆ

命ミ
や
う

一い
ち

万ま
ん

六ろ
く

千せ
ん

歳ざ
い

。
か
く
の
ご
と
く
に
。
樂
た
の
し
ミを
受う
け

て
六
欲よ
く

Ｕて
ん

を
」
上
15
ウ
徃わ
う

來ら
い

す
る
事こ
と

七し
ち

返へ
ん

。
而し
か

も
短た
ん

命め
い

な
ら
ず
。
一い
ち

日に
ち

の
出
し
ゆ
つ

家け

の
く
ど
く

に
て
二
十
刧こ
う

の
間あ
ひ
だ。
Ｃあ
く

道だ
う

に
を
ち
ず
。
終つ
ゐ

に
Ｚま
た

人に
ん

間げ
ん

に
生む
ま

れ
て
。
戝ざ
い

寳は
う

を
具ぐ

足そ
く

し
。
老お
ひ

に
至い
た
つて
。
世よ

を
い
と
ひ
。
出
し
ゆ
つ

家け

し
て
辟
ひ
や
く

支し

佛ぶ
つ

と
な
り
。
毗び

流る

帝た
い

梨り

と
名な

付づ
け

。
ひ
ろ
く

人に
ん

Ｕで
ん

を
濟さ
い

度ど

す
る
こ
と
。
限か
ぎ
りは
か
り
有あ
る

べ
か
ら
ず
。
此こ
の

因い
ん

縁え
ん

を
も
つ
て
。
出
し
ゆ
つ

家け

の
㓛く

德ど
く

無む

量り
や
う

無む

邊へ
ん

に
し
て
。
た
と
へ
を
な
す
べ
か
ら
ず
。
た
と
へ
ば
四し

Ｕて
ん

下げ

に
み
ち
〳
〵

た
る
羅ら

漢か
ん

を
．
一い
つ

百ひ
や
く

歳さ
い

の
中う
ち

。
心こ
ゝ
ろを
つ
く
し
て
供く

羪や
う

し
。
飲お
ん

⻝じ
き

衣ゑ

服ぶ
く

卧ぐ
わ

具ぐ

醫い

藥や
く

。
乏
と
ぼ
し
き

こ
と
な
く
。
乃な
い

至し

沒も
つ

後ご

に
．
各
お
の
〳
〵

塔た
う

を
建た
て

。
ｋは
な

香か
う

瓔や
う

珞ら
く

を
も
つ
て
。
種し
ゆ

々〴
〵

に
供く

羪や
う

し
。

う
る
処と
こ
ろの
㓛く

德ど
く

よ
り
も
な
を
人ひ
と

あ
り
て
。
𣵀ね

槃は
ん

を
求
も
と
む
るが
為た
め

に
。
一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

出し
ゆ
つ

家け

し
て
。

戒か
い

を
持
た
も
つ

㓛く

德ど
く

勝す
ぐ

れ
た
り
と
と
き
給
へ
り
。
Ｚま
た

大だ
い

縁え
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
一い
ち

日に
ち

」
上
16
オ
一い
ち

夜や

の
出
し
ゆ
つ

家け

を
も
つ
て
の
故ゆ
へ

に
。
二
十
刧こ
う

三
Ｃあ
く

道だ
う

に
を
ち
ず
と
い
へ
り
。
况い
は
んや
一い
つ

生し
や
う

持ぢ

戒か
い

淸し
や
う

淨じ
や
うの
出
し
ゆ
つ

家け

を
や
Ｚま
た

佛ぶ
つ

藏ざ
う

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
一い
つ

心し
ん

に
道だ
う

を
行ぎ
や
うし
。
法ほ
う

行ぎ
や
うに
隨
し
た
が
ふべ
し
。
衣ゑ

⻝じ
き

を

念ね
ん

ず
る
事
な
か
れ
。
如に
よ

來ら
い

白び
や
く

毫が
う

相さ
う

の
一い
ち

Ｘぶ
ん

を
。
諸
も
ろ
〳
〵の
末ま
つ

代だ
い

一い
つ

切さ
い

出し
ゆ
つ

家け

の
Ｎで

子し

に
殘の
こ

し
あ
た
へ
給た
ま

へ
る
に
。
Ｚ

盡つ
く
る

事こ
と

な
し
と
い
へ
り
。
佛ぶ
つ

慈じ

の
深じ
ん

恩お
ん

あ
り
が
た
か
ら
ず
や
。

Ｚま
た

大だ
い

集じ
つ

Ｉ
き
や
うに
。
重ぢ
う

々〳
〵

の
寳た
か
らの
Ｓ
た
と
へあ
り
。
金こ
ん

銀〴
〵

等と
う

の
な
き
Ｑと
き

ハ
．
白な
ま

錫り

ま
で
を
寳た
か
らと
す
．

得と
く

道だ
う

の
人ひ
と

な
く
。
乃な
い

至し

持ぢ

戒か
い

破は

戒か
い

も
。
な
き
Ｑと
き

ハ
。
髪か
ミ

を
剃そ
り

袈け

裟さ

の
片
か
た
ハ
しを
も
着き

て
。

僧そ
う

の
容か
た
ちな
ら
ん
を
ば
．
供く

羪や
う

す
べ
し
。
繋け

縛ば
く

し
殺せ
つ

害が
い

す
へ
か
ら
ず
と
云う
ん

〻〳
〵

Ｚま
た

十じ
う

輪り
ん

Ｉ
ぎ
や
う

に
云い
は
く。
破は

戒か
い

の
諸
も
ろ
〳
〵の
比び

丘く

ハ
。
尚な
を

諸
も
ろ
〳
〵の
外げ

道だ
う

に
勝ま
さ

れ
り
。
出
し
ゆ
つ

家け

の
科と
が

を
い
ふ
ハ
。

Ｍ
も
し
くハ
破は

戒か
い

に
も
あ
れ
。
持ぢ

戒か
い

」
上
16
ウ
に
も
あ
れ
。
Ｍ
も
し
くハ
有う

戒か
い

無む

戒か
い

。
Ｍ
も
し
くハ
科と
が

あ
り
科
無な
き

に
も
。
譏
そ
し
り

云い
へ
るも
の
ハ
。
万ま
ん

億お
く

の
佛ほ
と
けの
身ミ

よ
り
。
血ち

を
出い
だ

す
に
過す
ぎ

た
り
と
。
太た
い

賢げ
ん

こ
れ

を
判は
ん

じ
て
云い
は
く。
梵ぼ
ん

網ま
う

Ｉ
き
や
う

の

古こ

跡し
や
く

に
出い
づ

佛
の
身ミ

よ
り
血
を
出い
だ

す
ハ
。
己お
の

が
過と
が

ハ
大お
ほ
いな
れ
ど
も
。
他た

の
道た
う

を
さ
ふ
る
事
な
し
。
僧そ
う

の
科と
が

を
云い
ふ

Ｑと
き

ハ
。
多お
ほ
くの
人
の
信し
ん

心〴
〵

を
破や
ぶ
り。
か
れ
が
煩ぼ
ん

悩な
う

を
生し
や
うじ

て
。
聖
し
や
う

道た
う

を
さ
ふ
る
ゆ
へ
に
。
其そ
の

過と
が

大お
ほ
いな
り
と
い
へ
り
。
故
か
る
が
ゆ
へに
律リ
つ

の
中な
か

に
も
。
僧そ
う

ハ
栴せ
ん

檀だ
ん

に
し
て
。
蒺し
つ

ｈり

な
り
と
い
へ
り
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
。
德と
く

を
見
て
是こ
れ

を
あ
が
む

れ
ば
。
栴せ
ん

檀だ
ん

の
ご
と
く
妙た
へ

に
。
過と
が

を
見
て
こ
れ
を
謗そ
し
れハ
。
蒺し
つ

ｈり

の
ご
と
く
身ミ

を
破や
ぶ
ると
也な
り

。

故
か
る
が
ゆ
へ
に

Ｚま
た

賢げ
ん

愚ぐ

Ｉ
ぎ
や
うの
中な
か

に
ハ
。
破は

戒か
い

の
比び

丘く

の
盲ま
う

目も
く

な
ら
ん
が
。
妻つ
ま

に
手て

を
ひ
か
れ
。

子こ

を
抱い
だ
ひて
．
酒さ
か

家や

よ
り
。
酒さ
か

家や

へ
い
た
ら
ん
を
も
。
舎し
や

利り

弗ほ
つ

目も
く

連れ
ん

の
ご
と
く
敬う
や
まは
ゞ
。

福ふ
く

を
う
べ
し
と
云い
へ

り
。
い
か
に
」
上
17
オ
况い
は
んや
。
內な
い

外げ

正た
ゞ

し
き
僧そ
う

を
供く

羪や
う

し
尊そ
ん

重ぢ
う

せ
ん
を

や
。
其そ
の

㓛く

德ど
く

深じ
ん

遠を
ん

な
る
べ
し

八　

報は
う

恩お
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
佛ほ
と
けハ
法ほ
う

を
以
も
つ
て

師し

と
す
。
佛ほ
と
けハ
法ほ
う

よ
り
生し
や
うず
。
こ
の
ゆ
へ
に
。

む
ぐ
ら
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法ほ
う

ハ
是こ
れ

佛ほ
と
けの
毋は
ゝ

也な
り

。
佛ほ
と
けハ
法ほ
う

に
依よ
つ

て
住ぢ
う

し
給
へ
り
。
し
か
ら
バ
三
寳は
う

の
中な
か

に
を
い
て
。

な
ん
ぞ
法ほ
う

を
も
つ
て
．
は
じ
め
と
せ
ざ
る
や
。
佛ほ
と
けの
の
た
ま
は
く
。
法ほ
う

ハ
是こ
れ

佛ほ
と
けの
師し

也な
り

と
い
へ
ど
も
。
然し
か

れ
ど
も
。
佛
に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
ひ
ろ
ま
る
事
な
し
。
道ミ
ち

ハ
人
の
ひ

ろ
む
る
に
よ
る
。
こ
の
ゆ
へ
に
佛ほ
と
けハ
先さ
き

。
法ほ
う

ハ
後の
ち

な
り

九　

三
寳ば
う

に
帰き

依ゑ

す
る
㓛く

德ど
く

を
い
は
ゞ
。
希け

有う

校け
う

量り
や
う

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
爾そ
の

時と
き

長ち
や
う

老ら
う

阿あ

難な
ん

。
佛ほ
と
けに
ま
う
さ
く
。
Ｍも
し

善ぜ
ん

男な
ん

子し

善ぜ
ん

女に
よ

人に
ん

あ
り
て
。
よ
く
か
く
の
こ
と
く
い
は
ん
。

歸き

依ゑ

佛ぶ
つ

。
歸
依
法ほ
う

。
歸き

依ゑ

僧そ
う

と
。」
上
17
ウ
い
く
そ
ば
く
の
㓛く

德ど
く

を
か
得
ん
。
我わ
れ

實じ
つ

に
い

ま
だ
さ
と
ら
ず
。
唯た
ゞ

願
ね
が
は
くハ
Ｘふ
ん

别べ
つ

し
。
の
べ
と
き
給
ひ
。
諸
も
ろ
〳
〵の
衆し
ゆ

生じ
や
うを
し
て
。
正
し
や
う

知ち

見け
ん

を
得
せ
し
め
給
へ
。
Ｑと
き

に
世せ

尊そ
ん

阿あ

難な
ん

に
告つ
げ

て
曰
の
た
ま
ハ
く
．
諦
あ
き
ら
か
に

聽き
ゝ

。
善よ
く

こ
れ
を
思お
も

ひ
Ｗね
ん

ぜ
よ
。
我わ
れ

汝な
ん
ぢが
為た
め

に
Ｘふ
ん

别べ
つ

し
説と
く

べ
し
。
た
と
ひ
閻え
ん

浮ぶ

提だ
い

に
ミ
ち
た
る
須し
ゆ

陀だ

洹お
ん

の
人ひ
と

を
。

善ぜ
ん

男な
ん

子し

善ぜ
ん

女に
よ

人に
ん

あ
つ
て
。
一い
つ

百ひ
や
く

年ね
ん

を
ミ
て
ゝ
。
世せ

間け
ん

一い
つ

Ｑさ
い

あ
ら
ゆ
る
寳た
か
らを
も
つ
て
。

こ
と
〴
〵
く
施
ほ
ど
こ
しあ
た
へ
。
Ｚ
飲お
ん

⻝じ
き

衣ゑ

服ぶ
く

卧ぐ
わ

具ぐ

醫い

藥や
く

を
も
つ
て
供く

羪や
う

し
。
乃な
い

至し

滅め
つ

度ど

の

後の
ち

。
そ
の
舎し
や

利り

を
と
つ
て
。
七し
つ

寳は
う

の
塔た
う

を
立た
て

て
。
存ぞ
ん

生じ
や
うの
Ｑと
き

の
如ご
と
くに
供
羪
せ
ん
よ
り
。

善ぜ
ん

男な
ん

子し

善ぜ
ん

女に
よ

人に
ん

あ
つ
て
。
真し
ん

實じ
つ

淸し
や
う

淨〴
〵

な
る
心こ
ゝ
ろを
以も
つ
て。
我わ
れ

今い
ま

佛ぶ
つ

法ほ
う

僧そ
う

に
帰き

依ゑ

す
と
云い
は
ん。

そ
の
う
る
処と
こ
ろの
㓛く

德ど
く

。
彼か
の

供
羪
の
福ふ
く

德と
く

に
く
ら
ぶ
る
に
。
供く

羪や
う

の
福ふ
く

德と
く

ハ
少
す
く
な
うし
て
。

百ひ
や
く

Ｘぶ
ん

に
し
て
」
上
18
オ
一い
ち

に
も
お
よ
ば
ず
。
千
Ｘぶ
ん

万
Ｘ
乃な
い

至し

か
す
た
と
へ
も
及
お
よ
ぶ

事こ
と

。
あ

た
は
ざ
る
処
と
こ
ろ

也
。
又
ハ
西さ
い

瞿ぐ

陀だ

尼に

に
み
ち
た
る
。
斯し

陀だ

含ご
ん

の
人
を
。
二
百
年
を
み

て
ゝ
。
前ま
へ

の
ご
と
く
供く

羪や
う

す
る
と
も
。
Ｚ
及お
よ
ぶへ
か
ら
ず
。
た
と
ひ
。
東と
う

弗ふ
つ

婆ば

提だ
い

に
ミ

ち
た
る
阿あ

那な

含ご
ん

の
人
ヲ
。
三
百
年
を
ミ
て
ゝ
。
ま
へ
の
ご
と
く
に
供
羪
す
る
と
も
。
Ｚ

及
ば
ざ
る
処
と
こ
ろ

也
．
た
と
ひ
北ほ
つ

方は
う

欝う
つ

單た
ん

越を
つ

に
み
ち
た
る
阿あ

羅ら

漢か
ん

を
。
四
百
年ね
ん

み
て
ゝ
。

前ま
へ

の
如ご
と
くに
供
羪
す
と
も
。
Ｚ
及お
よ
ばざ
る
処
と
こ
ろ

也
。
た
と
ひ
四し

天て
ん

下げ

に
ミ
ち
た
る
。
辟
ひ
や
く

支し

佛ぶ
つ

を
十
千
年
を
み
て
ゝ
。
前ま
へ

の
ご
と
く
供く

羪や
う

す
と
も
。
及
ざ
る
処
な
り
。
た
と
ひ
三
千
大

千
世せ

界か
い

に
ａみ
ち

た
る
諸し
よ

佛ぶ
つ

如に
よ

來ら
い

を
。
Ｍも
し

善ぜ
ん

男な
ん

子し

善ぜ
ん

女に
よ

人に
ん

有あ
つ

て
。
二
萬ま
ん

歳ざ
い

の
中う
ち

。
前ま
へ

の
ご
と

く
供
羪
せ
ん
。
無む

量り
や
う

無
ｕへ
ん

の
か
ぞ
へ
は
か
り
難が
た

き
。
福ふ
く

德と
く

を
得う

る
と
い
ふ
共
。
な
を

人
有
て
。
淳じ
ゆ
ん

信し
ん

淸し
や
う

淨〴
〵

の
心
を
」
上
18
ウ
も
つ
て
い
は
ん
。
我わ
れ

今い
ま

佛ほ
と
けに
帰き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つり
。

法ほ
う

に
帰き

依ゑ

し
奉
り
。
僧そ
う

に
帰
依
し
奉
た
て
ま
つる
と
。
そ
の
う
る
処と
こ
ろの
㓛く

德ど
く

ま
へ
に
ま
さ
れ
る

事
。
百
ひ
や
く

倍ば
い

千
倍
万
倍
か
ぞ
へ
か
ぞ
ふ
べ
か
ら
ず
。
Ｊご
ん

説ぜ
つ

た
と
へ
も
。
及
お
よ
ぶ

事こ
と

あ
た
は
ず
。

佛ほ
と
け

Ｚ
阿あ

難な
ん

に
告つ
げ

た
ま
は
く
。
Ｍも
し

人ひ
と

あ
り
て
。
よ
く
佛
に
帰き

依ゑ

し
を
は
り
。
法ほ
う

に
帰
依

し
を
は
り
。
僧そ
う

に
帰き

依ゑ

し
を
は
り
。
乃な
い

至し

彈つ
ま
は

指じ
き

す
る
間あ
い
たも
。
能よ
く

十
善せ
ん

戒か
い

を
Ｂう
け

。
う
け

を
は
り
て
修し
ゆ

行ぎ
や
うせ
ん
。
Ｅこ
の

因い
ん

縁え
ん

を
も
つ
て
。
無む

量り
や
う

無む

邊へ
ん

の
㓛く

德ど
く

を
え
ん
．
Ｍも
し

Ｚ
人
あ

り
て
。
能よ
く

一
日
一
夜や

八
齋さ
い

戒か
い

を
持た
も
ちを
は
つ
て
．
説せ
つ

の
ご
と
く
修し
ゆ

行ぎ
や
うせ
ん
う
る
処と
こ
ろの
㓛く

德ど
く

。
ま
へ
の
福ふ
く

德と
く

に
勝ま
さ

れ
る
事こ
と

。
千
倍ば
い

万
倍
百
千
万
倍ば
い

に
し
て
。
乃な
い

至し

か
ず
た
と
へ
も

及お
よ
ぶこ
と
。
あ
た
は
ざ
る
処
と
こ
ろ

也な
り

。
Ｍも
し

ま
た
。」
上
19
オ
五
戒か
い

を
Ｂう
け

持た
も
ち

身ミ

を
を
は
る
ま
で
。

如に
よ

説せ
つ

に
修し
ゆ

行ぎ
や
うせ
ん
。
う
る
処と
こ
ろの
㓛く

德ど
く

。
ま
へ
の
福ふ
く

德と
く

に
勝ま
さ

れ
る
事
。
百
倍ば
い

千
倍
万
倍

億お
く

倍
に
し
て
。
數か
す

も
Ｓ
た
と
へも
能よ
く

し
り
及お
よ
ぼさ
ず
。
Ｍも
し

Ｚま
た

人ひ
と

あ
つ
て
。
沙し
や

弥ミ

戒か
い

沙し
や

弥ミ

尼に

戒か
い

を
う

け
ん
。
そ
の
㓛く

徳ど
く

Ｚ
前ま
へ

に
勝ま
さ

れ
り
。
Ｍ
Ｚ
人
有
て
。
式し
き

叉し
や

摩ま

那な

戒か
い

を
う
け
ん
。
Ｚま
た

前ま
へ

に

勝ま
さ

れ
り
。
Ｍ
Ｚ
人
有
て
。
比び

丘く

尼に

大だ
い

戒か
い

を
う
け
ん
。
又
前
に
勝ま
さ

れ
り
。
Ｍ
Ｚ
人
あ
り
て
。

身ミ

を
終お
は
るま
で
。
大だ
い

比び

丘く

戒か
い

を
受う
け

て
。
修し
ゆ

行ぎ
や
うか
け
ざ
ら
ん
。
Ｚま
た

前ま
へ

に
勝ま
さ

れ
り
と
云う
ん

〻〳
〵

。

Ｚま
た

善ぜ
ん

生し
や
う

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
Ｍも
し

人
三
皈き

依ゑ

を
Ｂう
け

ん
。
得う

る
処と
こ
ろの
果く
わ

報は
う

極き
は
めつ
く
す
べ
か
ら
ず
。
四よ
つ

の
大お
ほ
きな
る
藏く
ら

の
寳た
か
らを
。
一い
ち

國こ
く

の
人に
ん

ｅミ
ん

。
七し
ち

年ね
ん

の
う
ち
。
運は
こ

び
出い
だ

し
て
つ
き
ざ
る
も
。
三

皈き

を
受う
く

る
も
の
ハ
。
其そ
の

福ふ
く

是こ
れ

に
過す
く

。
あ
げ
て
か
ぞ
ふ
へ
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
法ほ
つ

句く

Ｓゆ

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
帝た
い

釋し
や
く

福ふ
く

力り
き

尽つ
き

て
。
驢ろ

馬ば

の
」
上
19
ウ
腹は
ら

に
入い
れ

共ど
も

。
三
皈き

戒か
い

を
Ｂう
け

持た
も
つ

㓛く

德ど
く

に
依よ
つ

て
。
又
も
と
の
身ミ

に
帰か
へ

り
給
へ
り
。
舊く

集し
ゆ

比ひ

Ｓゆ

Ｉ
ぎ
や
う
※
集し
う

の
字じ

襍だ
つ

の

字じ

な
る
べ
き
か
に
と
き
給
ふ
。
忉た
う

利り

Ｕて
ん

人に
ん

ハ
。
毋も

猪ち
よ

の
胎た
い

に
宿や
ど

ら
ん
と
す
れ
ど
も
。
三
皈き

の
㓛く

德ど
く

に
よ
つ
て
。
Ｅこ
れ

を
の
が
る
不ふ

可か

思し

議ぎ

甚じ
ん

深じ
ん

の
三
寳ば
う

力り
き

。
凢ぼ
ん

慮り
よ

の
は
か
る
処と
こ
ろに
非あ
ら

ず
。
唯た
ゞ

仰あ
ふ
ひで
信し
ん

ず
べ
し
。
Ｚ
阿あ

育い
く

王わ
う

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
四
祖そ

の
優う

婆ば

毱き
く

多た

尊そ
ん

者じ
や

の
Ｑと
き

。
波は

旬じ
ゆ
ん

來き
た
つて
。
説せ
つ

法は
う

の
障
し
や
う

碍げ

を
な
す
。

尊そ
ん

者じ
や

人ひ
と

と
狗い
ぬ

と
虵へ
び

と
の
三ミ
つ

の
屍
し
か
ば
ねを
と
つ
て
。
神じ
ん

変べ
ん

を
も
つ
て
。
化
し
て
ｋけ

鬘ま
ん

と
な
し
。

す
な
ほ
ま
こ
と

ゐ
は
ゝ
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波は

旬じ
ゆ
んに
あ
た
ふ
。
波
旬
大お
ほ
きに
喜
よ
ろ
こ
びて
。
頭つ
う
べを
の
べ
て
こ
れ
を
Ｂう
く

。
即
す
な
は
ち

首く
び

に
掛か
け

ら
れ
て

後の
ち

。
も
と
の
屍
し
か
ば
ねと
な
り
。
甚
は
な
は
だ

臭く
さ
うし
て
。
蛆う
ぢ

わ
け
り
。
波
旬
驚
お
ど
ろ
き

嫌き
ら

ひ
て
。
己お
の

が
神し
ん

変べ
ん

を
つ
く
せ
ど
も
。
は
な
れ
ず
。
即
す
な
は
ち

六
欲よ
く

Ｕて
ん

に
上の
ぼ
つて
。
も
ろ
〳
〵
の
Ｕて
ん

主し
ゆ

に
つ
ぐ
。

Ｚ
梵ほ
ん

王わ
う

に
い
た
つ
て
。
と
き
ゆ
る
さ
れ
ん
」
上
20
オ
こ
と
を
も
と
む
。
各
お
の
〳
〵い
へ
ら
く
。

如に
よ

來ら
い

十じ
う

力り
き

の
Ｎで

子し

の
な
す
と
こ
ろ
の
神じ
ん

変ぺ
ん

力り
き

也な
り

。
我わ
が

輩
と
も
が
らな
ん
ぞ
よ
く
。
こ
れ
を
と
か

ん
。
波ば

旬じ
ゆ
んの
云い
は
く。
然し
か

ら
バ
即
す
な
は
ちい
か
ん
し
て
可か

な
ら
ん
や
。
梵ぼ
ん

王わ
う

の
云い
は
く。
汝
な
ん
ぢ

尊そ
ん

者じ
や

に
謝し
や

せ
よ
。
地ぢ

に
依よ
つ

て
た
ふ
る
ゝ
も
の
ハ
。
地ち

に
よ
つ
て
起お
く

る
が
ご
と
し
と
。
波は

旬じ
ゆ
んお
し

へ
の
ご
と
く
に
。
尊そ
ん

者じ
や

の
処と
こ
ろに
來き
た

り
悲か
な
しミ
て
懴さ
ん

悔け

す
。
尊そ
ん

者じ
や

の
云い
は
く。
汝
な
ん
ぢ

今い
ま

よ
り
。
如に
よ

來ら
い

の
正
し
や
う

法ほ
う

に
を
い
て
。
更さ
ら

に
害か
い

を
な
す
ま
し
き
や
。
波は

旬じ
ゆ
んの
云い
は
く。
我わ
れ

誓ち
か
つて
佛ぶ
つ

道だ
う

に
Ｙゑ

向か
う

す
。
永
な
が
く

不ふ

善せ
ん

を
た
ゝ
ん
と
。
尊
者
の
云い
は
く。
Ｍも
し

然
し
か
ら
バ。
汝
な
ん
ぢ

口く
ち

に
自
ミ
づ
か
ら

唱と
な
へて
。
三
寳ば
う

に

帰き

依ゑ

す
と
い
ふ
べ
し
。
魔ま

王わ
う

合が
つ

掌し
や
うし
て
。
三
た
び
三
帰き

を
唱と
な

ふ
れ
ハ
頸く
ひ

の
屍
し
か
ば
ね

即そ
く

時じ

に

落お
つ

と
い
へ
り
。
Ｚ
五
燈と
う

會ゑ

元け
ん

に
の
す
。
第だ
い

十
二
祖そ

。
馬め

鳴め
う

大だ
い

士じ

。
説せ
つ

法ほ
う

し
給
へ
り
。

一ひ
と
つの
小
ち
い
さ
き

虫む
し

あ
り
。
大お
ほ
きさ
蟭□

螟□

の
ご
と
し
。
形か
た
ちを
𫝶ざ

」
上
20
ウ
下げ

に
ひ
そ
む
。
大だ
い

士じ

手て

を

も
つ
て
。
こ
れ
を
と
り
。
衆し
ゆ

に
示し
め

し
て
云い
は
く。
斯こ
れ

乃
す
な
は
ち

魔ま

の
変へ
ん

ず
る
処
と
こ
ろ

也な
り

。
我わ
が

法ほ
う

を
ぬ

す
ミ
Ｙき
く

の
ミ
。
乃い
ま
しこ
れ
を
は
な
ち
て
去さ
ら

し
む
る
に
。
動
う
ご
く

事こ
と

あ
た
は
ず
。
大だ
い

士じ

こ
れ
に

告つ
げ

て
云い
は
く。
汝
な
ん
ぢ

只た
ゞ

三
寳ば
う

に
帰き

依ゑ

せ
ば
。
神じ
ん

通づ
う

を
え
ん
と
。
こ
ゝ
に
を
い
て
三
帰き

を
唱と
な
ふれ

ば
。
つ
ゐ
に
も
と
の
か
た
ち
と
な
り
て
。
作さ

禮ら
い

懴さ
ん

悔げ

す
。
大だ
い

士じ

と
ふ
て
云い
は
く。
汝
な
ん
ぢ

誰た
れ

と

か
す
る
。
眷け
ん

属ぞ
く

い
か
程ほ
ど

か
あ
る
。
對
こ
た
へ
て

云い
は
く。
我わ
れ

を
迦か

毗び

摩も

羅ら

と
名な

づ
け
。
三
千
の
眷け
ん

属ぞ
く

あ
り
と
。
遂つ
ゐ

に
信し
ん

心〴
〵

を
發を
こ

し
弟で

子し

と
な
り
て
道だ
う

を
得え

。
第だ
い

十
三
祖そ

と
な
り
給
ふ
と
い
へ

り
。
こ
れ
ミ
な
。
大だ
い

力り
き

神じ
ん

變べ
ん

の
魔ま

王わ
う

だ
に
。
三
歸き

の
力ち
か
らに
依よ
つ

て
。
う
し
な
へ
る
神じ
ん

通づ
う

を

得え

た
り
き
。
况い
は
んや
真し
ん

實じ
つ

正し
や
う

Ｗね
ん

に
こ
れ
を
Ｂう
け

持
た
も
た
んを
や
。
Ｚま
た

處し
よ

胎た
い

Ｉ
ぎ
や
うに
説と
き

給
へ
る
。
佛
ほ
と
け

弥ミ

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

に
告つ
げ

給た
ま

は
く
。
汝な
ん
ぢが
お
し
ゆ
る
処と
こ
ろの
三
會ゑ

」
上
21
オ
の
人ひ
と

ハ
Ｅこ
れ

我わ
が

先さ
き

に
化け

度ど

す

る
処と
こ
ろ。
九
十
六
億お
く

の
人ひ
と

ハ
。
我わ
が

五
戒か
い

を
う
く
る
も
の
也な
り

。
次つ
ぎ

に
こ
れ
九
十
二
億お
く

の
人ひ
と

ハ

三
帰き

を
Ｂ
う
く
るも
の
な
り
。
一ひ
と

度た
び

南な

無む

佛ぶ
つ

と
唱
と
な
ふ
るも
。
皆ミ
な

佛ぶ
つ

道だ
う

を
成じ
や
うず
る
事
を
得え

ん
と
説と
き

給

へ
り
。
Ｚま
た

悲ひ

ｋけ

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
そ
の
Ｑと
き

彼か
の

諸
も
ろ
〳
〵の
衆し
ゆ

主じ
や
うに
告つ
げ

た
ま
は
く
。
汝
な
ん
ぢ

今い
ま

南な

無む

佛ぶ
つ

南な

無む

法ほ
う

南な

無
僧そ
う

と
と
な
へ
よ
。
こ
の
縁え
ん

を
も
つ
て
の
故ゆ
へ

に
。
常つ
ね

に
快け

樂ら
く

を
う
べ
し
と
。
そ

の
Ｑと
き

衆し
ゆ

生じ
や
う

長ち
や
う

跪き

叉し
や

手す

し
て
。
佛ほ
と
けの
お
し
へ
に
隨し
た
がひ
。
南
無
佛ぶ
つ

南
無
法ほ
う

南
無
僧そ
う

と
唱と
な
へぬ
。

此こ
の

諸
も
ろ
〳
〵の
衆し
ゆ

生じ
や
う。
此こ
の

善ぜ
ん

根ご
ん

の
因い
ん

縁え
ん

を
も
つ
て
。
命い
の
ちを
は
り
て
。
或あ
る
ひハ
天て
ん

上じ
や
うに
生し
や
うじ
。

或あ
る
ひハ
人に
ん

中ぢ
う

に
生し
や
うず
。
Ｍも
し

衆し
ゆ

生じ
や
うの
寒か
ん

の
地ぢ

獄ご
く

に
あ
る
ハ
。
此こ
の

Ｑと
き

心こ
ゝ
ろ

柔に
う

輭な
ん

に
し
て
。
燸な
ん

風ふ
う

來き
た
つて
そ
の
身ミ

に
ふ
れ
。
乃な
い

至し

Ｕて
ん

人に
ん

の
中な
か

に
生し
や
うず
と
い
へ
り
Ｚ

正し
や
う

法ぼ
う

念ね
ん

處し
よ

Ｉ
ぎ
や
うに
ハ
。
三

帰き

戒か
い

を
Ｂう
け

た
る
」
上
21
ウ
も
の
ハ
。
地ぢ

獄ご
く

餓が

Ｚき

畜ち
く

生し
や
う

道だ
う

に
落を
ち

ず
と
い
へ
り
。
凢
を
よ
そ

Ｉ
き
や
う

論ろ
ん

に

載の
す
る

処と
こ
ろの
三
帰き

の
㓛く

德ど
く

。
勝あ
げ

て
Ｇき

す
べ
か
ら
ず
。
こ
ゝ
に
ハ
。
其そ
の

大た
い

略り
や
くを
あ
ぐ
る
而の

已ミ

十　

三
歸き

を
Ｂう
け

授
さ
づ
く
る

法ほ
う

い
か
ん
。
云
い
は
く

師し

よ
り
Ｂ
う
く
るを
從じ
う

他た

と
い
へ
り
。
智ち

度ど

論ろ
ん

に
依よ
る

に
。
正ま
さ

に
三
歸き

を
Ｂう
け

ん
と
す
る
Ｑと
き

。
威い

儀ぎ

を
調
と
ゝ
の
へ。
出
し
ゆ
つ

家け

の
人ひ
と

の
前ま
へ

に
至い
た

る
。
戒か
い

師し

為た
め

に
善ぜ
ん

Ｃあ
く

因い
ん

果ぐ
わ

の
Ｔし
や

别べ
つ

を
と
ひ
て
。
そ
の
人ひ
と

を
し
て
Ｃあ
く

心し
ん

を
捨す
て

。
善ぜ
ん

心し
ん

を
生し
や
うぜ
し
め
。

而し
か
うし
て
懴さ
ん

悔げ

を
な
さ
し
め
。
授さ
づ
けて
云う
ん

々〳
〵
律り
つ

法ほ
う

な
れ
ば
。
こ
れ
を
略り
や
く

し
て
。
あ
ら
は
に
委
く
わ
し
く

こ
れ
を
し
る
さ
ず
。

冀
こ
ひ
ね
が
ハ
く

ハ
善ぜ
ん

信し
ん

の
男な
ん

女に
よ

。
戒か
い

師し

を
請し
や
う

じ
て
。
其そ
の

教お
し
へ

に
随し
た
が

は
ん
事こ
と

を

Ｚま
た

戒か
い

師し

な
き
Ｑと
き

。
佛ほ
と
けよ
り
自
ミ
づ
か
ら

Ｂ
う
く
る

法ほ
う

あ
り
。
こ
れ
を
自じ

誓せ
い

と
名な

づ
く
。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に

云い
は
く

自
ミ
づ
か
ら

Ｂ
う
く
る

法ほ
う

ハ
。
佛ぶ
つ

像ざ
う

の
前ま
へ

に
向む
か
つて
。
懴さ
ん

悔げ

し
畢を
は
つて
。
善ぜ
ん

願ぐ
わ
んを
發お
こ

し
。
佛ほ
と
けよ
り
Ｂう
け

て
云い
は
く。
我わ
れ
名な

を
い

ふ
べ
し
ｎ
い
の
ちを
は
る
ま
で
。
佛ぶ
つ

に
歸き

」
上
22
オ
依ゑ

し
奉
た
て
ま
つり
。
法ほ
う

に
歸き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つり
。

僧そ
う

に
歸き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つる
。
か
く
の
ご
と
く
に

三
べ
ん
と
な
へ
よ

而
し
か
う
し
て

Ｚま
た

我わ
れ
名な

を
い

ふ
べ
し
ｎ
い
の
ちを
お
は
る
ま
で
。
佛ぶ
つ

に
歸き

依ゑ

し

竟
を
は
れ
り。
法ほ
う

に
歸き

依ゑ

し
竟
を
は
れ
り。
僧そ
う

に
歸き

依ゑ

し
竟
を
は
れ
りと
。
三
返べ
ん

と
な
ふ
べ
し
こ
れ
を

三
結け
つ

と
名
づ
く
と
い
へ
り
至し

心し
ん

に
納な
つ

得と
く

し
禮ら
い

拜は
い

す
べ
し

十
一　

法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
毗び

尼に

毋も

論ろ
ん

を
引ひ
ゝ

て
云い
は
く。
三
歸き

に
五
種し
ゆ

有あ
り

。
一ひ
と
つに
ハ
翻ほ
ん

邪じ
や

の
三
歸き

。

二ふ
た
つに
ハ
五
戒か
い

の
三
歸き

。
三
に
ハ
八
戒か
い

の
三
歸き

。
四よ
つ

に
ハ
十
戒か
い

の
三
歸
。
五い
つ
ゝに
ハ
大だ
い

戒か
い

の
三
帰
是こ
れ

な
り
。
翻ほ
ん

邪じ
や

の
三
帰
と
云い
へ
るハ
。
其そ
の

人ひ
と

外げ

道だ
う

の
邪じ
や

法ほ
う

を
信し
ん

ず
る
事こ
と

久
ひ
さ
し
うし
て
。

は
じ
め
て
發ほ
つ

心し
ん

し
。
正
し
や
う

法ぼ
う

に
帰き

依ゑ

す
る
に
ハ
。
先ま
づ

三
帰
を
授さ
づ
けて
。
其そ
の

上う
へ

に
て
。
懴さ
ん

悔げ
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せ
し
む
べ
し
。
こ
れ
を
飜ほ
ん

邪じ
や

の
三
帰
と
い
へ
り
飜ほ
ん

邪じ
や

と
ハ
。
よ
こ
し
ま
な
る
を

ひ
る
が
へ
す
と
の
こ
ゝ
ろ
な
り
Ｍも
し

Ｚま
た

久
ひ
さ
し
く

佛ぶ
つ

道だ
う

を

信し
ん

ず
る
人ひ
と

に
ハ
。」
上
22
ウ
先ま
づ

懴さ
ん

悔げ

せ
し
め
て
。
扨さ
て

三
歸き

を
授さ
づ
け。
五
戒か
い

八
戒か
い

十
戒か
い

等と
う

を
授
さ
づ
く

べ
し
。
是こ
れ

則
す
な
は
ち

五
戒か
い

八
戒か
い

。
乃な
い

至し

大だ
い

戒か
い

の
三
帰き

と
い
へ
り
。
薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
。
先ま
づ

三
帰き

を

Ｂう
け

ず
し
て
ハ
。
五
戒か
い

八
戒か
い

等と
う

を
Ｂ
う
く
る

事こ
と

成じ
や
うぜ
ず
と
い
へ
り
。
然し
か

れ
ば
三
帰き

ハ
諸し
よ

戒か
い

の
初
は
じ
め

也な
り

。
十
二　

薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
問と
ふ

て
い
は
く
。
佛ぶ
つ

法ほ
う

の
境
き
や
う

界が
い

ハ
。
塵じ
ん

沙じ
や

無む

量り
や
う

也な
り

。
な
ん
が
故ゆ
へ

ぞ
。

但た
ゞ

三
寳ば
う

と
説と
ひ

て
。
増ま
さ

ず
減へ
ら

さ
ゞ
る
や
。
答
こ
た
へ
て

云い
は
く。
Ｍも
し

三さ
ん

を
は
い
し
て
。
境き
や
うに
隨
し
た
が
へハ
。

境き
や
う

塵じ
ん

沙じ
や

を
Ｘわ
か

つ
。
境き
や
うを
は
い
し
て
。
三さ
ん

に
隨し
た
がへ
ハ
。
三
帰き

に
お
さ
め
つ
く
し
て
。
法ほ
う

界か
い

に
兼か
ね

通つ
う

ず
と
い
へ
り

十
三　

大だ
い

集じ
つ

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
妊
は
ら
め
る

女に
よ

人に
ん

。
胎た
い

の
や
す
か
ら
ざ
る
亊こ
と

を
Ｄを
そ

れ
て
。
先ま
づ

三
皈き

を
Ｂう
け

を
は
る
Ｑと
き

ハ
。
児こ

害
そ
こ
な
はる
ゝ
事こ
と

な
く
。
乃な
い

至し

生む
ま

れ
て
」
上
23
オ
後の
ち

も
。
身し
ん

心〴
〵

具ぐ

足そ
く

し
て
。

善ぜ
ん

神じ
ん

擁お
う

護ご

す
と
云い
へ
り。
𫝆い
ま

世せ

間け
ん

親
ま
の
あ
た
り

證せ
う

拠こ

多お
ほ

し

十
四　

梵ぼ
ん

網ま
う

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
佛ぶ
つ

弟で

子し

た
る
も
の
ハ
。
大だ
い

慈じ

悲ひ

心し
ん

を
起お
こ

す
べ
し
。
Ｍも
し

く
ハ
。

一い
つ

Ｑさ
い

の
城じ
や
う

邑お
う

舎し
や

宅た
く

に
入い
つ

て
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
衆し
ゆ

生じ
や
うを
見
て
ハ
。
唱と
な

へ
て
い
ふ
べ
し
。
汝
な
ん
ぢ

等ら

衆し
ゆ

生じ
や
うこ
と
〴
〵
く
。
三
帰き

十
戒か
い

を
う
く
べ
し
。
牛ご

馬め

猪ち
よ

羊よ
う

の
類た
ぐ
ひを
見
て
も
。
と
な
へ

て
云い
ふ

べ
し
。
汝
な
ん
ぢ
ハ

是こ
れ

畜ち
く

生し
や
うな
り
と
も
。
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

を
を
こ
す
べ
し
と
云い
へ
り。
蓋
け
だ
し

是こ
れ

其そ
の

Ｊこ
と

葉ば

通つ
う

ぜ
ず
と
い
へ
ど
も
。
聲こ
ゑ

毛も
う

孔く

の
中う
ち

よ
り
入い
つ

て
。
自し

然ぜ
ん

と
業こ
つ

障し
や
うを
轉て
ん

じ
。
Ｃあ
く

趣し
ゆ

の
生
し
や
う

を
免
ま
ぬ
か
れて
。
遠と
を
くハ
菩ぼ

提だ
い

の
因い
ん

縁え
ん

と
な
る
。
さ
れ
ば
。
大だ
い

乗ぜ
う

を
修し
ゆ

行ぎ
や
うし
。
大だ
い

願ぐ
わ
ん

大
悲ひ

あ

る
も
の
。
あ
に
む
な
し
く
す
ぐ
べ
け
ん
や
。
も
し
此こ
の

理り

な
し
と
い
は
ゞ
。
佛ほ
と
けの
Ｈし
よ

説せ
つ

を

疑
う
た
が
い。
大だ
い

乗ぜ
う

を
誹ひ

謗は
う

し
。
因い
ん

果ぐ
わ

を
撥は
つ

無む

す
る
。
邪じ
や

見け
ん

不ふ

信し
ん

の
軰
と
も
が
ら

也な
り

。
な
」
上
23
ウ
に
を

も
つ
て
か
。
佛ぶ
つ

道だ
う

を
成じ
や
うじ
。
一い
つ

Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
うを
濟さ
い

度ど

す
べ
け
ん
や
。
夫そ
れ

佛ぶ
つ

道だ
う

ハ
慈じ

悲ひ

を
も

と
ゝ
す
。
觀
く
わ
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
佛ほ
と
けの
心こ
ゝ
ろと
云い
つ

ぱ
。
大だ
い

慈じ

悲ひ

是こ
れ

也な
り

と
。
故
か
る
が
ゆ
へに
。
无む

縁え
ん

の
衆し
ゆ

生じ
や
う。

畜ち
く

生し
や
う

等と
う

に
至い
た
るま
で
。
か
く
の
ご
と
く
。
薫く
ん

發ぽ
つ

Ｙゑ

向か
う

し
て
。
菩ぼ

提だ
い

の
縁え
ん

を
む
す
ば
ん
ハ
。

こ
れ
大だ
い

悲ひ

心し
ん

に
非あ
ら
ずや
。

十
五　

優う

婆ば

塞そ
く

戒か
い

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
來き
た
つて
物も
の

を
乞こ
ふ

も
の
あ
ら
ば
。
ま
づ
お
し
へ
て
。
三
皈き

依ゑ

。

Ｚま
た

ハ
八
齋さ
い

戒か
い

を
持た
も
たし
め
て
。
こ
れ
を
あ
た
へ
よ
。
Ｍも
し

能よ
く

持た
も
たじ
と
云い
は
ゞ。
一い
つ

Ｑさ
い

の
法ほ
う

ハ
。

無む

常じ
や
う

無む

我が

に
し
て
。
𣵀ね

槃は
ん

寂じ
や
く

滅め
つ

な
り
と
。
Ｗね
ん

ず
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
を
し
へ
終を
は
りて
。

ほ
ど
こ
す
べ
し
と
い
へ
り
。

十
六　

薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
云い
は
く。
Ｍも
し

他た

人に
ん

の
為た
め

に
代か
は
つて
。
三
帰き

を
Ｂ
う
く
るこ
と
も
」
上
24
オ
あ
り
や
。

答こ
た
ふ

Ｍも
し

く
ハ
瘖を
し

な
ど
に
て
。
心こ
ゝ
ろに
ハ
會ゑ

得と
く

す
れ
ど
も
。
物も
の

い
ふ
亊こ
と

な
ら
ざ
る
に
。
そ
ば

よ
り
代か
は
つて
云い
へ
るハ
。
三
帰き

を
う
る
な
り
。
よ
く
も
の
い
ふ
も
の
ゝ
為た
め

に
代か
は
つて
い
へ
る
ハ
。

戒か
い

を
得え

ず
と
い
へ
り

十
七　

善ぜ
ん

見け
ん

論ろ
ん

に
云い
は
く。
歸き

依ゑ

佛ぶ
つ

乃な
い

至し

歸き

依ゑ

僧そ
う

と
師し

の
い
へ
る
に
。
Ｂじ
ゆ

戒か
い

の
弟で

子し

。
正た
ゞ

し

く
歸き

依ゑ

佛ぶ
つ

と
云い
は

ず
。
音お
ん

聲じ
や
うか
た
Ｊこ
と

あ
る
ハ
。
成
じ
や
う

就じ
ゆ

せ
ず
。
Ｚま
た

師し

の
Ｊこ
と

葉ば

た
し
か
な
ら

ず
。
Ｚま
た

Ｂ
う
く
る
も
の
吾わ
が

名ミ
や
う

字じ

を
い
は
ざ
る
ハ
。
な
ら
び
に
戒か
い

の
義ぎ

成じ
や
う
ぜ
ず
と
い
へ
り

按
あ
ん
ず
る

に
。
多た

人に
ん

Ｂじ
ゆ

戒か
い

の
Ｑと
き

ハ
。
必
か
な
ら
ず

し
も
一い
ち

一〳
〵

名ミ
や
う

字じ

を
云い
ふ

に
及を
よ

ば
ず
。
一い
ち

人に
ん

な
ど
受じ
ゆ

戒か
い

す
る
Ｑと
き

ハ
名ミ
や
う

字じ

を
い
へ
る
也な
り

Ｚま
た

薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
云い
は
く。
Ｍも
し

弟で

子し

は
じ
め
帰き

依ゑ

法ほ
う

と

い
ひ
。
あ
と
に
帰き

依ゑ

佛ぶ
つ

と
い
へ
る
の
類た
ぐ
ひ。
上
じ
や
う

下げ

顛て
ん

倒だ
う

し
た
る
ハ
。
三
帰き

を
成じ
や
うぜ
ず
。

三
寳ば
う

の
位
く
ら
ゐ

差し
や

别べ
つ

せ
る
を
も
つ
て
也な
り

。
Ｍも
し

く
ハ
愚ぐ

痴ち

に
し
て
。
其そ
の

Ｘわ
け

を
し
ら
ず
。
Ｃあ
く

心し
ん

な
ら
ず
し
て
。
Ｊこ
と

葉は

次し

Ｎだ
い

せ
ざ
る
ハ
。」
上
24
ウ
罪つ
ミ

と
な
ら
ず
し
て
。
三
帰き

を
成じ
や
うず
．
但
た
ゞ
し

さ
き
に
能よ
く

そ
の
Ｘわ
け

を
し
り
て
。
Ｒか
ろ

し
め
る
心こ
ゝ
ろに
て
。
さ
か
し
ま
に
い
へ
る
ハ
。
罪つ
ミ

を
得う

。

三
帰き

を
成じ
や
うぜ
ず
。
と
い
へ
り
。
Ｚ
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
云い
は
く。
都ミ
や
こと
鄙い
な
かと
Ｊ
こ
と
ば

通つ
う

ぜ
ず
。
授さ
づ
くと
い

へ
ど
も
。
何な
に

㕝ご
と

や
ら
ん
。
受う
く
るも
の
領れ
う

解げ

し
。
知し
ら

ざ
れ
バ
。
三
帰き

を
成じ
や
うぜ
ず
と
い
へ
り
。

し
ろ 

む
ら　

い
へ

う
し
む
ま
い
の
し
ゝ
ひ
つ
じ

け
の
あ
な
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こ
れ
を
も
つ
て
お
も
ふ
に
．
愚ぐ

蒙も
う

の
人ひ
と

に
。
三
帰き

五
戒か
い

等と
う

を
授
さ
づ
く
るに
ハ
。
能よ
く

〳
〵
得と
く

心し
ん

せ
さ
せ
。
う
た
が
ひ
な
き
や
う
に
し
て
授さ
づ
くべ
き
事こ
と

な
り
。
さ
な
く
ハ
夫そ
れ

Ｄ
お
そ
らく
ハ
戒か
い

も

成じ
や
うぜ
じ
。
Ｚま
た

其そ
の

𫝶ざ

に
て
破や
ぶ

る
を
も
し
ら
ざ
る
べ
し
。
つ
ゝ
し
む
べ
き
事こ
と

に
こ
そ

十
八　

優う

婆ば

寒そ
く

戒か
い

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
人ひ
と

あ
つ
て
。
よ
く
三
寳ば
う

に
帰き

依ゑ

し
を
は
つ
て
。
た
と
ひ

戒か
い

を
Ｂう
け

ず
と
い
ふ
と
も
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
Ｃあ
く

を
断だ
ん

じ
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
善ぜ
ん

を
修し
ゆ

し
。
Ｚま
た

在ざ
い

家け

な
り
と
い

へ
ど
も
。
如に
よ

法ほ
う

に
し
て
」
上
25
オ
住ぢ
う

す
。
こ
れ
も
Ｚま
た

。
優う

婆ば

塞そ
く

と
名な

づ
く
る
こ
と
を
得う

。

と
い
へ
り

十
九　

薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
云い
は
く。
一い
つ

歸き

を
う
く
る
ハ
成な
る

事こ
と

に
や
。
答
こ
た
ふ

一い
つ

帰き

ハ
な
ら
ず
．
一
年ね
ん

か
二
年ね
ん

と
か
。
三
帰き

具ぐ

し
て
う
く
る
事
ハ
。
く
る
し
か
ら
ず
と
い
へ
り

二
十　

七
佛ぶ
つ

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
三
歸き

に
九
こ
ゝ
の
つ
の

神か
ミ

あ
り
て
。
行
ぎ
や
う

者じ
や

を
守し
ゆ

護ご

し
給
へ
り
。
九
神じ
ん

と

い
へ
る
ハ
。
佛ほ
と
けに
帰き

す
る
に
三
神じ
ん

あ
り
。
一ひ
と
りハ
陀だ

摩ま

斯し

那な

。
二ふ
た
りハ
陀だ

摩ま

婆ば

羅ら

那な

。
三ミ
た
りハ

陀だ

摩ま

流る

支し

と
云い
へ
り。
法ほ
う

に
帰き

す
る
に
三
神じ
ん

あ
り
。
一ひ
と
りハ
法ほ
う

寳ば
う

。
二ふ
た
りハ
呵か

責し
や
く。
三ミ
た
りハ
辯へ
ん

意い

と
い
へ
り
。
僧そ
う

に
帰き

す
る
に
。
三さ
ん

神じ
ん

あ
り
。
一ひ
と
りハ
僧そ
う

寳ば
う

。
二ふ
た
りハ
護ご

衆し
ゆ

。
三ミ
た
りハ
安あ
ん

穏を
ん

と
名な

づ
く
と
い
へ
り
Ｚま
た

灌く
わ
ん

頂ぢ
や
う

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
佛
ほ
と
け

舎し
や

衛ゑ

国こ
く

に
在い
ま

し
て
。
説せ
つ

法ほ
う

し
給
へ
り
。
Ｅこ
ゝ

に

鹿ろ
く

頭づ

梵ほ
ん

志じ

と
云
い
へ
る

外け

道だ
う

來き
た
つて
。」
上
25
ウ
稽け
い

首し
ゆ

作さ

禮ら
い

し
。
互こ

跪き

合が
つ

掌し
や
うし
て
。
佛ほ
と
けに
ま
う
さ
く
。

久
ひ
さ
し
くき
く
瞿く

曇ど
ん
釋し
や

迦か

佛ぶ
つ

の
氏う
ぢ

也
。
外げ

道た
う

の
ゆ
へ
に
か
く
云い
へ
り

名な

聲こ
ゑ

の
と
を
く
ひ
ゞ
く
事こ
と

を
。
佛ほ
と
け

の
御ミ

名な

の
四よ

方も

へ
。

と
を
く
Ｙき
こ

ゆ
る
を
い
へ
り
今い
ま

よ
り

外げ

道だ
う

の
学が
く

を
す
て
ゝ
。
三
帰き

并な
ら
びに
。
五
戒か
い

乃
法ほ
う

を
う
け
ん
と
。
佛ほ
と
けの
た
ま
は
く
。
善よ
ひ

哉か
な

〳
〵
梵ぼ
ん

志じ

。
汝な
ん
ぢよ
く
餘よ

道だ
う

を
す
て
を
い
て
。
我わ
れ

に
帰き

依ゑ

し
。
正ま
さ

に
自
ミ
づ
か
ら

懴さ
ん

悔げ

す
べ
し
。

生し
や
う

死じ

の
罪つ
ミ

。
其そ
の

刧こ
う

無む

量り
や
うな
り
。
勝あ
げ

て
は
か
る
べ
か
ら
ず
。
梵ぼ
ん

志じ

の
云い
は
く。
を
し
へ
を
う

け
ん
。
す
な
は
ち
身し
ん

口く

意い

を
淨き
よ

め
て
い
へ
ら
く
。
た
ゞ
願
ね
が
は
くハ
世せ

尊そ
ん

。
我わ
れ

に
法ほ
う

戒か
い
を

施
ほ
ど
こ
し

給
へ
。
身ミ

を
ゝ
は
る
ま
で
。
行ぎ
や
うじ
た
て
ま
つ
り
て
。
あ
へ
て
そ
こ
な
ひ
か
ゝ
さ
じ
。

佛ほ
と
け

梵ぼ
ん

志じ

に
告つ
げ

た
ま
は
く
。
汝な
ん
ぢよ
く
一い
つ

心し
ん

に
。
更さ
ら

に
三ミ

た
び
歸き

し
を
は
ら
バ
。
我わ
れ

正ま
さ

に

汝な
ん
ぢ

十
方は
う

の
人ひ
と

の
為た
め

に
Ｕて
ん

帝だ
い

釋し
や
くの
遣つ
か
ふと
こ
ろ
の
。
諸
も
ろ
〳
〵の
Ｚき

神し
ん

に
勑ち
よ
くし
て
。
も
つ
て
男な
ん

子し

女に
よ

人に
ん

の
三
帰き

を
う
」
上
26
オ
く
る
も
の
を
。
守ま
ぼ

ら
し
め
ん
。
梵ぼ
ん

志じ

よ
つ
て
佛ほ
と
けに
問と
ふ

て
云い
は
く。

何な
ん

等ら

か
是ぜ

な
る
や
。
願
ね
が
は
くハ
。
こ
れ
を
き
ゝ
奉
た
て
ま
つら
ん
と
ほ
つ
す
。
十じ
つ

方は
う

の
三
帰き

を
う
く

る
も
の
を
。
開か
い

化け

し
給
へ
。
佛
ほ
と
け

曰
の
た
ま
は
くか
く
の
ご
と
き
の
。
灌
く
わ
ん

頂ぢ
や
う

善ぜ
ん

神し
ん

。
𫝆い
ま

當ま
さ

に
汝
な
ん
ぢ

が
為た
め

に
。
略り
や
くし
て
三
十
六ろ
く

を
と
く
べ
し
と
。
即
す
な
は
ち

説と
ひ
て

曰
の
た
ま
ハ
く

四し
て

天
ん
じ
や

上
う
の
つ

遣
か
は
し

神
め
の
か
ミ　

名
ミ
リ
づ

二
彌ふ
ら

栗ば
と

頭な
づ

不く

羅
婆　
　
此
こ
ゝ
に
ハ

　

Ｊぜ
ん

二
善
く
わ
う

光
と
い
へ
り一　
　

主
や
ま
ひ
を二
疾つ
か
さ
ど
る病

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗ば
か

頭し
や

婆と
な

訶つ
く

娑 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善
ミ
や
う
と

朙い
へ
り　

 

主
づ
ゝ
う
を

頭つ
か
さ
ど
る痛

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
り

彌づ

栗ば
ら

頭は
と

婆な
づ

邏く

波 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善り
き
と

力い
へ
り　

 

主
か
ん
ね
つ

寒を
つ
か
さ
ど
るｔ

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
り

彌づ

栗せ
ん

頭だ
ら

旃と
な

陀づ
く

羅 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善
ぐ
わ
つ
と

⺼い
へ
り　

 

主
ふ
く
ま
ん

腹を
つ
か
さ
ど
るａ

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
り

彌づ

栗だ
り

頭し
や

陀と
な

利づ
く

舎 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善げ
ん
と

現い
へ
り　

 

主
お
う
し
ゆ

癕を
つ
か
さ
ど
る腫

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
り

彌づ

栗か
る

頭か
と

訶な
づ

樓く

訶 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善く
と
い
へ
り供　

 

主
て
ん
げ
う

癲を
つ
か
さ
ど
る狂

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗か
ば

頭た
い

伽と
な

婆づ
く

帝 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善し
や
と

捨い
へ
り　

 

主ぐ
ち
を

愚つ
か
さ
ど
る
癡
」
上
26
ウ

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗し
に

頭た
と

志な
づ

抳く

哆 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善じ
や
く

寂
と
い
へ
り 

主し
ん
い

嗔を
つ
か
さ
ど
る恚

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗ぼ
だ

頭い
さ

菩と
な

提づ
く

薩 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善か
く
と

覺い
へ
り 

主
い
ん
よ
く

媱を
つ
か

欲さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗だ
い

頭ば
ら

提と
な

波づ
く

羅 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善て
ん
と

Ｕ
い
へ
り 

主じ
や
き

邪を
つ
か

Ｚ
さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗か
ば

頭て
い

呵と
な

婆づ
く

帝 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ぢ
う
と

住い
へ
り 

主
し
や
う
ま

傷う
を
つ

亡
か
さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗ぶ
に

頭や
ら

不と
な

Ｍづ
く

羅 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ふ
く
と

福い
へ
り 

主ち
よ
む

冢を
つ
か

墓さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
り

彌づ

栗び
つ

頭し
や

苾か
と

闍な
づ

伽く 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ゑ
ん
と

衍い
へ
り 

主し
は
う

四を
つ
か

方さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
り

彌づ

栗か
り

頭ば
と

伽な
づ

麗く

婆 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善た
い
と

帝い
へ
り 

主お
ん
け

怨を
つ
か

家さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗ら
じ

頭や
し

羅や
と

闍な
づ

遮く 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善わ
う
と

王い
へ
り 

主ち
う
た

偷
う
を
つ
か

盗さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗し
ゆ

頭け
ん

Ｐだ
と

乾な
づ

陀く 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善か
う
と

香い
へ
り 

主さ
い
し

債
ゆ
を
つ
か

主さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗だ
ん

頭な
は

檀と
な

那つ
く

波 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善せ
と
い
へ
り施 

主こ
う
ぞ

刧
く
を
つ
か

賊さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗し
た

頭な
と

支□
づ

多く

那 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん 

善い
と

意い
へ
り 

主や
く
ど

疫
く
を
つ
か

毒さ
ど
る」

上
27
オ
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四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗ら
は

頭な
と

羅な
づ

婆く

那 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善き
つ
と

𠮷い
へ
り 

主ご
う
ん

五を
つ
か

瘟さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗さ
は

頭ま
な

三と
な

鉢づ
く

摩
那 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ざ
ん
と

山い
へ
り 

主ひ
し
を

蜚つ
か
さ

尸ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗さ
ま

頭だ
と

三な
づ

摩く

陀 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善で
う
と

調い
へ
り 

主ち
う
れ二

注
ん
を
つ
か

連さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗ら
い

頭た
い

戾だ
と

禘な
づ

駄く 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん 

善び
と

備い
へ
り 

主ち
う
ふ

注
く
を
つ
か

復さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗は
り

頭だ
と

波な
づ

利く

陀 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ざ
い
と

哉い
へ
り 

主さ
う
い

相
ん
を
つ
か

引さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗は
り

頭な
と

波な
づ

利く

那 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善
じ
や
う
と

淨い
へ
り 

主あ
く
た

Ｃ
う
を
つ
か

黨さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗け
ん

頭か
ぢ

虔と
な

伽づ
く

地 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ほ
ん
と

品い
へ
り 

主こ
ど
く

蠱を
つ
か

毒さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗び
り

頭だ
と

毗な
づ

栗く

駄 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん 

善ご
と

語い
へ
り 

主く
ふ
を

Ｄ
つ
か
さ

怖ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗し
だ

頭な
と

支な
づ

陀く

那 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善じ
ゆ
と

ｎ
い
へ
り 

主や
く
な

厄
ん
を
つ
か

難さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗か
り

頭ん
ま

伽と
な

林づ
く

摩 
此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ゆ
ふ
と

遊い
へ
り 

主さ
ん
に

産
う
を
つ
か

乳さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗あ
る

頭か
と

阿な
づ

留く

伽 
此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善
ぐ
わ
ん
と

願い
へ
り 

主け
ん
ぐ

縣
わ
ん
を
つ

官
か
さ
ど
る」

上
27
ウ

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗じ
や

頭り
だ

闍と
な

梨づ
く

陀 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善こ
く
と

國い
へ
り 

主く
ぜ
つ

口を
つ
か

舌さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗あ
か

頭だ
と

阿な
づ

伽く

駄 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善せ
う
と

照い
へ
り 

主う
な
う

憂を
つ
か

悩さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗あ
か

頭ば
と

阿な
づ

呵く

婆 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ご
ん
と

Ｊ
い
へ
り 
主ふ
あ
ん

不を
つ
か

安さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗ば
わ

頭ら
と

婆な
づ

和く

邏 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善し
ゆ
と

主い
へ
り 
主ひ
や
つ

百
け
を
つ
か

怪さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗に
よ

頭り
な

汝と
な

利づ
く

那 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善ざ
う
と

藏い
へ
り 

主し
つ
と

嫉を
つ
か

妬さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗し
ゆ

頭だ
な

周と
な

陀づ
く

那 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善を
ん
と

音い
へ
り 

主し
ゆ
そ

咒を
つ
か

詛さ
ど
る

四
Ｕ
上
遣
神　

名ミ
リ

彌づ

栗い
だ

頭ら
と

韋な
づ

陀く

羅 

此
こ
ゝ
に
ハ

Ｊぜ
ん

善め
う
と

妙い
へ
り 

主ゑ
ん
た

厭
う
を
つ
か

禱さ
ど
る

佛ほ
と
け

梵ぼ
ん

志じ

に
告つ
げ

た
ま
は
く
。
是こ
れ

を
三
十
六
部ぶ

神じ
ん

王わ
う

と
名な

づ
く
。
此こ
の

も
ろ
〳
〵
の
善ぜ
ん

神じ
ん

。

凢を
よ
そ

万ま
ん

億お
く

刧ご
う

沙じ
や

の
Ｚき

神じ
ん

有あ
つ

て
。
眷け
ん

属ぞ
く

と
な
り
．
竊ひ
そ
かに
代
か
は
る

〴
〵
も
つ
て
。
三
帰き

戒か
い

を
Ｂう
け

た

る
男な
ん

子し

女に
よ

人に
ん

を
守し
ゆ

護ご

す
。
三
帰き

を
う
く
る
も
の
ハ
。
Ｅこ
の

神か
ミ

の
名な

を
書か
き

て
。
身ミ

の
中う
ち

に 

」
上
28
オ
着つ
け

て
守ま
ぼ
りと
す
べ
し
。
行
ぎ
や
う

來ら
い

出し
ゆ
つ

入に
う

に
Ｄ
お
そ
れな
く
。
諸
も
ろ
〳
〵の
邪じ
や

Ｃあ
く

な
く
。
諸
も
ろ
〳
〵の
不ふ

善ぜ
ん

を
消せ
う

滅め
つ

す
と
云う
ん

〻〳
〵

。

ｌ
一　

夫そ
れ

唐
も
ろ
こ
し

魏ぎ

周し
う

唐た
う

の
三さ
ん

武ぶ

ハ
。
三
寳ば
う

を
破
や
ぶ
り

ｖそ
ん

じ
て
終つ
い

に
現げ
ん

罸ば
つ

を
か
う
ぶ
り
。　

本ほ
ん

ｂて
う

の
守も
り

屋や

ハ
。
三
寳ば
う

を
棄き

擲て
き

し
て
。
は
た
し
て
誅ち
う

戮り
く

せ
ら
る
。
聖
し
や
う

德と
く

太た
い

子し

の
十
七
憲け
ん

法ぼ
う

に
云い
は
く。
篤
あ
つ
く

三
寳ば
う

を
敬
う
や
ま
へ
．
三
寳ば
う

と
ハ
佛ぶ
つ

法ほ
う

僧そ
う

也な
り

。
即
す
な
は
ち

四し

生し
や
うの
終よ
り

帰ど
こ
ろ。
万ば
ん

國ご
く

の
極ご
く

宗し
う

也な
り

。
い
づ
れ
の
世よ

。
何い
づ
れの
人ひ
と

か
。
此こ
の

法ほ
う

を
貴
た
つ
と
びざ
ら
ん
。
人ひ
と

厷ゆ
う

Ｃあ
く

な
る
ハ
す
く
な
し
。

能よ
く

お
し
ゆ
れ
バ
こ
れ
に
隨し
た
がふ
。
其そ
れ

三
寳ば
う

に
帰き

せ
ず
ん
ハ
。
何な
に

を
も
つ
て
か
枉
ま
が
れ
るを
た
ゞ

さ
ん
や
と
の
た
ま
へ
り
。
今い
ま

や
和わ

ｂて
う

に
生む
ま

れ
て
。
三
寳ば
う

に
帰き

依ゑ

せ
ず
ん
バ
。
唯た
ゞ

佛ぶ
つ

意い

に

叶か
な
はざ
る
耳の
ミ

に
あ
ら
ず
。
抑
そ
も
〳
〵

Ｚま
た

太た
い

子し

の
制せ
い

戒か
い

に
そ
む
く
。
は
づ
べ
し
お
そ
れ
」
上
28
ウ
つ

べ
し
。
而し
か

も
三
寳ば
う

の
理り

。
元
ぐ
わ
ん

來ら
い

我わ
が

心こ
ゝ
ろに
そ
な
へ
な
が
ら
。
外よ
そ

の
事こ
と

に
お
も
ひ
な
し
。

む
な
し
く
⺼つ
き

日ひ

を
過す
ご

さ
ん
ハ
。
所い
は

謂ゆ
る

藏く
ら

の
裏う
ち

の
金こ
が
ねを
し
ら
ず
。
衣こ
ろ
もの
中な
か

の
珠た
ま

を
辨
わ
き
ま
へぬ

な
る
べ
し
。
い
か
に
や
〳
〵
。
早
は
や
く

無む

朙ミ
や
うの
睡ね
ぶ
りを
さ
ま
し
。
煩ぼ
ん

悩な
う

の
床と
こ

を
離
は
な
れ

給
へ
。
命
い
の
ち

ハ
草さ
う

頭と
う

の
露つ
ゆ

。
日ひ

の
舛の
ぼ
るを
ま
た
ず
し
て
消き
ゆ

。
か
ゝ
る
あ
だ
な
る
世よ

に
。
な
に
を
か
。
め

で
思お
も

は
ん
や
。
早
は
や
く

誠ま
こ
との
心こ
ゝ
ろよ
り
。
三
寳ば
う

に
帰き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つら
ん
こ
そ
ね
が
は
し
け
れ
。
と

て
も
三
帰き

を
Ｂ
う
く
ると
な
ら
ば
。
有う

為ゐ

の
た
め
に
な
し
給
ふ
べ
か
ら
ず
。
優う

婆ば

塞そ
く

戒か
い

Ｉ
き
や
うに
。

Ｍも
し

人
心こ
ゝ
ろ

正し
や
う

ｅぢ
き

す
な
ほ
に
し
て
。
慳け
ん

貪ど
ん

な
ら
ず
。
慚ざ
ん

愧ぎ

の
心こ
ゝ
ろあ
り
て
。
欲よ
く

少
す
く
な
くた
れ
る

事こ
と

を
し
ら
ば
此こ
の

人ひ
と

久ひ
さ

し
か
ら
ず
し
て
。
𣵀ね

槃は
ん

の
身ミ

を
え
ん
。
Ｍも
し

種し
ゆ

〴
〵
の
雜ざ
う

業ご
う

を
」
上
29
オ

な
し
。
た
と
ひ
善ぜ
ん

亊じ

を
作な
せ

ど
も
。
來ら
い

世せ

に
Ｕて
ん

に
生し
や
うじ
。
人ひ
と

に
生む
ま

れ
て
。
そ
の
か
は
り 

に
ハ
。
有う

漏ろ

の
た
の
し
ミ
を
え
ん
と
お
も
ふ
心こ
ゝ
ろ
ハ
。
商あ
き

人び
と

の
も
の
を
商
あ
き
な
ひ
て
。
利り

を

貪
む
さ
ぶ
るが
ご
と
し
。
衆し
ゆ

生じ
や
うを
あ
は
れ
む
心こ
ゝ
ろな
く
ん
バ
。
三
帰き

を
え
じ
と
云い
へ
り。
然し
か

ら
バ
此こ
の

三

帰き

を
Ｂう
け

。
持
た
も
つ

㓛く

德と
く

に
よ
つ
て
。
一い
つ

切さ
い

衆し
ゆ

生じ
や
うと
。
同お
な

じ
く
と
も
に
。
極ご
く

楽ら
く

國こ
く

圡ど

に
徃わ
う

生じ
や
う

し
。
佛ぶ
つ

道だ
う

を
成
じ
や
う

就じ
ゆ

せ
ん
と
。
願ぐ
わ
んず
べ
し
。
夫そ
れ

阿あ

弥ミ

陀だ

Ｉ
き
や
うに
云
い
は
く

彼か
の

佛ほ
と
けの
國こ
く

圡ど

に
ハ
。

ｄ
す
こ
しき
風か
ぜ

。
諸
も
ろ
〳
〵の
た
か
ら
の
行
ぎ
や
う

樹じ
ゆ

を
よ
び
寳た
か
らの
羅ら

網ま
う

を
ふ
き
動う
ご

か
し
て
。
ｄミ

妙め
う

の
音こ
ゑ

を

い
だ
せ
る
こ
と
。
た
と
へ
バ
百
千
種じ
ゆ

の
音お
ん

楽が
く

の
。
同ど
う

時じ

に
と
も
に
お
こ
る
が
こ
と
し
。

此こ
の

声こ
ゑ

を
き
け
る
も
の
ハ
。
ミ
な
自じ

然ね
ん

に
。
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

Ｗ
法ぼ
う

Ｗ
僧そ
う

の
心こ
ゝ
ろを
生し
や
うず
と
い
へ
り
。

か
ゝ
る
不ふ

退た
い

の
淨
じ
や
う

圡ど

だ
に
。」
上
29
ウ
三
寳ば
う

を
Ｗね
ん

ず
る
心こ
ゝ
ろを
お
こ
す
ぞ
か
し
。
况い
は
んや
五
濁じ
よ
く

す
て
な
げ
う
つ
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の
穢え

圡ど

に
し
て
。
し
ば
ら
く
も
三
寳ば
う

を
は
な
る
べ
け
ん
や
。
Ｚ
風か
ぜ

と
い
ひ
樹う
へ
きと
い
ひ
。

こ
れ
心こ
ゝ
ろな
し
と
い
へ
ど
も
。
自じ

然ね
ん

と
Ｗね
ん

三
寳ば
う

の
心し
ん

を
。
生し
や
うず
る
こ
と
を
す
ゝ
む
。
い
か

に
い
は
ん
や
。
知ち

慧ゑ

あ
る
人
と
し
て
。
三
皈き

依ゑ

を
讃さ
ん

嘆だ
ん

せ
ざ
ら
ん
や
。
唯た
ゞ

願
ね
が
は
くハ
。
不ふ

可か

思し

議ぎ

三
寳ば
う

㓛く

德ど
く

力り
き

に
を
い
て
。
ゆ
め
〳
〵
う
た
が
ひ
を
な
す
べ
か
ら
ず
。
智ち

度ど

論ろ
ん

に

云い
は
く。
佛ぶ
つ

法ほ
う

の
大だ
い

海か
い

に
ハ
。
信し
ん

を
能の
う

入に
う

と
す
。
ｋげ

嚴ご
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
信し
ん

ハ
道だ
う

の
元げ
ん

㓛く

德ど
く

の
毋は
ゝ

と
い
へ
り
。
心し
ん

地ぢ

觀く
わ
ん

Ｉ
き
や
うに
と
き
給
へ
る
。
人ひ
と

と
し
て
手て

な
く
ん
バ
。
寳た
か
らの
山や
ま

に
い
た

る
と
い
へ
と
も
。
つ
ゐ
に
得う

る
処と
こ
ろな
き
が
ご
と
く
。
信し
ん

の
手て

な
き
も
の
ハ
。
三
寳ば
う

に
あ

ふ
と
い
へ
ど
も
。
Ｚま
た

う
る
と
こ
ろ
な
し
と
い
へ
り
。
か
ゝ
る
御ミ

法の
り

を
Ｙき
ゝ

な
が
ら
。
邪じ
や

智ち

を
ゝ
こ
す
不ふ

信し
ん

の
」
上
30
オ

軰
と
も
が
らハ
。
Ｚま
た

〻
三
Ｃあ
く

道だ
う

に
を
ち
入い
つ

て
。
無む

量り
や
うの
苦
く
る
し
ミを
Ｂ
う
け
ん

事こ
と

か
な
し
ま
ざ
る
べ
け
ん
や

三
歸き
の

章し
や
う
畢
」
上
30
ウ

　
附
つ
け
た
り

五ご

辛し
ん

夫そ
れ

⻝じ
き

五
辛し
ん

戒か
い

ハ
。
梵ぼ
ん

網ま
う

Ｉ
ぎ
や
う

輕き
や
う

戒か
い

の
第だ
い

四し

な
り
。
文も
ん

に
云い
は
く。
Ｍ
も
し
く
ハ

佛ぶ
つ

子し

五
辛し
ん

を
⻝じ
き

す
る

こ
と
を
得え

ざ
れ
。
大だ
い

蒜さ
ん

と
。
革か
く

Ｏそ
う

と
。
韮き
ゆ
う

Ｏそ
う

と
。
蘭ら
ん

Ｏそ
う

と
興け
う

渠ご

と
な
り
。
こ
の
五ご

種し
ゆ

一い
つ

Ｑさ
い

の
⻝じ
き

の
中な
か

に
⻝じ
き

す
る
こ
と
を
得え

ざ
れ
。
Ｍも
し

故
こ
と
さ
らに
⻝じ
き

せ
ば
。
Ｒ
き
や
う

垢く

罪ざ
い

を
犯ぼ
ん

ず
と
い

へ
り
。
興こ
う

渠ご

と
い
へ
る
ハ
。
諸し
よ

說せ
つ

た
し
か
な
ら
ず
。
或あ
る

人ひ
と

の
云い
は
く。
蕓う
ん

薹だ
い

の
こ
と
な
り
と
。

桉あ
ん

ず
る
に
。
蕓う
ん

薹だ
い

と
ハ
。
く
れ
の
お
も
と
和わ

訓く
ん

す
。
Ｚ
ハ
阿あ

魏ぎ

な
り
と
い
へ
り
こ
れ
古こ

迹し
や
く

に
引ひ
く

法ほ
う

藏ざ
う

師し

の
説せ
つ

な
り

𫝆い
ま

和わ

名ミ
や
うを
考
か
ん
が
ふ
るに
。
茴う
い

香き
や
うを
く
れ
の
お
も
と
付つ
け

た
り
。
然し
か

れ
ど
も
。
茴う
い

香き
や
うに
て

ハ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
楞れ
う

伽が

Ｉ
き
や
うの
参さ
ん

訂て
い

に
。
興か
う

渠ご

の
葉ハ

ハ
。
蔓な菁
の

ご
と
く
。
根ね

ハ
」
上
31
オ
蘿ろ

蔔ふ

に
に
た
り
。
生な
ま

に
て
も
。
ゆ
で
ゝ
も
。
く
さ
き
こ
と
。

蒜
に
ん
に
くの
ご
と
し
。
于う

闐で
ん

國ご
く

よ
り
い
づ
る
な
り
。
こ
の
方は
う

に
な
き
ゆ
へ
に
。
飜ほ
ん

譯や
く

な
し
と

い
へ
り
。
さ
れ
ば
茴う
い

香き
や
うと
ハ
。
葉は

も
根ね

も
各か
く

别べ
つ

な
り
。
Ｚま
た

阿あ

魏ぎ

ハ
蒜
に
ん
に
くよ
り
。
は
な
は

だ
く
さ
き
も
の
な
れ
ど
も
。
こ
れ
木き

の
や
に
ゝ
し
て
。
草く
さ

に
あ
ら
ず
。
そ
の
う
へ
こ
ゝ

に
て
ハ
。
瘧お
こ
りの
藥く
す
りな
ど
に
い
る
ゝ
こ
と
ハ
あ
れ
ど
も
。
人ひ
と

の
⻝じ
き

す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

烏う

荼ど

國ご
く

の
人ひ
と

ハ
。
常つ
ね

に
⻝じ
き

す
と
。
應お
う

法ほ
つ

師し

の
い
ひ
給
ひ
し
ハ
。
風ふ

土ど

の
な
ら
ハ
し
に
て

や
あ
り
け
む
。
Ｈし
よ

詮せ
ん

ハ
唐か
ら

に
だ
に
な
し
と
い
へ
ば
。
本ほ
ん

ｂて
う

に
も
あ
る
べ
か
ら
ず
。
あ
る

Ｋせ
つ

に
。
大お
ほ

峯ミ
ね

に
あ
り
と
い
へ
ど
も
。
い
ま
だ
實じ
つ

否ぷ

を
し
ら
ず
。
ま
づ
ハ
五い
つ

色い
ろ

に
か
ぎ
る

べ
か
ら
ず
一い
つ

Ｑさ
い

く
さ
き
類た
ぐ
ひを
い
む
べ
し
。
五
辛し
ん

Ｉ
き
や
うに
ハ
。」
上
31
ウ
五
辛し
ん

合あ
は
せて
二
十
五
と

あ
れ
ば
。
五い
つ
ゝに
ハ
限か
ぎ
るべ
か
ら
ず
。
五
辛し
ん

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
む
か
し
羅ら

𠮷き

頭づ

國こ
く

に
。
長
ち
や
う

者じ
や

あ
り
。

善ぜ
ん

德ど
く

と
な
づ
く
。
ひ
と
り
の
僧そ
う

を
請し
や
うじ
て
。
飯は
ん

を
す
ゝ
め
。
五
辛し
ん

の
中な
か

の
ひ
と
つ
を
。

僧そ
う

に
あ
た
ふ
。
僧そ
う

⻝じ
き

し
お
は
つ
て
さ
り
ぬ
。
毗び

首し
ゆ

Ｕで
ん

告つ
げ

て
云い
は
く。
汝
な
ん
ぢ

不ふ

淨じ
や
うを
⻝じ
き

す
る
ゆ

へ
。
常つ
ね

に
汝な
ん
ぢを
守し
ゆ

護ご

し
給
へ
る
。
Ｕて
ん

神じ
ん

等と
う

。
な
ん
ぢ
を
す
て
ゝ
。
さ
り
ぬ
と
。
そ
の
Ｑと
き

か
の
僧そ
う

お
ど
ろ
き
。
恒が
う

河が

に
い
た
つ
て
。
口く
ち

を
す
ゝ
が
ん
と
す
。
河か

神じ
ん

ゆ
る
さ
ず
。
後の
ち

林り
ん

中ぢ
う

に
い
た
つ
て
悔く
ひ

責せ
む

。
そ
の
過と
が

に
よ
り
。
乃な
い 

　

至し

猪
い
の
し
ゝの
中な
か

に
生し
や
うず
る
こ
と
。
千
刧こ
う

と
い 

へ
り
。
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
い
は
く
。
乃い
ま
しこ
れ
葱
ひ
と
も
じ 

韮に
ら 

蒜
に
ん
に
く 

薤か
れ
ぎを
⻝じ
き

せ
ば
。
苦く

處し
よ

に
生し
や
うず

と
と
き
給
へ
り
。
Ｚま
た

楞れ
う

伽が

Ｉ
き
や
うに
。
佛
ほ
と
け

曰
の
た
ま
ハ
く。
大だ
い

慧ゑ

か
く
」
上
32
オ
の
ご
と
き
の
葱
ひ
と
も
じ

韮に
ら

薤か
れ
ぎ

蒜
に
ん
に
くハ
。
臭く
さ
くけ
が
ら
は
し
く
。
不ふ

淨じ
や
うに
し
て
。
よ
く
聖
し
や
う

道だ
う

を
さ
へ
。
Ｚま
た

世せ

間け
ん

人に
ん

Ｕで
ん

の

淨き
よ
き

處と
こ
ろを
さ
ふ
。
い
か
に
况
い
は
ん
や

諸し
よ

佛ぶ
つ

淨じ
や
う

圡ど

の
果く
わ

報は
う

を
や
。
酒さ
け

も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
と

い
へ
り
。
楞れ
う

嚴ご
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
こ
の
諸
も
ろ
〳
〵の
衆し
ゆ

生じ
や
う。
三
摩ま

提だ
い

を
も
と
め
ん
と
な
ら
ば
ま
さ
に

世せ

間け
ん

五
種し
ゆ

の
辛し
ん

菜さ
い
五
辛し
ん

の
こ

と
な
り

を
た
つ
べ
し
。
こ
の
五
種し
ゆ

の
辛し
ん

菜さ
い

ハ
。
熟じ
ゆ
くし
て
⻝じ
き

す
れ
ば
。

媱い
ん

欲よ
く

を
お
こ
し
。
生な
ま

を
⻝じ
き

す
れ
ば
恚い
か
りを
ま
す
。
か
く
の
ご
と
き
の
世せ

界か
い

の
辛し
ん

を
⻝じ
き

す
る

人ひ
と

ハ
。
た
と
ひ
よ
く
十
二
部ぶ

Ｉ
き
や
うを
の
べ
と
く
と
も
。
十じ
つ

方は
う

の
Ｕて
ん

仙せ
ん

。
そ
の
く
さ
き
穢
け
が
れ

を
嫌き
ら
つて
。
こ
と
〴
〵
く
遠を
ん

離り

し
。
も
ろ
〳
〵
の
餓が

Ｚき

等と
う

。
か
の
⻝じ
き

の
ほ
と
り
に
よ
つ
て
。

其そ
の

唇
く
ち
び
るを
ね
ぶ
る
。
常つ
ね

に
Ｚき

と
住ぢ
う

す
れ
ば
。
福ふ
く

德と
く

日ひ

〻〴
〵

に
消き
え

」
上
32
ウ
て
。
な
が
〱
利り

益や
く

な
し
。
こ
れ
五
辛し
ん

を
⻝じ
き

す
る
人ひ
と

ハ
。
三
摩ま

地ぢ

を
修し
ゆ

す
と
も
。
ｚぼ

薩さ
つ

Ｕて
ん

仙せ
ん

十
方は
う

の
善ぜ
ん

神じ
ん

來き
た
つて
。
守し
ゆ

護ご

せ
ざ
れ
ば
。
大だ
い

力り
き

の
魔ま

王わ
う

。
そ
の
方は
う

便べ
ん

を
え
て
。
佛ほ
と
けの
身ミ

を
現げ
ん

じ
來き
た
つて
。

た
め
に
法ほ
う

を
と
き
。
殺せ
つ

生し
や
うの
禁き
ん

戒か
い

を
そ
し
り
。
淫い
ん

欲よ
く

嗔し
ん

恚い

愚ぐ

癡ち

を
讃さ
ん

嘆だ
ん

し
。
命い
の
ちを
は

に
ん
に
く

の
び
る

　
　

に 

ら

ひ
と
も
じ

く
る
し
き
と
こ
ろ
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れ
ば
。
自
お
の
づ
か
ら

魔ま

王わ
う

の
眷け
ん

属ぞ
く

と
な
り
。
魔ま

福ふ
く

を
う
く
る
こ
と
。
つ
き
ぬ
れ
ば
。
無む

間け
ん

獄ご
く

に
を
つ
。
と
阿あ

難な
ん

。
ｚぼ

提だ
い

を
修し
ゆ

す
る
も
の
ハ
。
永
な
が
く

五
辛し
ん

を
た
つ
。
こ
れ
を
な
づ
け
て
。

第だ
い

一い
ち

増ぞ
う

進し
ん

修し
ゆ

行ぎ
や
うの
次し

第だ
い

と
名な

づ
く
と
い
へ
り
。
然し
か

る
に
今い
ま

の
人ひ
と

。
或あ
る
ひハ
誤
あ
や
ま
つて
大だ
い

乗ぜ
う

修し
ゆ

行ぎ
や
うの
人ひ
と

ハ
。
か
ゝ
る
瑣さ

細さ
い

の
亊じ

に
。
か
ゝ
は
ら
ず
と
い
へ
る
ハ
。
こ
れ
な
ん
と
い
ふ

こ
と
ぞ
や
。
𣵀ね

槃は
ん

楞れ
う

嚴ご
ん

。
是こ
れ

極ご
く

大だ
い

乗ぜ
う

の
Ｉ
き
や
うに
あ
ら
ず
や
。」
上
33
オ
し
か
も
こ
れ
を
い
ま

し
め
給
へ
る
こ
と
か
く
の
ご
と
し
。
就
な
か
ん

中づ
く

楞れ
う

伽が

Ｉ
き
や
うハ
。
逹だ
る

磨ま

大だ
い

師し

。
西さ
い

Ｕて
ん

よ
り
傳で
ん

來ら
い

し
給
ひ
。
暜
あ
ま
ね
く

魔ま

說せ
つ

を
や
ぶ
り
。
ｅ
た
ゞ
ちに
心し
ん

印い
ん

を
示し
め

す
。
一い
ち

乗ぜ
う

の
頓と
ん

教ぎ
や
うな
り
。
而し
か
るに
五
辛し
ん

酒し
ゆ

肉に
く

を
制せ
い

し
給
へ
る
こ
と
。
は
な
は
だ
嚴き
び

し
。
梵ぼ
ん

網ま
う

ハ
夫そ
れ

菩ぼ

薩さ
つ

の
大だ
い

乗ぜ
う

戒か
い

に
し
て
。
こ

れ
を
い
ま
し
め
給
へ
る
こ
と
。
ま
へ
に
し
る
す
が
ご
と
し
。
然
し
か
ら
バ

則
す
な
は
ち

大だ
い

乗ぜ
う

を
學が
く

せ
る

人ひ
と

ハ
。
五
辛し
ん

酒し
ゆ

肉に
く

を
⻝じ
き

す
る
に
か
ゝ
は
ら
ず
と
い
は
ゞ
。
な
ん
の
顔
か
ん
ば
せあ
つ
て
か
。
此こ
の

Ｉ
き
や
う

律り
つ

に
對た
い

せ
ん
や
。
吁あ
ゝ

痛
い
た
ま
し

哉ひ
か
な。
人ひ
と

の
心こ
ゝ
ろハ
水ミ
づ

の
ご
と
く
。
下ひ
き
ゝに
ハ
即
す
な
は
ちな
が
れ
。

凢ぼ
ん

情じ
や
うハ
。
太
末ま

蟲ち
う
ニ
に
た
り
。
け
が
ら
は
し
き
に
ハ
集
あ
つ
ま
りや
す
し
。
む
べ
な
り
そ
れ
。

無む

上じ
や
う

清し
や
う

淨〴
〵

ｚぼ

堤だ
い

の
求も
と
めが
た
き
亊こ
と

や
。
Ｚま
た

善ぜ
ん

導だ
う

大だ
い

師し

の
云い
は
く。」

上
33
ウ
凢
を
よ
そ

人ひ
と

臨り
ん

終じ
う

に
を
よ

び
ぬ
る
時と
き

。
酒し
ゆ

肉に
く

五ご

辛し
ん

を
用も
ち
ひひ
た
ら
ん
人ひ
と

ハ
。
い
か
に
親
し
た
し
き

縁え
ん

あ
り
と
も
。
家け

內な
い

ニ
入い
る

べ
か
ら
ず
。
Ｍも
し

入い
り

た
ら
ん
ハ
。
必
か
な
ら
ず

病び
や
う

人
の
ほ
と
り
に
。
む
か
ふ
べ
か
ら
ず
。
Ｕて
ん

魔ま

Ｚき

神じ
ん

。
そ
の
臭じ
う

気き

に
た
よ
り
を
得え

て
。
病
び
や
う

人に
ん

狂く
る
ひ

死し

し
て
。
三
Ｃあ
く

道だ
う

に
墮だ

す
る
が
ゆ
へ

に
と
い
へ
り
。
Ｚ

淨じ
や
う

土ど

宗し
う

要よ
う

に
云い
は
く。
問と
ふ

有あ
る

人ひ
と

の
云い
は
く。
酒さ
け

の
め
る
。
善ぜ
ん

知ち

識し
き

も
ち
ゆ
べ

き
や
如い

何か
ん

。
荅こ
た
ふ。
酒さ
け

の
ミ
た
ら
ん
人ひ
と

を
バ
。
ち
か
く
に
も
よ
す
べ
か
ら
ず
。
况
い
は
ん
や

善ぜ
ん

知ち

識し
き

せ
ん
を
や
。
酒し
ゆ

肉に
く

五ご

辛し
ん

ハ
こ
れ
忌い
む

と
こ
ろ
な
り
。
⻝じ
き

し
た
ら
ん
人ひ
と

を
バ
。
ち
か
づ
く

べ
か
ら
ず
。
阿あ

含ご
ん

に
云い
は
く。
年と
し

來ご
ろ

酒し
ゆ

肉に
く

を
犯ぼ
ん

ぜ
る
人ひ
と

ハ
。
是こ
れ

最さ
い

後ご

臨り
ん

終じ
う

の
時と
き

。
顛て
ん

倒だ
う

し
。

悶も
ん

絶ぜ
つ

し
て
。
正
し
や
う

Ｗね
ん

な
ら
ず
。
其そ
の

心こ
ゝ
ろミ
だ
る
と
い
へ
り
。
問と
ふ

何な
ん
が

故ゆ
へ

ぞ
。
酒し
ゆ

肉に
く

五
辛し
ん

等と
う

を
」
上
34
オ
制せ
い

す
る
や
。
荅
こ
た
ふ

三さ
ん

世ぜ

諸し
よ

佛ぶ
つ

の
Ｉ
き
や
う

法ぼ
う

に
。
酒し
ゆ

肉に
く

五
辛し
ん

を
バ
。
三
寳ぼ
う
の

近き
ん

邊べ
ん

ニ
よ

す
べ
か
ら
ず
。
其そ
の

香か

極き
は

め
て
Ｃ
あ
し
き

香か

也な
り

。
こ
れ
に
依よ
つ

て
。
病
び
や
う

者じ
や

最さ
い

後ご

の
病
び
や
う

筵ゑ
ん

の
邊ほ
と
りに
ハ
。

近ち
か

付づ
く

べ
か
ら
ず
。
問と
ふ

難な
ん

じ
て
云い
は
く。
善ぜ
ん

導だ
う

和を

尚し
や
うの
意こ
ゝ
ろ。
雜ざ
ふ

行ぎ
や
うを
抛
な
げ
う
つて
。
一い
つ

向か
う

Ｑせ
ん

修じ
ゆ

の
弥み

陀だ

の
名
ミ
や
う

號が
う

唱と
な
ふる
時と
き

。
是こ
れ

萬ま
ん

法ぼ
う

を
ゑ
り
す
て
ゝ
。
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

の
一い
つ

法ほ
う

を
と
つ
て
。
ゑ
ら
び
ゑ

ら
ん
で
。
徃わ
う

生じ
や
うの
法ほ
う

と
す
。
こ
れ
阿あ

弥ミ

陀だ

佛ぶ
つ

の
本ほ
ん

願ぐ
わ
んな
る
が
ゆ
へ
に
。
本ほ
ん

願ぐ
わ
んす
で
に

大だ
い

が
中な
か

の
大だ
い

善ぜ
ん

な
り
。
酒し
ゆ

肉に
く

五
辛し
ん

の
有う

為ゐ

有う

漏ろ
の

少せ
う

罪ざ
い
ハ。
も
の
に
あ
ら
ず
。
こ
の
弥ミ

陀だ

の
本ほ
ん

願
ぐ
わ
ん
の

大だ
い

善ぜ
ん

が
。
酒し
ゆ

肉に
く

等と
う

の
少せ
う

罪ざ
い

に
。
全
ま
つ
た
くさ
へ
ら
る
べ
か
ら
ず
。
而し
か
るに
何
な
ん
ぞ

善ぜ
ん

導だ
う

。

強
あ
な
が
ちに
こ
れ
を
制せ
い

す
る
や
。
答
こ
た
ふ

善ぜ
ん

導だ
う

ハ
こ
れ
淨
じ
や
う

圡ど

大だ
い

乗ぜ
う

の
祖そ

師し

。
慈じ

悲ひ

廣く
わ
う

大だ
い

に
し
て
。

一い
つ

Ｑさ
い

」
上
34
ウ
衆し
ゆ

生じ
や
うを
も
ら
さ
ず
。
皆ミ
な

淨じ
や
う

圡ど

へ
徃わ
う

生じ
や
うせ
し
め
ん
と
思
お
ぼ
し

⻝め
す

。
存ぞ
ん

生じ
や
う

平へ
い

生ぜ
い

の
時と
き

の
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

も
。
Ｗね
ん

々
に
三
心じ
ん

を
具ぐ

せ
よ
と
お
し
へ
た
ま
ふ
。
况い
は
んや
。
最さ
い

後ご

臨り
ん

終じ
う

の
念ね
ん

佛ぶ
つ

ハ
。
信し
ん

心〴
〵

の
上う
へ

に
。
信し
ん

心〴
〵

を
は
こ
び
。
深じ
ん

心し
ん

の
上う
へ

に
深じ
ん

心〳
〵

を
か
さ
ね
て
。
慇を
ん

懃ご
ん

鄭て
い

重ぢ
う

に
を
し
へ
給た
ま

へ
る
な
り
。
凢ぼ
ん

夫ぶ

の
な
ら
ひ
ハ
。
苦く

痛つ
う

な
く
し
て
。
安あ
ん

穏を
ん

な
る
平へ
い

生ぜ
い

の
時と
き

す
ら
．
な
を
ｅぢ
き

心し
ん

深じ
ん

心〳
〵

を
思
お
も
ひ

出い
だ

す
こ
と
か
た
し
。
妄ま
う

Ｗね
ん

失し
つ

Ｗね
ん

な
り
。
况
い
は
ん
や

臨り
ん

終じ
う

の
時と
き

。

や
ま
ひ
か
さ
な
り
。
其そ
の

力ち
か
らよ
わ
く
し
て
。
正
し
や
う

心し
ん

正し
や
う

Ｗね
ん

を
こ
し
が
た
し
た
も
ち
が
た
し
。

凢ぼ
ん

夫ぶ

の
死し

す
る
時と
き

ハ
。
第だ
い

六ろ
く

Ｕて
ん

の
魔ま

王わ
う

．
數す

萬ま
ん

の
魔ま

ｅミ
ん

を
つ
か
は
し
て
。
Ｃあ
く

道だ
う

さ
ま
へ

墮
を
と
さ
んと
。
こ
れ
を
な
や
ま
す
。
魔ま

業ご
う

の
な
ら
ひ
と
し
て
。
短た
ん

を
う
か
ゞ
ひ
命め
い

を
う
ば
ふ

時と
き

。
悪あ
く

」
上
35
オ
縁え
ん

が
出で

來け

よ
と
守ま
ぼ

る
。
Ｃあ
く

縁え
ん

な
き
と
き
ハ
。
短た
ん

を
う
か
ゞ
ひ
え
ず
。
命め
い

を
う
ば
ハ
ず
。
こ
れ
に
依よ
つ

て
。
酒し
ゆ

肉に
く

五
辛し
ん

と
ハ
。
Ｃあ
く

縁え
ん

也な
り

。
魔ま

業ご
う

た
よ
り
を
う
。
た
よ

り
を
う
れ
ば
。
短た
ん

を
う
か
ゞ
ひ
。
命め
い

を
う
ば
へ
る
と
い
へ
り
。
淨じ
や
う

土と

門も
ん

に
。
五
辛し
ん

酒し
ゆ

肉に
く

を
き
ら
へ

る
こ
と
を
し
ら
ざ
る
人ひ
と

の
た
め
に
。

な
が
く
全ぜ
ん

文も
ん

を
引ひ
く

。
但た
ゞ

し
臨り
ん

終じ
う

と
尋じ
ん

常じ
や
う

と
品し
な

こ
と
な
り
と
い
へ
ど
も
。
所い
は

謂ゆ
る

平へ
い

生ぜ
い

臨り
ん

終じ
う

臨り
ん

終じ
う

平へ
い

生ぜ
い

の
心こ
ゝ
ろ

な
ら
バ
．
な
ん
ぞ
平へ
い

生ぜ
い

ハ
く

る
し
か
ら
じ
と
い
は
ん
や
。
こ
と
に
死し

の
縁え
ん

無む

量り
や
う

な
れ
バ
。
は
か
ら
ず
い
か
な
る
死し

に
を
か
せ
ん
。
さ
れ
ば
．
臨り
ん

終じ
う

の
ミ
を
。
ひ
と

へ
に
た
の
ミ
と
す
べ
か
ら
ず
。
か
ね
て
平へ
い

生ぜ
い

の
用や
う

心じ
ん

こ
そ
肝か
ん

要よ
う

な
ら
め
。
善ぜ
ん

導だ
う

大だ
い

師し

の
云い
は
く

．
佛ほ
と
け

の
す
て
し
め
給
へ
る
も
の
ハ
。
即
す
な
ハ
ち

す
て
よ
．
佛ほ
と
け

の
行ぎ
や
う

ぜ
し
め
給
へ
る
こ
と
ハ
。
す
な
は
ち
行ぎ
や
う

ぜ
よ
。
佛
の
さ
ら
し
め
給
へ
る
と
こ
ろ
ハ
。
即
す
な
ハ
ち

さ
れ
。
こ
れ
を
佛ほ
と
け

の

お
し
へ
に
し
た
が
ひ
。
佛
の
意こ
ゝ
ろ

に
し
た
が
ふ
と
名な

づ
け
。
こ
れ
を
佛ぶ
つ

願ぐ
わ
ん

に
隨ず
い

順じ
ゆ
ん

す
と
名な

づ
け
。
こ
れ
を
真し
ん

の
佛ぶ
つ

弟で

子し

と

名な

づ
く
と
い
へ
り
。
し
か
れ
ば
五
辛し
ん

酒し
ゆ

肉に
く

ハ
。
諸し
よ

佛ぶ
つ

ふ
か
く
こ
れ
を
き
ら
ひ
給
へ
り
。
な
ん
ぞ
し
り
ぞ
け
す
て
ざ
ら
ん
や
。
五
辛し
ん

報は
う

應な
う

。
Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
肉に
く

葷ぐ
ん

辛し
ん

を
⻝じ
き

し
て
。
Ｉ
き
や
う

論ろ
ん

を
讀ど
く

誦じ
ゆ

す
る
亊こ
と

を
え
ず
。
科と
が

を
う
る
と
い

へ
り
。
も
し
や
ま
ひ
あ
り
て
。
⻝じ
き

せ
ず
し
て
か
な
は
ざ
れ
ば
。
伽が

藍ら
ん

の
外ほ
か

。
白
び
や
く

衣ゑ

の

家い
へ

に
い
た
つ
て
服ぶ
く

す
。
四し

十じ
う

九く

日に
ち

す
ぎ
て
。
香か
う

湯た
う

を
も
つ
て
。
身ミ

」
上
35
ウ
を
あ
ら
ひ
を

は
り
て
。
し
か
う
し
て
後の
ち

に
。
Ｉ
き
や
う

論ろ
ん

を
讀ど
く

誦じ
ゆ

す
る
こ
と
を
ゆ
る
す
と
い
へ
り
僧そ
う

制せ
い

す
で
に

か
く
の
ご
と

し
。
在ざ
い

家け

例れ
い

し

て
し
る
べ
し

Ｚ
僧そ
う

祇ぎ

律り
つ

。
十し
う

誦じ
ゆ

律り
つ

。
五
Ｘふ
ん

律り
つ

等と
う

に
ハ
。
病
び
や
う

僧そ
う

の
五
辛し
ん

な
ら
で
ハ
。
や
ま

く
さ
き
か

ね
ん
ご
ろ
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ひ
治ぢ

し
が
た
き
に
蒜
に
ん
に
くを
服ぶ
く

す
る
こ
と
。
七な
ぬ

日か

を
ゆ
る
す
と
い
へ
り
。
そ
の
う
ち
ハ
。

か
た
ハ
ら
の
庵あ
ん

な
ど
の
う
ち
に
こ
も
り
。
餘よ

の
僧そ
う

の
床と
こ

に
ふ
す
こ
と
を
せ
ず
。
一い
つ

Ｈし
よ

に

大だ
い

小せ
う

便べ
ん

す
る
こ
と
を
得え

ず
。
講か
う

堂だ
う

の
あ
た
り
へ
も
い
づ
べ
か
ら
ず
。
Ｚ
ハ
齋と
き

に
ゆ
く
こ

と
を
得え

ず
。
僧そ
う

と
と
も
に
⻝じ
き

す
る
こ
と
を
得え

ざ
れ
．
佛ほ
と
けを
禮ら
い

す
る
と
も
。
ち
か
づ
き
よ

る
べ
か
ら
ず
。
風か
ざ

下し
た

よ
り
。
は
る
か
に
禮ら
い

拜は
い

す
べ
し
。
七
日
ａま
ん

じ
を
は
ら
バ
。
行
ぎ
や
う

水す
い

し
て
。
衆し
ゆ

に
入い
る

べ
し
。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
云い
は
く。
出
し
ゆ
つ

家け

の
常つ
ね

に
戒か
い

律り
つ

」
上
36
オ
清
し
や
う

淨〴
〵

な
る
だ
に
。

そ
の
法ほ
う

か
く
の
ご
と
し
。
い
は
ん
や
け
が
れ
の
凢ぼ
ん

俗ぞ
く

つ
ゝ
し
ま
ざ
ら
ん
や
又ま
た

云い
は
く。
も

し
殺せ
つ

生し
や
う

戒か
い

を
う
け
た
る
も
の
ハ
。
乃な
い 

　

至し

も
ろ
〳
〵
の
肉に
く

五
辛し
ん

等と
う

を
⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
と
い

へ
り
按あ
ん

ず
る
に
い
ま
殺せ
つ

生し
や
う

戒か
い

を
う
く
と
い
へ
ど
も
。
⻝じ
き

肉に
く

戒か
い

を
う
け
ざ
れ
ば
淨じ
や
う

肉に
く

の
類る
い

。
こ
れ
を
⻝じ
き

す
る
ハ
機き

に
約や
く

し
て
の
義ぎ

也な
り

。
真し
ん

實じ
つ

理り

に
逹た
つ

し
て
慈じ

悲ひ

心し
ん

あ
ら
ば
。
な
ん
ぞ
其そ
の

肉に
く

を
⻝じ
き

す
る
に
し
の
び
ん
や
。
Ｚま
た

夫そ
れ

戒か
い

を
守ま
ぼ

る
ほ
ど
の
清し
や
う

淨〴
〵

の
優う

婆ば

塞そ
く

な
ら
バ
な
ん
ぞ
こ
の
ん

で
不ふ

浄じ
や
う

を
⻝じ
き

せ
ん
や

い
は
ん
や
五
戒か
い

を
持た
も
ち。
三
寳ば
う

に
歸き

依ゑ

す
る
も
の
。
魔ま

縁え
ん

の
媒
な
か
だ
ちを
な
し
。

餓が

Ｚき

の
噐
う
つ
は
も
のと
な
ら
ん
や
。
一い
つ

旦た
ん

の
味
あ
ぢ
は
ひに
着ぢ
や
くし
て
。
未ミ

來ら
い

永や
う

々〳
〵

の
あ
や
ま
り
を
ひ
く

こ
と
な
か
れ
。
こ
ゝ
に
を
い
て
附ふ

録ろ
く

し
ぬ
。」
上
36
ウ
終

　
　
　
　
　
　
（
白
丁
）」
上
裏
表
紙
見
返　
　
　
　
」
上
裏
表
紙

〔『
懴
悔
通
用
』
翻
刻
①
〕

　
　

※

（
題
簽
剝
離
逸
失
）」
表
表
紙　
　
　
（
白
丁
）」
表
表
紙
見
返

　
懴
悔
通
用
序
　
　
全

」
扉　
　
　
　
　
　
（
白
丁
）」
扉
見
返

　
　
懴さ
ん

悔げ

通つ
う

用よ
う

序し
よ

恭う
や
〳
〵
し
く

惟
お
も
ん
ミ
る
に

本ほ
ん

願く
わ
ん

経
き
や
う
に

云
閻ゑ
ん

浮ぶ

提だ
い

の
衆し
ゆ

生じ
や
うは
足
を
あ
け
Ｗ
を
動ど
う

す
る
も
こ
れ
罪つ
ミ

に

あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
と
誠
ま
こ
と

乎
な
る
か
な

三
毒と
く

内う
ち

に
う
ご
き
六
塵ぢ
ん

外
を
お
か
す
煩ぼ
ん

悩の
ふ

の
雲く
も

厚あ
つ
く

業ご
う

障せ
う

の
山
高
し
故
か
る
が
ゆ
へに
諸し
よ

佛
こ
れ
を
愍ミ
ん

Ｗね
ん

し
て
懴さ
ん

悔げ

の
法ほ
う

を
た
て
給
ふ
正ま
さ

に
是
罪つ
ミ

を
滅め
つ

し
㓛く

徳と
く

を
生
す
る
の
要よ
う

法ほ
う

な
り
こ
れ
を
信し
ん

じ
て
こ
れ
を
行お
こ
なは
バ
た
と
へ
バ
松
風
の
雲
を

払は
ら
つて
月つ
き

朗
ほ
か
ら
か
にに
水
の
濁に
ご
りを
な
か
し
て
砂
い
さ
こ

明
あ
き
ら
かな
る
が
こ
と
く
な
ら
ん
あ
に
是
を
修し
ゆ

せ

ざ
ら
ん
や
曽
か
つ
て

懴
悔
に
よ
つ
て
罪さ
い

障し
や
うを
滅め
つ

し
幽ゆ
う

に
し
て
ハ
三
途づ

の
業ご
う

因い
ん

を
ぬ
き
顯け
ん

に
し

て
ハ
短た
ん

命め
い

の
相さ
う

を
轉て
ん

じ
福
さ
い
は
いを
得ゑ

て
禍
わ
さ
は
いを
ま
ぬ
か
る
昔
む
か
し

梁り
や
う

皇わ
う

は
慈じ

悲ひ

懴さ
ん

を
修し
ゆ

し
て
夫ふ

人
の
蛇じ
や

身し
ん

を
た
す
け
」
序
01
オ
孫そ
ん

皓か
う

は
礼ら
い

懴さ
ん

に
よ
つ
て
金こ
ん

像ぞ
う

の
罪つ
ミ

を
の
が
る
Ｘい

域ゐ
き

本ほ
ん

朝て
う

其

例れ
い

少す
く
なか
ら
す
是
を
以
て
古
い
に
し
へよ
り
和わ

漢か
ん

の
高か
う

僧そ
う

碩せ
き

学か
く

世よ

〻ゝ
懴さ
ん

悔げ

の
法ほ
う

を
撰せ
ん

ず
而
し
か
も

或
あ
る
い
ハは

祥
つ
ま
ひ
ら
かな
れ
ど
も
漢か
ん

字じ

に
し
て
俗ぞ
く

に
た
よ
り
あ
ら
ず
又
ハ
和わ

字じ

な
り
と
い
へ
ど
も
略り
や
くに
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し
て
そ
な
は
ら
ず
或あ
る
いハ
一
宗し
う

に
局か
き
つて
廣ひ
ろ
くく
他た

門
に
用
ひ
ず
是
を
以
て
不
肖し
や
う

僣か
い

上
過く
わ

Ｘぶ
ん

の
罪つ
ミ

を
か
へ
り
み
ず
謹
つ
ゝ
し
んて
経
き
や
う

攵も
ん

祖そ

教き
や
うに
随
し
た
か
つて
和わ

語ご

に
つ
ゞ
り
も
つ
て
自
ミ
つ
か
ら

誡
い
ま
し
めと
し

又
竊
ひ
そ
か
にに
同ど
う

志し

の
者
と
と
も
に
し
て
時
〻
に
披ひ

陳ち
ん

し
徃わ
う

〻〳
〵

に
禮ら
い

懴さ
ん

す
最
も
つ
と
も

君
子
の
耳
に

ふ
れ
大
賢け
ん

の
目
に
入い
ら

ん
事
を
は
ぢ
は
ゞ
か
る
と
い
へ
ど
も
然
れ
と
も
佛ふ
つ

恩お
ん

を
報ほ
う

じ
法ほ
う

を

廣ひ
ろ

め
利り

を
と
も
に
せ
ん
と
す
る
心
大
小
品し
な

Ｘこ
と

な
れ
と
も
芹せ
り

を
献げ
ん

ず
る
こ
ゝ
ろ
ざ
し
な
き

に
し
も
あ
ら
ず
Ｍも
し

輾ち
ん

轉て
ん

し
て
流る

布ふ

に
」
序
01
ウ
屬ぞ
く

せ
は
豈あ
に

幸
さ
い
わ
いに
し
て
亦ま
た

よ
ろ
こ
ば
し
か

ら
ざ
ら
ん
や
冀
こ
い
ね
が
ハ
くは
撰せ
ん

者じ
や

の
不
德と
く

な
る
を
以
て
取と
る

に
た
ら
ず
と
す
る
事
な
か
れ
Ｈい
は

謂ゆ
る

君く
ん

子し

ハ
人
を
も
つ
て
Ｊこ
と

を
す
て
ず
况い
は
んや
是
佛ふ
つ

祖そ

の
教お
し
へを
の
ぶ
る
な
り
予よ

が
臆お
く

Ｋせ
つ

に
あ
ら

ず
又
和わ

語ご

に
し
て
攵
の
鄙ひ

俚り

な
る
を
も
つ
て
い
や
し
と
し
て
か
ろ
ん
ず
る
事
な
か
れ
い

さ
ご
を
ゆ
つ
て
金
を
淂う

る
の
た
と
へ
お
も
ひ
つ
へ
し
况
い
わ
ん
ヤ

又
吾わ
が

金き
ん

仙せ
ん

氏し

の
道
攵
字
の
あ

い
だ
に
あ
ら
ざ
る
を
や
謹
つ
ゝ
し
ん
て

序し
よ
す

　
　
　
　
　

貞
享
初
元
Ｃ
次
子
甲 

　

子
僧
自
恣
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
幢
浄
惠
稽
首
百
拝
述
」
序
02
オ　
　
　
　

 

（
白
丁
）」
序
02
ウ

　
　
　

凢　

例

一  

凢
禮ら
い

懴さ
ん

せ
ん
と
ほ
つ
せ
ば
先
佛ぶ
つ

殿て
ん

を
掃さ
う

除じ

し
Ｘぶ
ん

に
應お
う

し
て
荘せ
う

厳ご
ん

供く

養よ
う

し
て
香か
う

花け

瀉し
や

水す
い

を
け
ん
し
其
身
を
清き
よ

め
衣い

服ふ
く

を
あ
ら
た
め
或あ
る
いハ
持ち

齋さ
い

精し
や
う

進じ
ん

し
て
信し
ん

心〴
〵

う
や
ま
ゐ

の
心
を
專
も
つ
は
らに
す
べ
し

一  

ま
つ
毎
月
十
五
日
と
晦つ
ご

日も
り

と
に
修し
ゆ

す
べ
し
若も
し

事こ
と

繁し
げ

き
人
ハ
日
を
定
む
る
に
及
ば
ず

又
月
に
両
度
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
數し
ば

〳
〵
是
を
修し
よ

す
べ
し

一 

凢
懴
悔
の
文
よ
む
時
は
胡こ

跪き

合が
つ

掌せ
う

す
べ
し

一 

佛ふ
つ

名め
う

は
至し

心し
ん

に
一い
つ

拝は
い

づ
ゝ
す
べ
し
散さ
ん

Ｗね
ん

に
あ
ら
ず

一 

至し

誠ぜ
う

心し
ん

深じ
ん

心し
ん

恭く

敬ぎ
や
う

心し
ん

を
第た
い

一
と
す
べ
し
」
凡
例
オ

一 

仏ふ
つ

名め
う

ハ
專せ
ん

悟ご

達た
つ

國こ
く

師し

の
水す
い

懴さ
ん

法ほ
う

に
列
つ
ら
な
るぬ
る
と
こ
ろ
を
も
ち
ゆ

一  

懴さ
ん

悔け

の
攵
ハ
大お
ほ

都む
ね

梁り
や
う

皇く
わ
う

懴さ
ん

な
ら
び
に
水す
い

懴さ
ん

の
語こ

を
飜ほ
ん

し
用
ゆ
其
外
経き
や
う

論ろ
ん

の
要よ
う

攵

を
和や
わ

ら
げ
是
を
證し
や
うと
す
あ
え
て
私
わ
た
く
しの
意こ
ゝ
ろを
以
て
是
を
ほ
し
ゐ
ま
ゝ
に
せ
す
」
凡
例
ウ

　
　
懴
悔
通
用

夫そ
れ

以
お
も
ん
ミ
る
に

人
の
命
の
と
ゝ
ま
ら
ざ
る
事
ハ
流な
か

る
ゝ
水
よ
り
も
す
み
や
か
に
老ろ
う

少し
や
うの
無む

常じ
や
うな
る
こ
と
は
風
の
前
の
灯
と
も
し
ひよ
り
も
あ
や
う
し
朝あ
し
たに
紅か
う

顔か
ん

あ
つ
て
世せ
い

路
に
ほ
こ
れ
ど

も
暮
に
は
白は
つ

Ｋご
つ

と
な
つ
て
郊か
う

原げ
ん

に
朽く
ち

ぬ
誰た
れ

か
是
を
の
が
る
ゝ
も
の
あ
ら
ん
や
從じ
う

者し
や

多あ
ふ

し

と
い
へ
ど
も
生
し
や
う

死し

の
路ミ
ち

に
は
し
た
が
は
す
妻さ
い

子し

あ
り
と
い
へ
と
も
黄
く
わ
う

泉せ
ん

の
旅た
び

に
ハ
伴
と
も
な

ふ
こ
と
な
し
冥め
い

路ろ

杳よ
う

〻〳
〵

と
し
て
業ご
う

に
随
し
た
か
つて
昇
し
や
う

沉ち
ん

す
故
か
る
か
ゆ
へに
経き
や
うに
云
妻さ
い

子し

珎ち
ん

寳ぼ
う

及ぎ
う

王わ
う

位い

臨り
ん

命め
う

終じ
う

の
Ｑ
身
に
随し
た
か
は
す
戒か
い

及お
よ
び

施せ

不ふ

放ほ
う

逸い
つ

今こ
ん

世せ

後ご

世せ

に
伴ば
ん

侶り
よ

と
な
る
と
某
そ
れ
が
し

等ら

偶た
ま

〳
〵
受う
け

が
た
き
人
身
を
う
け
あ
い
が
た
き
如に
よ

來ら
い

の
遺ゆ
い

教き
や
うに
あ
い
た
て
ま
つ
る
と
い

へ
ど
も
內
に
は
邪じ
や

正せ
う

を
辨
わ
き
ま
へる
智ち

惠ゑ

」
01
オ
な
く
外
に
は
善せ
ん

Ｃあ
く

を
た
ゞ
す
友と
も

ま
れ
な
り
煩ぼ
ん

悩の
う

の
煙
け
む
り

胸む
ね

を
薫く
ん

じ
罪さ
い

障し
や
うの
雲う
ん

惠ゑ

を
お
ほ
ふ
随ず
い

緣ゑ
ん

の
波な
ミ

滔と
う

〻
と
し
て
真し
ん

如に
よ

の
月
昏こ
ん

〻
た

り
日に
ち

夜や

つ
く
れ
る
Ｈ
の
罪つ
ミ

し
ら
ず
い
く
ば
く
ぞ
や
嗚あ

呼ゝ
悲
か
な
し
き

哉か
な

輪り
ん

廽ゑ

の
き
づ
な
き
れ
が

た
く
永
な
が
く

三さ
ん

途づ

の
苦く

を
う
け
ん
事
を
い
か
ん
が
せ
ん
然
る
に
今
日
幸
さ
い
わ
いに
此
善せ
ん

緣ゑ
ん

に
よ
つ

て
恭
き
や
う

敬け
い

心し
ん

至し

誠せ
い

心し
ん

を
以
て
十
方
の
三
寳ほ
う

を
請し
や
うし
た
て
ま
つ
り
無む

始し

よ
り
以
來
つ
く
る

處
の
罪ざ
い

業ご
う

發ほ
つ

露ろ

懴
悔
し
た
て
ま
つ
る
某
そ
れ
か
し

等ら

今
こ
の
勝
し
や
う

業ご
う

を
修し
ゆ

す
る
事
誠ま
こ
とに
希け

有う

の

良り
や
う

緣ゑ
ん

也
Ｈい
は

謂ゆ
る

闇あ
ん

夜や

に
灯
と
も
し
びを
得ゑ

た
る
が
ご
と
く
渡わ
た

り
に
舟
を
得ゑ

た
る
が
ご
と
し
歡
く
わ
ん

喜き

無む

量り
や
うと
い
ひ
つ
へ
し
先
煩ほ
ん

悩の
う

繋て
ん

縛ば
く

の
凢ぼ
ん

夫ぶ

懴
悔
の
力ち
か
らに
あ
ら
す
ん
バ
出
し
ゅ
つ

離り

す
る
に
よ

し
な
か
ら
ん
」
01
ウ
懴
悔
の
力
不ふ

可か

思し

議ぎ

な
り
彼か
の

阿あ

闍ぜ
ヤ

世せ

王
の
大
逆き
や
くな
る
も
懴
悔
の
力

に
よ
つ
て
是
を
轉て
ん

ぜ
り
某
そ
れ
か
し

等ら

各
大
勇ゆ
う

猛も
う

心
を
起を
こ

し
五
躰た
い

を
地ち

に
投た
う

じ
て
十
方
三
寳ぼ
う

を

請し
や
うじ
た
て
ま
つ
り
等と
う

一
痛つ
う

切せ
つ

に
發ほ
つ

露ろ

懴さ
ん

悔け

し
た
て
ま
つ
る

　

南な

無む

十じ
つ

方ほ
う

盡じ
ん

Ｌこ

空く
う

界か
い

三さ
ん

世ぜ

一い
つ

Ｑさ
い

諸し
よ

佛ぶ
つ　
　
　

各
お
の
〳
〵

一
拜は
い

　

南
無
十
方
盡
Ｌ
空
界
三
世
一
Ｑ
尊そ
ん

法ほ
う
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南
無
十
方
盡
Ｌ
空
界
三
世
一
切
賢け
ん

聖せ
う

僧そ
う

已す
で

に
十
方
の
三
方
を
請せ
う

じ
た
て
ま
つ
り
皈き

命ミ
や
う

敬き
や
う

禮ら
い

し
了お
ハ
んぬ
某
そ
れ
か
し

等ら

今
日
懴
悔
す
る
ゆ

ゑ
ん
ハ
無む

始し

よ
り
以
來
罪さ
い

障し
や
う

無む

量り
や
う

無む

邊へ
ん

に
し
て
六
道
に
輪り
ん

廽ね

す
あ
る
い
ハ
Ｊと
ん

慾よ
く

嗔し
ん

恚ゐ

愚ぐ

痴ち

の
三
業ご
う

に
よ
つ
て
一
切さ
い

の
罪つ
ミ

を
作つ
く

り
Ｙ
ハ
眼げ
ん

耳に

鼻び

舌ぜ
つ

身し
ん

意い

の
六
根こ
ん

に
」
02
オ
よ
つ
て

一
切さ
い

の
と
が
を
お
こ
す
乃な
い

至し

十ぢ
う

Ｃあ
く

よ
り
八
萬
四
千
の
塵じ
ん

労ろ
う

門も
ん

を
ひ
ら
く
蚕か
い
この
ま
ゆ
を
つ

く
る
が
ご
と
く
煩ほ
ん

悩の
ふ

の
縛ば
く

を
出
か
た
し
魚う
を

の
つ
り
針は
り

を
の
む
に
い
た
り
愛あ
い

慾よ
く

の
糸い
と

き

る
ゝ
事
な
し
是
を
以
諸し
よ

佛ぶ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

衆し
ゆ

生ぢ
や
うを
哀
あ
は
れ
ミ

給
ふ
故ゆ
へ

に
種し
ゆ

〻〴
〵

の
方ほ
う

便べ
ん

を
ま
う
け
て
三
界が
い

を
出
し
ゆ
つ

離り

せ
し
む
中
に
も
罪つ
ミ

を
滅め
つ

し
て
善せ
ん

種し
ゆ

を
長
じ
禍
わ
ざ
わ
いを
轉て
ん

じ
て
㓛く

德と
く

を
生
ず
る
ハ
懴

悔
の
法
Ｎ
一
な
り
夫そ
れ

懴
悔
せ
ん
と
欲ほ
つ

せ
ば
七
種し
ゆ

の
心
を
お
こ
す
べ
し
何な
ん

等ら

を
か
七
種
と

す
一
つ
に
ハ
暫ざ
ん

愧ぎ

心し
ん

二
つ
に
ハ
恐く

怖ふ

心
三
つ
に
ハ
厭ゑ
ん

離り

心
四
ツ
に
は
發ほ
つ

菩ぼ

提だ
い

心
五
ツ
に

ハ
怨お
ん

親し
ん

平ひ
や
う

等と
う

心
六
ツ
に
ハ
Ｗね
ん

報ほ
う

佛
恩お
ん

心
七
ツ
に
は
観
く
わ
ん

罪さ
い

性し
や
う

空
心
是
也
先
Ｎ
一
暫ざ
ん

愧き

心
と
ハ
は
ぢ
は
づ
る
な
り
何
を
か
は
ぢ
何
を
か
は
つ
る
と
な
れ
バ
佛
と
我
等
と
」
02
ウ
本

ハ
同
じ
く
是
凢ほ
ん

夫ふ

な
り
然
に
世
尊そ
ん

は
無む

量り
や
う

刧か
う

に
早
く
菩ぼ

提た
い

心
を
起お
こ

し
て
正せ
う

覚が
く

を
成
じ

人
天て
ん

の
師し

と
な
り
給
ふ
我わ
れ

等ら

ハ
塵□
ん

沙し
や

刧か
う

よ
り
以
來
六ろ
く

塵ち
ん

の
境さ
か
いに
ま
よ
ひ
三
業か
う

を
ほ
し
い

ま
ゝ
に
し
て
苦く
る

し
ミ
よ
り
く
る
し
み
に
し
づ
ミ
く
ら
き
よ
り
く
ら
き
に
入
三
界か
い

に
流る

轉て
ん

し
て
な
が
く
生
し
や
う

死し

を
出
る
事
あ
た
は
ず
こ
れ
ま
こ
と
に
は
づ
へ
き
の
は
な
ハ
だ
し
き

な
り
Ｎ
二
に
恐く

怖ふ

心
と
は
お
そ
れ
お
そ
る
ゝ
な
り
何
を
か
お
そ
れ
何
を
か
お
そ
る
ゝ
と

な
れ
ハ
我
等
今
既す
で

に
身し
ん

口く

意い

の
罪さ
い

業ご
う

日
夜
に
た
ゆ
る
こ
と
な
し
命
い
の
ち

終お
は

ら
ば
バ
决け
つ

定て
う

悪あ
く

趣し
ゆ

に
陥
お
ち
い
つて
無む

量り
や
うの
く
る
し
み
を
受う
け

永な
か

く
出
し
よ
つ

離り

の
期ご

な
か
る
べ
し
か
く
の
ご
と
き
ハ
お

そ
る
べ
き
の
は
な
は
だ
し
き
也
Ｎ
三
に
厭ゑ
ん

離り

心
と
は
い
と
ひ
は
な
る
ゝ
な
り
何
を
か
い

と
ひ
」
03
オ
何
を
か
は
な
る
ゝ
と
な
れ
バ
夫そ
れ

人
の
一
身
を
観く
わ
んず
る
に
四
大
か
り
に
か
た
ち

を
な
す
い
は
む
や
三
十
六
の
不
浄し
や
うの
身
に
ぐ
そ
く
せ
り
な
ん
ぞ
か
く
の
ご
と
き
の
Ｌこ

Ｐげ
ん

不
浄し
や
うの
身
を
以
て
人
我が

の
相さ
う

を
お
こ
し
愛あ
い

着ぢ
や
くの
網あ
ミ

に
か
ゝ
つ
て
種し
よ

〻
の
罪つ
ミ

を
つ
く

れ
る
や
凢
お
よ
そ

人
の
罪つ
ミ

を
つ
く
れ
る
ハ
身
を
愛あ
い

す
る
に
よ
つ
て
也
見
す
や
生
し
や
う

老ろ
う

病ひ
や
う

死し

た
ち

ど
こ
ろ
に
い
た
り
怨お
ん

憎そ
う

會ゑ

苦く

愛あ
い

別べ
つ

離り

苦く

か
は
る
〳
〵
お
か
す
事
を
経き
や
うに
云
一
切
有う

為い

の

法ほ
う

ハ
夢ゆ
め

Ｐ
ま
ぼ
ろ
し

泡あ
わ

影か
げ

の
こ
と
く
露つ
ゆ

の
こ
ど
く
亦
電
い
な
び
か
りの
こ
と
し
か
く
の
こ
と
き
の
観
を

な
す
べ
し
と
一
度
人に
ん

身し
ん

を
う
し
な
ひ
ぬ
れ
ば
万
刧ご
う

に
も
か
へ
ら
ず
さ
か
ん
な
る
色
の

と
ゞ
ま
ら
ざ
る
事
は
し
る
馬
の
ご
と
し
と
驚
お
と
ろ
くべ
し
恐お
そ

る
べ
し
い
か
ん
ぞ
放ほ
う

逸い
つ

に
し
て

光く
わ
う

陰ゐ
ん

を
す
ご
さ
ん
や
た
と
ひ
金き
ん

殿て
ん

玉き
よ
く

楼ろ
う

に
居き
よ

を
」
03
ウ
や
す
む
し
綾
り
や
う

羅ら

錦き
ん

繍し
う

に
身
を

か
ざ
る
と
い
ふ
と
も
無む

常し
や
うの
殺せ
つ

Ｚき

ハ
是
を
ゆ
る
さ
じ
七
珎ち
ん

万ま
ん

寳ぼ
う

翠す
い

黛た
い

紅か
う

顔が
ん

の
楽た
の
しミ
も

か
き
り
あ
れ
バ
夢ゆ
め

の
ご
と
し
こ
ゝ
に
何
の
楽
た
の
し
ミか
あ
る
然
バ
す
み
や
か
に
厭ゑ
ん

離り

の
心
を

お
こ
し
て
浄
じ
や
う

圡と

を
欣ご
ん

求く

せ
さ
ら
ん
や
Ｎ
四
に
發は
つ

菩ぼ

提た
い

心し
ん

と
は
是こ
れ

即
す
な
わ
ち

菩ほ

提た
い

心し
ん

を
起お
こ

す

べ
し
と
也
何
を
か
菩ほ

提た
い

心し
ん

と
な
つ
く
い
は
ゆ
る
人
Ｕ
の
果く
わ

を
ね
が
は
す
一
心
に
佛
の

教お
し
へに
信し
ん

順じ
ゆ
んし
て
早
く
道ミ
ち

を
成
し
一
切さ
い

し
ゆ
ぜ
う
を
す
く
は
ん
と
思
ふ
大
慈じ

悲ひ

心し
ん

是
な

り
夫そ
れ

菩ほ

提た
い

心
の
㓛く

德と
く

ハ
無む

量り
や
うな
り
ｋけ

厳ご
ん

経
に
云
菩ほ

提た
い

心
に
よ
つ
て
一
切さ
い

菩ぼ

薩さ
つ

の
行き
や
うを

出し
ゆ
つ

生し
や
うす
三
世
の
如
來
も
菩ほ

提た
い

心し
ん

よ
り
出
し
ゆ
つ

生し
や
うし
給
ふ
と
こ
ゝ
を
も
つ
て
菩ほ

提た
い

心
を
發お
こ

し
て
修し
ゆ

す
る
と
こ
ろ
の
一
切さ
い

の
善ぜ
ん

根ご
ん

修し
ゆ

行ぎ
や
うは
た
と
へ
バ
良
り
や
う

田で
ん

を
」
04
オ
お
さ
め
て
種た
ね

を

ま
く
が
ご
と
し
無む

上し
や
うの
妙め
う

果く
わ

む
な
し
か
ら
ず
菩ほ

提た
い

心
な
く
し
て
ハ
善せ
ん

根こ
ん

修し
ゆ

行き
や
う

多お
ゝ
くは
有う

為い

の
果く
わ

報ほ
う

と
な
れ
り
こ
ゝ
を
も
つ
て
發ほ
つ

菩ぼ

提た
い

心
を
根こ
ん

本ほ
ん

と
す
Ｎ
五
に
怨お
ん

親し
ん

平ひ
や
う

等と
う

と
は

佛
ハ
無む

緣り
や
うの
慈し

悲ひ

を
も
つ
て
心
と
し
給
ふ
衆し
ゆ

生じ
や
うハ
人に
ん

我が

の
相そ
う

に
着ち
や
くす
る
ゆ
へ
に
う
ら

み
有
を
は
是
を
に
く
み
し
た
し
ミ
有
に
ハ
愛あ
い

着ち
や
くす
爰こ
ゝ

を
も
つ
て
平
ひ
や
う

等と
う

な
ら
ず
平
等
な

ら
ざ
る
を
も
つ
て
慈し

悲ひ

心し
ん

あ
ま
ね
か
ら
ず
か
る
が
ゆ
へ
に
人
を
う
ら
み
人
の
恨う
ら
ミを
う
け

た
が
ひ
に
怨お
ん

結け
つ

の
心
を
生
ず
梵ぼ
ん

網も
う

経
に
云
六
道と
う

の
衆し
ゆ

生じ
や
うハ
皆ミ
な

是こ
れ

我わ
か

父ふ

毋ぼ

な
り
と
生
〻

世
〻
親お
や

と
な
り
子
と
な
れ
ど
も
凢ほ
ん

夫ぶ

の
ゆ
へ
に
是
を
し
ら
ず
恨う
ら
ミを
か
ま
へ
あ
た
を
む
す

び
て
闘た
う

争そ
う

食し
き

噉だ
ん

す
る
に
い
た
る
悲
か
な
し
き

哉か
な

傷
い
た
ま
し
き

哉
経
に
Ｋと
く

と
こ
ろ
の
ご
と
き
ハ
い

つ
れ
を
あ
た
と
し
い
つ
れ
を
か
し
た
し
ミ
」
04
ウ
と
せ
ん
た
ゞ
平
ひ
や
う

等と
う

の
慈し

悲ひ

心し
ん

に
住し
よ

し

て
一
切さ
い

衆し
ゆ

生し
や
うを
済さ
い

度と

せ
ん
と
お
も
ふ
べ
き
な
り
第
六
に
念ね
ん

報ほ
う

仏ふ
つ

恩お
ん

心し
ん

と
は
如
來
徃む
か

昔し

無む

量り
や
う

刧か
う

の
中
に
我わ
れ

等ら

を
す
く
は
ん
為
の
ゆ
へ
に
難な
ん

行き
や
う

苦く

行き
や
うし
給
ふ
さ
れ
バ
一
切さ
い

衆し
ゆ

た
ゝ
か
い
あ
ら
そ
い
く
ら
い
か
む
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生じ
や
うハ
猶
し
一
子
の
ご
と
し
と
の
た
ま
へ
り
是
を
以
て
是
を
思
ふ
に
佛
ハ
我
等
が
為
に

は
真ま
こ
との
父
毋
な
り
夫
父
毋
一
世
の
恩お
ん

す
ら
是
を
報ほ
う

ず
る
こ
と
か
た
し
况
い
は
ん
や

世
尊そ
ん

ハ
累る
い

刧か
う

の
間
あ
い
た

衆し
ゆ

生じ
や
うの
苦
く
る
し
ミに
か
は
り
給
ふ
某
そ
れ
か
し

等ら

今
日
此
懴さ
ん

悔け

を
修し
ゆ

す
る
事
も
是
又
如
來
遺ゆ
い

教き
や
うの
厚か
う

恩お
ん

也
故
か
る
か
ゆ
へに
法ほ

花け

經
に
云
兩
の
肩か
た

に
仏
を
の
せ
奉
り
て
恒
砂
刧
の
間
心
を
つ

く
し
て
恭く

敬き
や
うし
一
切
の
珎
寳
を
供く

養よ
う

す
と
も
佛
の
恩お
ん

を
報ほ
う

る
こ
と
あ
た
ハ
じ
と
然
ら

は
な
に
を
も
つ
て
か
是
を
報ほ
う

ぜ
ん
た
ゞ
如
來
の
お
し
へ
に
随
し
た
か
つて
有う

為い

の
厭ゑ
ん

離り

し
て
一

心
」
05
オ
に
菩ほ

提た
い

を
求
も
と
め

勇ゆ
う

猛も
う

精し
や
う

進じ
ん

に
法
の
た
め
に
身
命
を
お
し
ま
ず
勤
て
三
寳ほ
う

を
建こ
ん

立り
や
うし
ひ
ろ
く
善せ
ん

緣ゑ
ん

を
衆し
ゆ

生し
や
うに
む
す
び
同
し
く
正
し
や
う

覚か
く

を
取と
ら

ん
と
願ね
か

ふ
是こ
れ

仏ふ
つ

恩お
ん

を
報ほ
う

ず
る

志
也
Ｎ
七
に
観
く
わ
ん

罪ざ
い

性し
や
う

空く
う

心し
ん

と
は
経
中
に
Ｋと
く

処と
こ
ろを
案あ
ん

る
に
い
は
く
夫
罪つ
ミ

ハ
自し

性し
や
うな
し

內
に
も
あ
ら
ず
外
に
も
あ
ら
ず
中ち
う

間か
ん

に
も
あ
ら
ず
本も
と

是こ
れ

空く
う

也
因い
ん

緣へ
ん

よ
り
生
じ
顛て
ん

倒だ
う

に
よ

つ
て
あ
り
既す
て

に
因ゐ
ん

緣ゑ
ん

よ
り
生
ず
又
因
緣
に
よ
つ
て
滅め
つ

す
因
緣
よ
り
生
る
と
ハ
Ｃあ
く

緣ゑ
ん

に
あ

ひ
あ
し
き
友と
も

に
ひ
か
れ
て
六
塵ち
ん

の
境き
や
うに
迷ま
よ

ひ
三
業ご
う

を
ほ
し
ひ
ま
ゝ
に
し
て
日に
ち

夜や

罪つ
ミ

を
つ

く
る
是
な
り
因
緣
に
よ
り
滅め
つ

す
と
は
善せ
ん

友ゆ
う

の
お
し
へ
に
随
し
た
か
つ
てて
三
寳ほ
う

を
う
や
ま
い
諸
〻

の
善せ
ん

根こ
ん

を
修し
ゆ

し
乃
至
今
日
懴さ
ん

悔け

の
因ゐ
ん

緣ゑ
ん

に
よ
つ
て
」
05
ウ
煩ほ
ん

悩の
ふ

の
垢あ
か

を
清き
よ

め
諸し
よ

漏ろ

の
塵ち
り

を

払
ふ
こ
れ
な
り
今
日
各
相
と
も
に
諸
佛
の
お
し
へ
に
随
し
た
か
つて
七
種し
ゆ

の
願
を
起お
こ

せ
り
然
と

も
某
そ
れ
か
し

等ら

量は
か
り

狹せ
は
く

心こ
ゝ
ろ

劣れ
つ

に
し
て
智ち

力り
き

弱よ
わ

く
疑ぎ

ｓり
よ

多
し
し
ゐ
て
か
く
の
こ
と
き
の
大
心

を
起お
こ

こ
す
と
い
へ
ど
も
孤こ

舟し
う

を
た
ゞ
よ
ハ
し
て
大た
い

海か
い

に
う
か
ふ
が
ご
と
し
彼ひ

岸か
ん

に
い
た

ら
ん
事
を
よ
ろ
こ
ぶ
と
い
へ
と
も
お
そ
れ
を
い
だ
い
て
や
す
か
ら
ず
仰
願
ハ
佛ふ
つ

力り
き

法ほ
う

力

諸し
ゆ

仏ふ
つ

菩ほ

薩さ
つ

力
聖せ
い

力
を
以
て
某
等
が
今
の
鄙ひ

悃こ
ん

を
憐
あ
ハ
れ
んて
法ほ
つ

水す
い

を
轍て
つ

魚ぎ
よ

に
そ
ゝ
ぎ
慈じ

雲う
ん

を

籠ろ
う

鳥て
う

に
得
せ
し
め
給
ひ
無
始
よ
り
以
來
Ｈし
ゆ

作さ

の
罪さ
い

障し
や
う

即そ
く

疾し
つ

に
除じ
よ

滅め
つ

し
七
種し
よ

の
善せ
ん

心し
ん

増ぞ
う

上
堅け
ん

固こ

に
菩ほ

提た
い

の
願
く
わ
ん

行き
や
う

永な
か

く
退た
い

轉て
ん

せ
さ
ら
ん
事
を
某
等
相
と
も
に
慚ざ
ん

愧ぎ

發は
つ

露ろ

し
て
至し

心し
ん

に
五
躰た
い

を
地ち

に
投と
う

じ
て
一
Ｗね
ん

に
無む

量り
や
うの
罪つ
ミ

を
滅め
つ

し
一
拝
に
十
方
の
佛
を
Ｂか
ん

ぜ
し
め 

」
06
オ
た
て
ま
つ
る

 

（
ふ
じ
た
に　

あ
つ
お　
　

四
天
王
寺
大
学
）　　
　
　
　

 

（
お
お
く
ぼ　

み
れ
い　
　

横
浜
女
子
短
期
大
学
図
書
館
）

 

（
せ
き
ぐ
ち　

し
ず
お　
　

本
学
名
誉
教
授
）　　
　
　
　


